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鉄鏃製作における鉄板切断の想定 (同一素材か否かは不明)

3区竪穴建物跡出土鍛冶関連遺物



本書は、木次町教育委員会が島根県木次土木建築事務所の委託を受けて平成11

年度に行った平田遺跡第Ⅲ調査区の発掘調査報告書であります。

これまで平田遺跡は三度にわたる発掘調査によって多くの縄文土器や当時の石

器製作跡などが発見され、縄文時代の遺跡として町内外に広く知られていました。

今回の調査では斐伊川沿いの水田下から縄文時代晩期の土器のほか、弥生時代

終末ごろの土器や住居跡も発見されて平田遺跡全体ではおよそ4000年前から人々

の暮らしが続いていることが明らかとなりました。

さらに平成11年 8月 に報道発表を行いましたように山陰では最大級の堅穴建物

跡から鍛冶炉のほか鉄器や鉄片等の鍛冶関連遺物が出土し、弥生時代終末から古

墳時代初頭の鍛冶工房跡であることがわかりました。島根県内の遺跡から出土し

た弥生時代の鉄器や鉄片の数は北部九州を除いて当時の大国とみられていた近畿

や瀬戸内地方の出土数をはるかに上回っており、古代出雲において鉄の存在は鉄

器文化の広がりを知るうえで重要な意味をもつものであります。

本報告書よって古代の鍛冶遺構など鉄の歴史を考えるうえで一助となれば幸い

です。

本発掘調査にあたり、愛媛大学法文学部、村上恭通氏には遠路にもかかわらず

現地において調査指導を頂いた上に玉稿を賜 り、また前島根大学法文学部、田中

義昭氏には報告書作成において多大なご協力を頂きました。

このほか島根県文化財課、島根県埋蔵文化財調査センター、専門分野での先生

方、地元の皆様をはじめ各方面の方々からご指導、ご協力を賜 りましたことにつ

きまして心より感謝申し上げます。

平成12年 (2000年)3月

木次町教育委員会

教育長  橋 本 彼 雄
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1.本書は、木次町教育委員会が島根県木次土木建築事務所の委託を受けて、平成11年度に実施

した斐伊川広域一般河川改修工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2.本書で扱 う遺跡は大原郡木次町大字平田507番地 2他に所在する平田遺跡第Ⅲ調査区である。

3.調査組織は次のとお りである。

調査主体 木次町教育委員会 教育長 橋本彼雄

事務局  小林憲司 (教育次長)、 大坂彼行 (文化財係長)
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竹広文明 (島根大学汽水域研究センター助手)、 中村唯史 (島根大学汽水域研究セ

ンター客員研究員)、 大澤正己 (た たら研究会委員)

助言・協力 山田康弘 (島根大学法文学部助教授)、 穴澤義功 (た たら研究会委員)、 丹羽野裕

角田徳幸・宮本正保・岩橋孝典 。久保田一郎 (島根県埋蔵文化財調査センター)

池淵俊― (島根県教育委員会文化財課)、 田中迪亮 (島根県文化財保護指導委員)

山崎順子 (頓原町教育委員会)、 瀬古諒子 (財団法人松江市教育文化振興事業団)

島田朋之 (広島県立歴史民俗資料館)、 木原 明 (た たら吹き国無形文化財)

山内靖喜 (島根大学総合理工学部教授)、 原田輝美 ((株)キ グチテクニクス)

真鍋成史 ((財)交野市文化財事業団)、 冨山正明 (福井県埋蔵文化財調査センター)

遺物整理 勝部光江

4.調査に関連 して自然科学的分野の分析、検討を次の方々・機関に依頼した。

鉄関連遺物分析一九州テクノリサーチ、和銅博物館、地磁気年代測定一時枝克安 (島根大学総

合理工学部物理学研究室)、 石器及び石材の原材産地分析―藁科哲男 (京都大学原子炉実験所)

14c年代測定―川野瑛子・柴田せつ子 (大阪府立大学先端科学研究所アイソトープ総合研究セ

ンター)

5。 発掘作業従事者

安部 昭、荒砂久男、石田 修、石橋定利、内田 稔、勝部好雄、亀山利夫、亀山英夫、

佐藤重治、難波 孝

6.調査協力  木次町立温泉小学校、(有)荒砂土建、 (株)原商、勝部喜与志、川本令一

7.図中の方位は3図、11図が国土座標を使用 し、その外の方位は磁北を示す。

8。 遺物の実測、浄写のうち土器、石器については田中義昭氏をはじめ、いなか舎に依頼 し、そ

の外は坂本、蓮岡が行った。また遺構図等の浄写では藤原友子氏の協力を得た。

9.鉄関連遺物の実測、写真撮影については角田徳幸氏の協力を得、本書に掲載した遺物の写真

撮影は主に坂本が行った。

10。 本書の編集、執筆は村上恭通氏、田中義昭氏の指導を得て坂本が行った。

11.出 土遺物、実測図及び写真類は木次町教育委員会で保管 している。
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第1章 調査に至る経緯
平成 7年 9月 18日 付けで島根県木次土木建築事務所より木及町教育委員会へ斐伊川河川局部改

良工事に伴う埋蔵文化財試掘調査について協議があ り、これに基づいて木次町教育委員会では温
泉小学校周辺の斐伊川左岸について試掘調査を行うこととなった。

調査の結果、斐伊川に並行 して広がる水田に設けた トレンチから縄文土器が検出され、周知の

遺跡となっていた温泉小学校周辺に所在する平田遺跡との関連が窺われた。
この調査結果を基に平成ll年 4月 1日付けで島根県木次土木建築事務所から木次町に姑 し、斐

伊川広域一般河川改良工事に伴う埋蔵文化財調査の依頼があり、発掘調査を行うこととなった。
なお、工事予定地から斐伊川上流約2 km地点の本次町大字平田、尾原地内では平成3年度より

平成のオロチ退治とも称された尾原ダムの建設が建設省によって進められている。

章 習
台

せ 煮 rFT=茸 ゴ≡ す三

=≡
≧ =======― ― 一 ― ― 一

ヽ生

◎ 弥生後期後半土器
磨研■

須声器丹漆土師器

[:謹静

○印は各地区の出土数に対する比率を表わす。
このうち◎印が最も多く出土した土器を示す。

平田遺跡から出上した土器分布状況

平田遺跡周辺の縄文・弥生・前期古墳遺跡分布図

孤 ニ
學

′
‐ .

第 二調査区

♭
そ笠ッ

1.神原神社古墳   9.
2.土井・砂遺跡   lo.
3.南加茂宮下遺跡  11.
4.穴の前遺跡    12.
5.輸の内遺跡    13.
6.横枕遺跡     14.
7.丸子山遺跡    15.
8.下桶口遺跡    16.

斐伊中山古墳群

松本古墳群

桜林遺跡

原口古墳群

大川下 I遺跡

万場 I遺跡

伝木次銅鐸出土他

北原 I遺跡

17.玉見堂遺跡

18.本郷谷遺跡

19.早稲田遺跡

20.川手コ遺跡

21.垣 ノ内遺跡

22.家の後E遺跡

23.家の後Π遺跡

24.家の後遺跡

25.川平 I遺跡

26.石壺遺跡

27.家の上遺跡

23.下布施遺跡

29.家の脇遺跡

30.暮地遺跡

31.下鴨倉遺跡

32.平田遺跡

-1-



平田遺跡周辺の縄支・弥生 。前期古墳遺跡分布図 (14・ 22～25は土器出土地)1図
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第2章 斐伊川中流域における遺跡と歴史的環境
斐伊川は島根県の東部に位置 し、中国山地背梁部の仁多郡横田町と〕鳥取県 日南町にまたがる船

通山 (標高1.143m)か ら源を発 して蛇行を繰 り返 しながらい くつかの支流 と合流 して北西に流
れ、簸川平野からは北東に向きを変えて宍道湖に注ぎ込む。斐伊川中流域から上流域は水の便に
富み、古 くから交通、交易の要所でもあり、中国山地を越えた山陽地方の影響もすでに縄文時代
からみられる。本章では本遺跡に関連 して中、近世までの周辺の遺跡を概観する。

【縄文時代】

奥出雲と呼ばれる当地方では斐伊川流域に発達 した河岸段丘上にい くつかの遺跡が所在 してい
る。特にこの斐伊川中流域から上流部にかけては縄文から弥生時代の遺跡も多 く、平田遺跡①も
この―つに数えられる。平田遺跡は温泉小学校の周辺に広がる縄文時代を中心とした遺跡で昭和
27年に校庭の拡張工事で撚糸文土器や磨消縄文土器などが発見され、周知の遺跡となったもので
あるが本格的な調査はなされていなかった。 しかし、平成 7年度から8年度にかけて温泉小学校
屋内運動場並びに温泉幼稚園が建築されることになり、これに伴って木次町教育委員会では発掘
調査を実施 したところである。

調査の結果、小学校の西側 (第 I調査区)では多量の精製有文土器や埋設土器が出土 し、さら
に南寄 りの第Ⅱ調査区では石器製作跡 とみられる場所から240点 に及ぶ石鏃、石斧が検出された。
縄文時代後期前葉から晩期初頭にかけて斐伊川と阿井川の合流地点でもあるこの地に生活の拠点
があったことを窺わせてぃる。また本遺跡の南、阿井川沿いの上流1.5kmに 広がる河岸段丘上に
は縄文時代前期から後期にわたる土器や集石遺構が検出された仁多町の下鴨倉遺跡②が所在す
る。さらに仁多町の斐伊川流域には埋甕が出土 した縄文時代晩期初頭にあたる暮地遺跡、本編の
遺跡分布図外ではあるが、縄文時代早期の押型支土器が出土 している横田町の回竹遺跡や下大仙
子遺跡をはじめ多 くの縄文遺跡があって古 くから山陽側との交流が認められ、本遺跡から出土 し
た里木 Ⅱ式土器もこの影響 とみられる。

【弥生時代】

弥生時代になると斐伊川の本流から支流域へ も生活の錫が広がる様子がみられる。
斐伊川を北流 して加茂町に至ると赤川が合流する。この川の中流域にあたるのが大東町である

両町ではこれまで縄文遺跡はほとんど確認されておらず遺跡の密度 としては斐伊川中、上流域 と
の差は極めて顕著である。ところが弥生時代になると大東町輪の内遺跡や横枕遺跡など、赤川沿
いの段丘に人々の生活が営まれるようになる。加茂町でも周知の加茂岩倉遺跡⑥等が所在 してい
る。ここから発見された銅鐸には近畿から発見された銅鐸と同型のものもあって弥生時代の出雲
地方のみならず近畿地方との関連性 も注目されている。

本遺跡の上流、横田町では斐伊川をはさんで南北に緩い段丘が広が り、中細型銅剣が出土 した
伝横田八幡宮銅剣出土地のほか、盆地の中に弥生遺跡が点在 し、斐伊川を共有する縄文・弥生の
文化圏が中国山間地に存在 していたことを窺わせてぃる。
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木次町においては平田遺跡を含め、大まかに4か所の遺跡群があるがその中の支流の一つ、久

野川沿いの木次町日登地内では、伝木次銅鐸出土地④や桜林遺跡⑥などが河岸段丘上に所在 して

いたほか、古墳時代の円墳 とされている原口古墳群が所在 している。この原口古墳群については

本遺跡の時期の関係からその性格を明らかにしてお く必要があるので、ここで原口古墳群の概要

について記 しておきたい。⑥

原回古墳群の概要とその検討について

原口古墳群は昭和49年に開発事業の事前分布調査により、低丘陵の裾上から円形のマウンドが

6か所確認されて周知の遺跡となったもので島根県遺跡地図 I(出雲・隠岐編)に も原口古墳群

と記されている。その後、企業所有地の拡張に伴って昭和52年に当時教職にあった門脇俊彦氏に

よって発掘調査が行われている。

調査資料に乏しいのが極めて残念であるがそれによると、調査が実施されたのはマウンド群の

うち丘陵先端部の最高所に位置する径約12.8m(推計)の墳墓で 1号墳 と呼ばれている。 (以下

原口 1号墳 と記す)墳丘の周囲には径14.2m、 幅1.Omの周溝が巡 り、墳丘の盛土の厚さは頂部で

1.5mあ り、墳丘上には貼石状かどうかは不明であるが川石が置かれていたといわれている。盛

上の下には川石を用いた環状の列石が11～ 12か所認められ、この列石直下に墓壊が設けられてい

る。⑦いずれの墓媛にも石棺はなく、北西にある最大径 (推計)約3.6mの 環状列石下の墓媛は内

壁にそって川石が詰められている。また墓媛群には切 り合いのある墓媛が少なくとも2基認めら

れ、埋葬時期が 2時期にわたると考えられている。 1次埋葬の墓媛には環状列石は認められてい

ないがあったとしても2次埋葬の時点で列石は取 り除かれたことも考えられる。

調査資料によると墓媛内壁に詰められた石は木棺を埋納 したあと、棺を固定するため裏込めに

使われたものとされている。側板を固定した溝の有無については調査記録にないがこの裏込め石

の存在は墓媛内に組合せ式木棺

が存在したことを窺わせているρ

これらの調査結果から調査時の

記録にはこの墳墓は古墳時代の

ものではなく弥生時代のものと

評価されている。なお、墓媛内

に副葬された遺物はなく、墳丘

上から周溝に落下した状態で土

師器の奏が 1点出土 してお り、

6世紀前半のものとされている

が、確証は得 られていない。

以上発掘調査の概略を述べた

が木棺の側板の固定に裏込めの

ための石を用いるという埋葬形

態は松江市の友田遺跡⑨A区か
2図 原図1号墳実測図
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ら発見された土媛墓SK-08、 SK-21に類似する。なお、友田遺跡のB区では墳丘墓群も検出さ

れている。墳丘墓の形態上の特徴として①盛 り土、周構を有する。②墳裾に列石、貼石を設ける。

③弥生土器を出土する。⑩などとされているが原回 1号墳にも盛土や周溝を有するなど類似点が

みられる。こうしてみると原口1号墳は友田遺跡A区の土媛墓とB区の墳丘墓両方の埋葬形態を

もっているようにも見受けられ、弥生時代の埋葬形態のバリエーションが広いことが窺われる。
このほか木棺の裏込めとして礫を使用する例としては二次市十日市町花園遺跡⑪など広島県北部
山間地だけでも4か所の遺跡が確認されてお り、当地域間の交流が窺われる。⑫さらに墓域、あ
るいは墓標の意味合いをもつとも思われる墓媛上に配石を伴う形態としては江津市波来浜遺跡⑬

A調査区2号墳、4号墳があり、類似点がみられる。

ところでこれらの墳丘墓あるいは土媛墓の築造時期であるが友田、波来浜両遺跡とも出土した

土器などから弥生時代中期中葉から後期前半とみられている。⑭原口古墳群では遺物がなく確証
は得られないが埋葬形態からすると先述したように少なくとも原口1号墳については弥生時代後

期の墳丘墓ではないかと思われる。⑮また原口古墳群に残存している他の墳墓にも墳丘上に点々

と川石が置かれており、原口1号墳と同類の墳丘墓である可能性は高い。原口1号墳は出土した

土器により後期前半とみられる桜林遺跡から南にわずか230m、 伝木次銅鐸出土地から北に870m
の低丘陵に位置している。丘陵上からは周囲が一望に見渡せ、埋葬地としては好適地でもある。

墳丘の下に複数の墓媛がまとまっている形態は血縁集団的な様相を示しているのかもしれないが

副葬品が出土しておらず被葬者の性格については不明のままである。しかし墳墓に盛土をもつこ

とは被葬者の権力と全く無縁ではないとも思われる。

出雲部や中国山間地、あるいは北陸の日本海側などで弥生時代の墳墓として広く知られるのが

四隅突出型墳丘墓である。四隅突出型墳丘墓は弥生時代中期末ごろに成立し、後期後半には山陰
や中国山地まで伝播するようになる。⑮友田遺跡や波来浜遺跡など墓媛上に配石を設け、木棺の

周囲を礫で固定するといったような特殊な埋葬形態をもつ弥生墓が造営された時期が後期前半で

四隅突出型墳丘墓が広く展開する時期と重なっている。前者の成立が中期後葉とされており、広

島県北部での裏込め礫を伴う木棺墓の検出事例も合わせると両者の同時期の分布状況がよく似て
いることは注目される。形状から見ても明らかに違う二つの埋葬形態は両者の被葬者の地位に地

域差があるとはいえ、隔たりがあることも想起させる。弥生時代中期以降、弥生墓の築造形態の

違いは各々の地域集団間の交流の中で権力から規制されない独自性として墓制に繁栄されたこと

を示しているのかもしれない。

【古墳～奈良時代】

古墳時代に入ると、これまで遺跡が集中していた中流域の谷あいから川幅の広い山間平地に拠

点が移るようになり、古墳時代前期には三刀屋川や赤川が斐伊川と合流し、平地が遠望できる微

高地や山丘上に神原神社古墳 (加茂町)、 松本古墳群 (三刀屋町)、 斐伊中山古墳群⑦ (木及町)

といった前期古墳群が造営される。本遺跡のある中流域にもどってみると遺跡からわずか1.3km

上流には水辺の祭祀に関わる土馬や土玉、鉄器などが出土した古墳時代末葉から奈良時代を中心
とする祭祀遺跡、家の上遺跡⑬があって古代の祭ネL行事が出雲地方奥部でも行われていたことが

分かっている。また、出雲国風土記に記される神社や薬湯もあり本遺跡周辺の斐伊川流域には古
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註
①
②
③
①

代人の暮 らしの跡がことのほか多い。

【中世～近世】

中世においては木次町里方地内の三刀屋川と斐伊川の合流地点を見下ろす山丘上では山岳信仰

に関わる中世祭祀遺跡、妙見山遺跡⑩が所在 し、供献されたとみられる10世紀から12世紀を中心

とする一万点を越える土師器片が検出されている。本遺跡の加工段からは鉄器や鍛冶津も出土し

てお り、寺院建立にあたって鉄釘などを製作 したとみられる小鍛冶の作業場があった可能性 も残

されている。斐伊川を挟んだ西方には7世紀の開山といわれる密教霊場、峰寺が所在 し、さらに

は本遺跡の南東に中世山岳仏教寺院と伝えられる伝宝山寺跡もあって、中世には当地の人々の生

活に様々な信仰が根づいていったことを窺わせている。

また平田地区周辺では乾元元年 (1302年 )に信州から因幡の国を経て仁多郡三沢の鴨倉に移っ

た三沢氏が以後、次第に勢力をのばすことになる。温泉地区の神社の古い棟本とには三沢氏の名も

残されている。また大字北原の下布施地内には三沢氏に仕えた下布施氏の館跡も残っている。大

字平田地内では中世初頭 とみられる上垣内たたら跡⑩をはじめ、下布施地内でも野たたらが多 く

みられ、たたらに関する地名も残っていることから鉄生産が三沢氏の主要な経済的基盤であった

ことを窺わせている。もちろん斐伊川中流域の野たたら操業は近代に至るまで広 く行われ、原料

である良質の山砂鉄を産出する方法としてカンナ流 しを伴うことから斐伊川下流域では天丼川を

形成することとなった。

木次町教育委員会 木次町文化財調査報告書第4集「平田遺跡」1997年

仁多町教育委員会 道路改良工事に伴う第2次発掘調査報告書「下鴨倉遺跡」1990年

加茂町教育委員会  「カロ茂岩倉遺跡発掘調査概報 I・ Ⅱ」1997年 1998年
大原郡木次町大字東日登小川上地区に所在する。銅鐸は全長22cm、 外縁付鉦式で明治24年 ごろ和社跡から銅鐸と

土器が出土 した とされている。

⑤ 大原郡木次町大字寺領井戸地区の丘陵中腹に所在していたが現在は消滅している。

③ 本遺跡については後述するように昭和52年 に発掘調査が行われているが詳細な調査報告はなされていない。

⑦ 墓媛上に環状の列石が設けられる例は極めて稀とみられるが広島市高陽町に所在する西願寺遺跡群C地点では木

棺墓と竪穴式石室の墓媛上に環状に円礫を配し、円形の墳丘墓状に区画を施すものが存在するが盛土をもたない点

では相違する。(広 島県教育委員会 広島市高陽町矢口所在遺跡群の調査概報「西願寺遺跡群」1974年 )

墓媛上に円形あるいは長楕円形の配石をもつ弥生墓は邑智町沖丈遺跡や頓原町板屋Ⅲ遺跡など山間部に多くみら

れ、弥生時代前期の墓制の特色とされている。本遺跡のように整然と配置された環状列石をもつ墓境は縄文時代の

伝統を残していることも考えられる。(大阪府立弥生文化博物館図録20 神々の源流一出雲・石見・隠岐の弥生文化

(宮崎泰史)大阪府立弥生文化博物館 2000年 )

① 加藤光臣 芸備地方史研究第162号抜刷  「芸備地方における弥生墓制の動態 (上)」

③ 松江市教育委員会 松江圏都市計画事業乃木土地区画整理事業区域内埋蔵文化財包蔵値発掘調査報告書 1983年

⑩ ③による。

① 三次市教育委員会 「史跡花園遺跡」 1980年

⑫ 三次市「矢谷遺跡」土媛墓群、同市「陣床山遺跡」、東城町「戸宇大仙山遺跡」

○ 江津市 第1.2次緊急調査概報 「波来浜遺跡発掘調査報告書」1973年

⑫ 前島己基氏は出土した土器から弥生時代後期後半に属するとされている。

⑮ 墓壊上に墳丘をもつ台状墓や墳丘墓が出現するのが弥生時代中期とされている。原日1号墳の場合、墓媛上に標

石となる列石を配置したのち、さらに盛土をして墳丘が築かれるという意図は明らかではないが、墓制形態からみ

ると築造時期は中期まで逆のぼる可能性も残される。

⑩ 島根県 神々の国。悠久の遺産 「古代出雲文化展」1997年

⑫ 木次町教育委員会 「斐伊中山古墳群―西支群―」1993年

○ 木次町教育委員会 尾原ダム建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書1「家の上遺跡・岩壺遺跡」1998年

⑩ 木次町教育委員会 木次町文化財調査報告書第3集  「妙見山遺跡」1995年

⑩ 木次町教育委員会 尾原ダム建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅱ「上垣内たたら跡北原I遺跡 。茶屋の廻

遺跡」1999年
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第3章 平田遺跡第I調査区の調査経過と概要
調査地と調査区の設定

調査地は温泉小学校裏から斐伊川上流に向かって並行する平田大橋までの水田部である。この

調査地は平成 7年 9月 に試掘調査を実施してお り、最も上流側の水田部はかつては狭い棚田状の

水田であったとの地元からの情報を得たため、この部分を除いて温泉小学校裏を起点に直線で

320mの範囲の水田を調査対象 とし、平成11年 4月 より現地調査を開始 した。

調査区は緩い段丘上から斐伊川につき当たる農道と水路を境界 として下流から上流に向かって

1区から4区 までの小調査区を設けた。また 1区から4区 までの水田を川側と山側に三分して山

側をAブロック、川側をBブロックとした。さらにグリッドは2m方眼でAブロック、Bブロッ

クそれぞれに南から北のグリッドに向かって 1、 2、 3、 と名付けることとした。

調査の経過と概要

調査は平成11年 4月 7日 から14日 まで地形測量を行ったのち、まず上流側の 3区から遺跡の範

囲を確認するため 2× 7m、 2× 5.5mの トレンチを10m間隔に設定 して試掘調査を行った。この

結果第 5、 第 6、 第 8ト レンチから縄文土器、弥生土器を検出した。このうち第 5、 第 6ト レン

チから出土した土器はいずれも小片で量も少なく段丘上からの流れ込みと思われた。第 8ト レン

チでは土器や鉄器が出上したため周囲を拡大して調査 した結果、住居跡である可能性が高まった。

この時点で調査の工程上 3区の調査を一旦中断し、 2区の調査に入った。

2区では調査区全域から縄文時代晩期の粗製土器と弥生時代後期を中心 とする土器が出土 し

た。遺構 としては竪穴住居跡 1棟 と焼土遺構を検出した。続いて実施した 1区でも全域から縄文

時代晩期の突帯文土器が出土したほか、須恵器、丹塗 り上師器などもわずかながら出土した。検

出した遺構 としては集石や石列及び焼土遺構、溝状遺構がある。 1区での調査を終えたのち、再

度 3区の住居跡の調査を開始したところ、床面の上面から鉄器、鉄片を、また床からは焼土面を

検出した。このため平成11年 7月 22日 に島根県教育委員会文化財課の指導を受けたところ、本遺

構が島根県内でも現時点において最古級の鍛冶炉である可能性があることが分かった。その後各

分野の専門家による調査指導を経て、平成11年 8月 17日 には島根県埋蔵文化財調査センターにお

いて遺跡の検討会を行った。検討の結果、後述するように県内でも最古級の鍛冶遺構であること

が判明し、当初住居跡とみていた竪穴建物も県内最大級の規模であることから、平成11年 8月 27

日、報道機関に対 して遺跡の概要を発表し、29日 には約200人 の見学者の参加を得て現地説明会

を行った。その後の調査中では隣接する耕作水田から調査区の南壁に用水が滲み出して心配され

たが事なきを得、最終的な調査を終えた後、残っていた4区の試掘調査を行い、遺構遺物とも認

められないことを確認して平成11年 9月 10日 現地調査を終了した。
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第4章 調査の成果

第 1節  1区 の調査

1区は温泉小学校裏の水田

で、平成 7年に発掘調査を実

施 した第 I調査区の北30mに

位置 している。水田と斐伊川

との高差 は約5。 4mで ある。

基本層序は地表面から順に耕

作土、褐色土となり、続いて

小学校側のAブロックから川

側のBブロックにかけて暗褐

色微砂 と暗赤褐色土が堆積 し

ている。暗褐色微砂は川に向

かって傾斜 して堆積 してい

る。 この微砂土 は氾濫 と風

(砂 ぼこり)に よって堆積 し

た土砂が土壌化によって均質

化されたものと推定され、軽

石を多 く含む。縄文時代晩期

にあたる突帯文土器から土師

器までを含む遺物包含層とな

っている。 5図 8ラ インの土

層にみられる第 9層 は8層の

暗褐色土が固くしまって炭を

含んでいる。あるいは古代の

地表面かもしれない。

遺物 の出土状況か らする

と、このころに一度縄文時代

晩期の遺跡を包含する土層が

攪乱され、遺構は消滅 した可

能性 も考えられる。後述する

ように 1区 5-Bブ ロック、

(以下 1-5B区 と記述する)

から検出した焼土遺構周辺は

たまたま破壊されずに残った

可能性 も考えられる。

遺物包含層と暗赤褐色土の
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に分布していた火山灰層から流出したものと推定される。①

軽石の岩石学的検討は行っていないが、周辺地域での火山灰層の分布から三瓶火山起源のもの

と考えるのが妥当である。

ルーペによる観察では、軽石は発泡がよく、0.21mll程 度の角閃石斑晶をよく含んでいる。経験

的な判断であるが、発泡の程度からみて、浮布降下軽石層 (1万 6千年前頃)以前の古い時期の

火山灰層に由来するものと推定される。

なお、平田遺跡周辺の概査では火山灰層の分布は確認できなかった。当地付近は急傾斜地が多

いことと、近世の製鉄に伴う土砂流出が著 しいことから、かつては相当量が分布していたが現在

は流失したと思われる。②

遺 構

(1)集石・石列

1区では東恨Iか ら重機で耕作土を取 り除き、下層の土を手作業で除去 したところ、調査区の南

壁際で集石を検出した。集石は調査区外にも及んでいるが2.9× 2.Omの 範囲に大 きいものでは

75× 45cmの川石からこぶし大の小石までが雑然と積み上げられていた。 2区や集石の周囲から縄

文時代晩期の粗製土器が出土していたため集石墓の可能性 も考えられ、集石を取 り除いて土層を

精査 したところ、集石の下は斐伊川から溢れだしたとみられる微砂が堆積 してお り、堀方のプラ

ンは認められなかった。また、この集石の一部は長さ約9,Om、 幅約1.3mの石列 となって北にや

や下降しながら続いており、石列の西狽上でも同様の石が検出された。これらの石は最大で70× 40

cmか らこぶし大までと大小さまざまであり、川石と花商岩 (山石)と の比率はおよそ 3対 7であ

る。検出された石の分布状況を観察すると集石と同様、雑然としていて何 らかの意図を持って配

置された状況とは考え難い。土媛の有無を確認するため、石列に対 して縦横の トレンチを入れて

土層観察を行った。 1区の大半は10図 A― AIの ように、遺物包含層の下層は著 しく土層が乱れ

ており、斐伊川の洪水よって急激に堆積 した様子が窺え、堀方は検出されなかった。また縄文土

器のほか、須恵器、丹塗土師器も出上しているがこれらは石列の下方からも出土していることか

ら、一群の石は古墳時代から奈良時代あたりに置かれたものと考えられる。あるいは縄文時代晩

期ごろにこれらの石が存在していたかもしれないがその性格は不明である。

(2)焼土遺構

1-5Bブ ロックでは径85× 75cmの焼土遺構を一基検出した。この焼土面は 5図 8ラ インの第

9層 とほぼ同じ高さに位置している。焼土周辺では柱穴等ピットは確認されなかった。

焼土から北へ 3mの地点周辺では石鏃、剥片がまとまって検出された。このあたりにあった縄

文時代の遺構が攪乱されずに残った可能性も残され、焼土もこれに伴うものかもしれない。

(3)溝状遺構

1-4Aブ ロックでは長さ3.5m、 幅50cmの溝状遺構を検出した。南は調査区外へ続き、北は

左右に漸移しながら広がっている。深さは5～10cmと 浅い。溝内の土壌は有機質を含み、黒褐色

を呈する。性格は不明である。
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こ     =
丹塗!)土 師器

巫≧  1暗褐色微砂は5YR鍋)

2明黄掲色砂土loYR618)

3オ リーブ色砂土(5Y516)

4黒掲色微秒(7 5YR 311)

5に ぶt墳褐色微砂10YR5/4)

6晴掲色微砂に橙色微砂土が混じる

7オ リーブ黄色微砂(5Y613)

8.灰白色微砂(75Y812)

A′

9灰黄色微砂修5YR 7/2)

10暗褐色微砂ににぶい黄掲色微砂が混じる

11オ リーブ色微砂に暗褐色微砂が混じる

12暗掲色微砂に5YR 3/3)

13,暗掲色微に橙色砂上が混じる

14黒掲色上に淡黄色粗砂が縞状に混じる

15黒褐色微砂(10YR311)

16黄橙色組砂(lllYR 7/8)

0           2m
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至占
C

1310m

10図 1-6・ 7区石列下土層図

(4)1区にみ られる火炎状土層、落ち込みについて

1-6。 7区の土層10図 中には第9層や第10層のように火炎状等の特異な土層の変形がみられ

た。本遺跡でみられる火炎構造の場合、砂層とその上位の土壌が多量の水分を含んだ状態で、何

らかの圧力がかかって流動化 し、地層の一部が変形したものと考えられる。③また、 1-5Aブ
ロツクでは9図に示す不整形な長円形の落ち込みを検出した。土媛の可能性もあり、半掘したも

のの人工的な堆積状況ではないことから土媛ではないと判断される。この場所に元々あった窪み

に洪水などで急激に水が流れ込み、水流で攪乱されたものと考えられる。

出土遺物について

1区では遺構に伴う遺物は確認されなかったが包含層からは土器や石器等が出土している。本

来ならば各区ごとに概要を記すべきであるが調査地が連なっているため遺物については区分けし

がたい、分布状況などは後述するとして2区、 3区出土遺物とあわせ記すこととする。

言主

① 堆積土及び軽石の検討については中村唯史氏から懇切なご教示をいただいた。

② 註①に同じ。
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第 2節  2区 の調査

層 序

2区の基本層序は地表面から順に耕作土、埋土及び客土があってその下層に暗赤褐色土が段丘

上から川に向かって緩 く傾斜 しながら堆積 し、下層 も同様の傾向となっている。この下層では黒

褐色微砂、褐色～暗灰色微砂が入 り混 じって堆積 し、遺物包含層を成している。12図の10ラ イン

西壁では包含層の下層が第 8層の無遺物層となっているが 2区東壁では、第11層 との間に第10層

の暗青灰色微砂がみられる。この層も遺物を包含 しているため本来は10ラ イン西壁の第 7層 と同

じ土層 と考えられる。 2、 3区間は段丘上から斐伊川に向かって流れる水路があるため、この水

の影響を受けて

いるか、あるい

は、一時的にこ

の周辺が湿地化

して有機質化 し

たのかもしれな

い。10ラ イン西

壁Aブロックで

は第 6層 中に幅

2 clllの 褐灰色の

汚れた帯状の層

がみられる。こ

の層は直近で検

出された焼土遺

構上面 とほぼ同

標高である。な

お、この 6層 と

1区の基本層序

中で述べた第 9

層との比高差は

50cmあ り、同地

点の現在標高差

と一致している。

遺 構

2区 は東壁土

層にみられるよ

うに遺物包含層

中に褐色系微砂

が入 り混 じって

図
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堆積 しているため、遺構の検出が極めて困難であった。

(1)2区竪穴住居跡

2区では2-1lAブロックから竪穴住居跡を1棟検出した。平面形は多角形を呈 しており、柱

穴は5本 と考えられる。住居の南隅は調査区外に出ていて詳細は不明である。また、堀方につい

てもプランの見極めが困難で柱穴を検出するのがやっとの状態であり、壁体口も確認できなかっ

た。柱穴Pl、 P2はそれぞれ径43cmと 40cm、 深さが20cmと 30cmで あるが、この柱穴は数次に及

ぶピット検出の精査で削 り取られているため、もう少し上面から掘 られていたと思われる。堆積

土は微妙に色合いの違う黄褐色系微砂が中心である。Plと P2、 P2と P3の間隔は2.25mと

2.30mで ある。 P3、 P4
はそれぞれ径35cm、 40cm深

さはどちらも30cmで PlP
2と 同様、本来はもう少 し

深い柱穴であろう。堆積土

は褐色微砂が中心である。

P5は柱穴の南半分が調査

区の壁面内に入っている。

規模は径40cm、 深さ43cmと

定される。P3と P4、 P

とP5の 間隔はそれぞれ

2.2m、 2.6mで 5角形を呈す

る。この住居跡内からは 3

基の焼土を検出した。焼土

1は P2の東隣りにあって

楕円に近い不整形を呈 し、

大 きさは45× 30cmで ある。

焼上の表面及び断面を見る

と熱を受けたとみられる黄

橙色微砂が褐色微砂中に混

在 していて全面的に焼けて

いない通常の焼土とは異な

る様相を呈 していることか

ら、この焼土については住

居跡に設置されたものかど

うか断言できない。ここか

ら30cm離 れたところにも焼

上の塊がみられたが焼± 1

から何 らかの作用で崩れ出

たものであろう。焼± 2は
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Ч一Ю卜唯
重

／

ノ

咀 レ

((ti:it::!|:))Pl

◇生 ＼ 望

1掲色微砂 (10YR4P4)

2褐色徹砂 (25YR14)

3皓灰色微砂 (N3/)
42に 5ぼ晟 じる
5淡黄色微砂 (25Y3/4)

13図 2区竪穴住居跡実測図

(S101)

1lA-15
+

1lA-7
+

28-41-〔

(【:') 28-40 ＼28-33

くヽ

熱 ⑫
g

14図 遺物出土状況

遺物番号は28図に対応

83× 40cmの長円形焼土でPlと 中央土坑とのほぼ中間に位置する。残存する熱を受けた橙色微砂

の厚さは約 4 cmで ある。焼± 3は P4、 P5の 中間寄 りに位置する67× 45cmの楕円形焼上である。

焼± 2も 合わせ被熱の状況は一定 している。残存する被熱による橙色微砂の厚さは 5 cmで ある。

この焼土の西隣りから複合口縁をもつ甕が横たわり、その上部には平石が奏胴部にかぶさる状態

で検出された。住居跡内からは焼土とともに中央部から土坑が検出している。大きさは1.05 X O。 9

mの整った楕円形を呈 し、深さは25cmである。堆積土は床面下の土壌 と同じにぶい黄褐色微砂で

あるが小炭を含んでいるためプランを確認することができた。炉跡と考えられる。周辺には土壌

がやや汚れ、固くしまっている床面が残存 していた。
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第1ト レンチ西壁

第 3節  3区 の調査

層 序

3区は 2区東端の水路から川

沿いの東90mの 間の水田部であ

る。調査区の東から10m間隔で

トレンチを設定 して土層観察を

行った。29図のように基本層序

としては上層から耕作土、客土、

暗赤褐色土が堆積 している。こ

の暗赤褐色土は 2区東壁の第 3

層に対応 している。第 6層 の下

層には軽石粒を含む暗灰色微砂

となっていて遺物を包含 してい

る。第 5ト レンチから少量の土

器小片を検出しているが遺構は

認められなかった。竪穴建物の

東壁土層は当初、第 8ト レンチ

として調査 したか所である。こ

の層中では後述する竪穴建物跡

が検出されている。地山に相当

する灰 白～灰色微砂上 には第

12、 13、 14層 など暗灰色微砂が有

機土壌化 した黒色～黒褐色系の

微砂が堆積 している。第11層 に

はやや固いしまりがみられ、炭

も含んでいることから何 らかの

遺構面であった可能性 も否定で

きない。残念ではあるが調査時

において遺構の確認はできなか

った。第 3.層 の灰 白色微砂で

あるが、調査当初は肉眼観察か

ら第 1ハ イカ層 (三瓶太平山降

下火山灰)ではないかと考えて

いた。 しかしこの微砂は 1区 に

みられる10図 の 8層、 2区12図

14層 に対応 していて先述のとお

り、斐伊川の溢れ出しによる堆

積土とされた。遺構 としては2

第5ト レンチ西壁

1320町侑

● 遺物出上位置

耕作土

1黒掲色土 (客 土)

2暗灰色微砂 (N31)灰 白色の軽石粒土器 を少量合 む
3:灰 色微砂 (5Y4/1)

3灰白色微砂 (2 5Yη l)

4灰オリーブ色微砂 (5Y4/2)
5黄褐色微砂 (25Y52)
6暗赤褐色砂質土 (5YR3/2)
7暗青灰色土 (5PB3/1)客 土

7〔 黒褐色微砂 (25Y3/1)軽石 を少量含 む
8マ ンガン沈着層

9撹乱土 (暗赤褐色砂質土 と黒褐色微砂の混合土)

0ヽ浅責橙色砂土 (10YR3/4)

11灰 黄褐色砂土 (loYR4/2)
12黒褐色微砂土 (loYR3/13)軽 石 を含 む

13黒 掲色微砂土 (5YRVl)(軽 石 を多量に合 む)

14暗掲色微砂 (7 5YR3β )炭 を含む
15黒色微砂 (25Y2/1)軽石 を少量含 む

16黒 色微砂 (7 5YR解 1)軽石を含む

3区土層図

Ｓ

河

ク

第3ト レンチ西壁

第7ト レンチ西壁

竪穴建物跡東壁

==三 __とf  3年 _十~~
l   Ψ

,
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区に隣接する西側の隅で竪穴建物跡が 1棟検出された。

遺 構

調査区西端に位置 し、水路を挟んで 2区 に隣接する地点、水田下約2.Omか ら竪穴建物跡 1棟

を検出した。遺構面と北の直近を流れる斐伊川の現水位 との高差は約3.4mである。

(1)規模と柱穴

平面形は円形に近い多角形を呈する。規模は径8.8～9.Omを測 り、壁際には幅10～ 16cm、 深さ

約 5cmの浅い壁体溝が廻る。建物跡の東には灰白色の微砂があってこれを堀込んだ壁面が遺存

していたが試掘時に掘削 していたため堀 り方の状況については不明である。残存する壁高は床面

から48cmで ある。床面は斐伊川に向かってわずかに下方傾斜 し、土壌の大部分は灰白色微砂で平

坦に慣 らされている。北側は灰白色微砂が16層、黒色微砂の下にもぐり込んでお り、この黒色微

砂を床面としている。中央に設けられた土坑の周辺は固 くしまっていて、炭が食い込んだ部分 も

みられた。床には土坑を挟んで 2つのピット及び建物の内周から7つのピットが認められた。こ

のうちPl、 P2、 P3、 P4、 P5はこの建物に伴う柱穴 と考えられる。大きさはPlが長径62cm、

短径44cmの楕円形で堀方は建物の内側に広 く45cmの深さがある。埋土は黒褐色微砂である。P2

は長径55cm、 短径42cmの楕円形で堀方は建物の外に向かって広 く30cmの深さがある。P3は径が

54～ 60cmの 円形を呈 し、深さは39cmで ある。埋土は黒褐色砂質土で炭を少量含む。PlからP3

までの柱穴間隔はそれぞれ2.6m、 2.9mである。P4は暗灰色微砂に掘 り込まれたピットで径53cm

の円形を呈 し、深さは45cmで あるが中ほどは径が約25cmと 細 くなり、深さは本建物の柱穴ではも

っとも浅 く26cmで あった。P3か らP5ま での柱穴間隔はそれぞれ3.Om、 3.4mで P4、 P5の間

が比較的広い。P6は長径68cm、 短径は推計47cmの楕円形で深さは38cmで ある。埋土は炭を少量

含む黒褐色砂質土で埋土の上層では灰黄色砂土のブロックが混在 していた。ピットや壁体溝 との

位置関係からP6は建物の主柱穴とは考えにくく、この堅穴建物が作 られる時埋められたとも思

われる。本遺構の主柱穴間隔をおよそ3.Omと すると調査区外に 2本の主柱穴が残存することに

なり、 7本の主柱穴を持つ多角形の大型竪穴建物が想定される。P10は長径60cm、 短径47cmの楕

円形を呈 し、43cmの深さがある。このピットの埋土は 3111111前後の軽石粒を含む黒色微砂で埋土中

からは紀文時代晩期の粗製土器が出土している。床の上面からも縄文時代晩期の粗製土器が出土

していることから本遺構が存在する以前に縄文時代の何 らかの遺構に伴うピットでP6と 同様に

堅穴建物が作 られる際に埋め込まれたものと思われる。調査区の東壁では斐伊川側に床面と同じ

標高で黒色微砂の上に厚さ2 cmの しまった部分が見 られることから何 らかの遺構が存在 した可能

性も考えられる。あるいは建物を作る際、北側の黒褐色土を削って盛 り土したかもしれない。こ

の盛 り土も上面は固くしまってお り、土中からは銑鉄片が出土 している。P7は計55cmの 円形で

深さは40cmで ある。先述 したようにP8と 西側が接 してお り、上面が10cmほ ど掘 り込まれてつな

がっている。埋土は小災を含む黒褐色土である。P9は80× 60cmの不整形な楕円形を呈 し、深さ

は30cmで ある。埋土は黒褐色砂質上である。建物のほぼ中央にあ り、P8と の関連から2本の主

柱をもつ松菊里型とよばれる住居様式と考えられなくもないがピット上面がかなり広いうえに堀

込みがやや浅 く柱穴と考えるには若千の疑問が残る。
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A

1黒掲色土 (25Y3/1)(炭 を少量含む)

2にぶい黄褐色微砂 (10YR5/4)(炭 を少量含む)

3灰白色粘土 (loYR3/1)(掲灰色微砂・炭が混じる)

4黄掲色微砂 (25Y/3)(炭 をやや多く含む)

5にぶい責橙色微秒 (10YR7/2)

0                2m

1黒褐色微砂 (25Y3/1)(炭 を少量含む)

i黒掲色微砂に灰責色微砂が混じる
2暗灰黄色微砂 (25Y4/2)
2′ 暗灰黄色微砂に灰色微砂が混じる
3黒色微砂 (N15/)(軽石を含む)(縄支土器混入)

4黒掲色微砂に灰黄色ブロックが混じる
5灰黄色ブロック (25Y7/2)
6黒掲色砂質土 (loYR3/1)
7にぶい黄褐色砂質土 (loYR5/4)

lm

16図 3区竪穴建物跡遺構実測図

小炭食込み面

焼土

錆浸透面

粘土

-21-
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(2)鍛治炉

本遺構の北半からは4基の焼土面を検出した。焼土面の周囲からは藝や砥石、あるいは鉄器や

鉄片が出土していることから考えると、いずれも鉄器製作に当たって鉄素材の加熱等に利用され

たものと考えられる。

1号炉

P2と P3の ほぼ中間に位置する。長径20cm、 短径15cmの 4基中では唯一粘土貼 りを持つ炉で

ある。焼土面も含めたプランは40× 26cmで一見瓢箪型を呈する。炉の構造は床面をわずかに掘 り

くぼめただけで、明赤褐色を呈する厚さ約 3 11ullの 薄い粘土が浅 く敷かれている。粘土上には小炭

を少量含んだ黒褐色微砂が堆積 していたがこの部分には熱を受けた様子はなく、西側が熱を受け、

橙色を呈 している。

2号炉

P3と P4の 間に位置している。38× 25cmの楕円形を呈 し、床面をごく浅 く掘 りくぼめただけ

の簡単な構造になっている。焼土部は厚さ2 cmで橙色を呈する。炉底の被熱は比較的強い。

3号炉

中央土坑の北寄 りにあって28× 25cmの三角形を呈する。掘 りくぼめはなく床面に直接設けられ

た小型の炉である。炉底部の上壌は灰黄褐色を呈する。 4基のうち、この炉だけは炉の上面にも

径60cmに わたって木炭の小片が散在 していた。炉の底部にも災を多 く含んでいるため、炉底には

カーボンベッドが敷かれた可能性 も考えられる。この鍛治炉は4基のなかで最も被熱が弱いこと

1黒掲色微砂 (25Y3/1)
2明赤褐色微砂(2 5YR5/8)(厚 さが03m/m帯状)中央はとぎれている

3橙a微砂 (5YR6/8)
4に ぶい赤褐色微砂 (2 5YR4/3)

5灰黄色微砂 (25Y6/2)
6暗灰責色微砂 (25Y4/2)

1黒掲色微砂 (10YR3/1)
2橙色微砂に褐色微砂が混じる

3灰白色微砂 (10YR7/1)
4橙色微砂 (5YR7/8)

1暗赤掲色微砂 (5YR5/6)(焼土)

2に ぶい黄橙色微砂 (10YR7/2)(2～ 3m/mの 軽石を含む)

3暗赤灰色微砂 (2 5YR3/1(炭を少量含む③が若干みられる)

43に にぶい黄橙色微砂が混ざる

1錆を多く含むにぶい黄掲色微砂

2灰白色微砂 (10YR7/1)

3黒色微砂

17図 鍛冶炉・錆浸透硬化面断面図

1黒掲色微砂 (10YR3/1)
2灰責掲色微砂 (10YR6/2)炭 を多く含む

3灰白色微砂 (10YR7/1)
4掲灰色微砂 (10YR4/1)
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から鍛治工程によって炉が使い分けられたかもしれない。炉に近接 して藝、砥石が出土している。
4号炉

P4の南東近 くにあって遺存状態はよくない。あるいはごく短期間に利用されたのかもしれな
い。焼上の規模は56× 44cmの楕円形で4基中最も大型である。表土の焼け方が一様ではなく被熱
の程度が部分的に異なる感 じを受け、全体的に焼け方は弱い。 3号炉と同様床面に直接設けられ
ている。

このように検出された鍛治炉はいずれも床面をそのまま炉 とするか (2～ 4号炉)、 わずかに
掘 りくばめて薄く粘土を敷 く (1号炉)程度である。

(3)中央土坑

P8は不整形な円形の上坑である。上面は1.2× ュ。lmで深さは52clllで ある。落ち込みの中ほど
にゆるい段をもつ。内壁や底近 くに粘土が少量残存 していたが内壁に貼 られたものかどうかは確
認できなかった。内壁の微砂はにぶい黄褐色を呈 し、落ち込みの底には小災の散在が認められた。
土坑の周囲の床面はが固くしまっていて被熱による変化はみられないが南西側では床面のやや上
面で木災が点在 してお り、直上では炭が床面に食い込んでいた。この炭の食い込みは落ち込みの
縁に続いていることから、このあた りから落ち込み内にあった災を掻 き出した様相を呈 している。
従って、当初からこのように不整形ではなかったかもしれない。この掻き出し部と思われる場所
の西隣では50× 60cmの範囲で粉炭が床面に付着 している部分も見 られた、災の置き場とも考えら
れる。埋土は大半が炭を少量含む黒褐色土であるが落ち込み内の壁面に沿っては災を少量含むに
ぶい黄褐色微砂が堆積 している。底近 くでは粘土片を少量 と小炭を多 く含んでいる黄褐色微砂が
堆積 していた。これらの状況を勘案すると、この土坑内には何 らかの火床があった可能性が考え
られ、鍛治に伴うものか否かは別として炉の性格をもつものと考えられる。
(4)錆嵌入硬化面

中央土坑 と3号炉との間では床面に鉄分が浸透 した錆色の硬化 した土壌が認められた。範囲は
35× 23cmで平面形は長方形を呈 している。下層は黒色微砂で、この微砂が くぼんでいるところに
錆色の土壌を含む黄褐色微砂が厚さ4 cmほ ど堆積 している。またこの土中からは 6 1mll前 後の微小
鉄片が検出されている。

遺物出土状況

3区竪穴建物跡からは未製品を含む鉄器や鉄片、土器などが出土 した。層位的には遺構上に堆
積 している黒褐色微砂の下層から上層にわたって出土 している。なお、 3区の試掘調査時では本
建物跡東側、P5周辺の黒褐色微砂上層から棒状鉄器 5点を検出していたが、この時点ではピッ
トなどは確認されず、遺構に伴わないものとみて取 り上げている。鉄器等鍛治関連遺物は主に建
物内全域から出土してはぃるものの、床面直上から北半、特に 2、 3、 4号炉の周辺に多 く分布 し
ているようである。土器については、小片が建物内全域から出土してはいるものの、床面直上か
ら出土する土器は建物南東寄 りにまとまって出土 している。なお、遺構内から出土 した土器の多
くは破片のため、第Ⅲ調査騒出土土器として一括図化し、該当する土器については遺物番号にO
印を加えて区別することとした。
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鍛冶関連遺物

1)鉄器、鉄片類

3区竪穴建物内からは多様な鉄器類が検出された。これらの遺物は、 1類―製品、 2類 ―未製

品、 3類 ―鉄片類に大別される。以下、類別に出土した遺物について概観する。

1類 製品 (19図 呵～6)

1、 2は身幅が広 く、器厚の薄い、しヽわゆる平根式 と呼ばれる五角形を呈する無茎式鉄鏃であ

る。 1は全長4.7cm、 幅2.8cmと 大型で逆刺の両端は藝で切 り離されたものと考えられる。 2は全

長2.7cm、 幅2.2cmで 中央部に径 3111nの 穿子とをもつ。厚さは 1が0.3cm、  2が0。2cmである。 3は柳葉

式の鉄鏃 と考えられる。茎の周囲に木質が付着 していて木柄がとり付けられたとみられる。 4は

先端部の形状から定角式鉄鏃の可能性がある。 5は袋状鉄斧である。袋部の片方は著しく変形す

る。全長は4.2cmと 小型の部類である。 6は藝状の鉄製品である。頭部には敲打による潰れがみ

られる。残存長は3.6cmで ある。

2類 未製品・不明鉄器 (19図 7、 8)

7は全長4.lcm、 器厚が0.5cmあ り、形状 としては藝あるいは導状の工具かとも思われる。頭部

には潰れた痕はみられない。 8は鉄鏃の未製品である。幅2.8c皿器厚は0。3cmあ り、 1の鉄鏃 と同

じ幅、器厚をもつことからあるいは同じ規格の鉄板を用いたことも考えられる。

3類 鉄片類

3区竪穴建物から出土した鉄片類は形状を基にしてさらに、A類 ―板状鉄片、B類 一三角形鉄

片、C類 一棒状鉄片、D類 ―小鉄片と小分類 した。これらのタイプをさらに細分類 して主な遺物

について概観する。

A-1類  方形板状鉄片 (19図 9～ 14)

いずれも多角形を呈する板状の鉄片で全長の平均値は約2.3cm、 同じく幅は1.5～2.Ocmと まとま

っている。 9は全片に切断面が認められる。14は切断面が平滑になっていて研磨された可能性も

考えられる。

A-2類  円形状鉄片 (19図 15)

■9× ■5cmで円形を呈する。 1点のみ出土 している。

B-1類  三角形状鉄片 (19図 16、 17、 18)

この範疇に納まるものとして明瞭な三角形を呈 し、且つ最大内角が直角に近いものとした。16、

17の厚さは本遺構出土の鉄片中では最 も薄い部類で0.15cmである。

B-2類  長三角形状鉄片 (19図 19～22)

最長の 2辺が他の 1辺に姑 して長 く、最小内角が鋭角な三角形鉄片とし、19の ように最大内角

が丸みを帯びたものも同類 とした。B-1類 のように形状に規格性がなくさまざまな形状が認め

られる。これらA類やB類の鉄片は3号炉、 4号炉の周辺から比較的多 く出土 している。

B-3類  不整三角形状鉄片 (19図 23)

23は全長1.7cm最大幅0。9cmと 板状鉄片より三角形状鉄片に形態が近いことからB類 とした。

棒状鉄片は全長 l cm大から1lcm大のものまで幅広 く出土 している。小分類 としては便宜上最大

幅対全長の比率が5.0以 上を長細形、5,0以下を長方形 とした。但 し20図 5については例外 として

長方形の範疇に含めた。
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呈 し、一部に木質が付着する。これら同類の鉄片は砥石出土地点の周囲からまとまって出土して

おり、何 らかの関連が窺われる。

D-1類  破片状鉄片 (20図 11、 12)

11は全長1.6cm、 幅は0.5～ 0。3cmである。厚さは0。 lcmと 薄い。12の厚さはやや厚 く0.2cmで ある。

2点 ともわずかに反り曲がっており、鉄素材から剥がれたような様相を呈する。 2片 とも竪穴建

物跡の西側隅から出土している。

D-2類 不定形鉄片 (20図 13、 14)

13は細長の鉄片で先端の一方が曲がる。14は半球状を呈し流動滓状の様相である。東壁面の10

層中から出土しており、建物外にあたっている。

このほか図化し得なかったが建物内では4点の粒状小鉄片を検出している。このうち3点は3

号炉近くの錆嵌入硬化面中から出土している。分類上は微小鉄片とした。なお、鉄器製作に伴う

鍛練鍛治において、鉄素材を鍛打する際に飛散する鍛造剥片については現地調査の際、床面から

数点が認められて鍛冶炉周辺の床面上壌を採取し、水洗したが検出することはできなかった。鍛

冶関連遺物の出土量や遺構の性格から飛散した量はわずかであったと考えられる。鉄津について

はP9の西側から1点出土したが分析の結果、砂鉄を原料とした製錬滓と分かった。後世のもの

と思われ、遺構拡張の際に上部土層から落下したものと思われる。

トレンチ内出土鉄器 (21図 )

3-13B区東側で範囲確認調査を行った際に検出した鉄器で黒褐色微砂の上層から出土してい

る。このうち数本は重なって出上している。 1は鈍である。全長は残存長を含め推計で12.6cm、

最大幅は1.lcm、 器厚は0.3cmで ある。裏面を鍛打して凹面を作ることによって鋭利性を増す裏す

き技法が施される。 2は断面形が台形に近い棒状鉄器で先端は欠損している。端部に木質や紐状

の巻き付け痕が残存し、反るように整形される。何らかの工具かと思われる。 3は先端が舶先上

に尖る。断面は整った長方形を呈する。4も 断面は長方形であるが先端は丸細くなることが想定

され、いずれも何らかの工具の可能性も考えられる。全長 9～10cm、 厚さは0,4～ 0,2cmと 形状は

近似する。 5は形状的には3や 4に近い。ことによるとこれら3本は組合せ式のヤスである可能

性も考えられる。

3区竪穴建物跡出土石器 (35図・36図 )

建物跡からは鉄器製作にあたって使用されたとみられる石器などが検出されたのでそれぞれの

遺物について概観する。31～34は砥石である。31は 3.2× 2.lcm、 厚さは最大で1.Ocmの極めて小型

の砥石である。仕上げ用とみられる。 5面の全面が砥面となっていて最も幅の狭い砥面幅は0.1

cmで ある。表面には微粒状の錆びの嵌入が認められる。側面には煤が付着する。非常に幅の狭い

砥面が使われていることから鉄鏃のような短い刃部をもつ鉄器の研磨に使用された可能性も窺わ

れる。色調は黄灰色で石材は粘板岩かと思われる。32も 仕上げ用で軟質の砥石である。5。5× 5.5

cm、 厚さは最大で1.3cmで 正方形板状を呈する。ほぼ前面が砥面となっている。砥面は平滑では

なくやや両端が傾斜して弧状となっている。これは鉄器を固定しておいて砥石を移動させて研磨

したとも考えられる。砥面の幅から考えて幅のせまい鉄器の研磨に使用されたものと考えられる。

溝幅0.lnlmの 削痕や微粒上の錆びが付着する。33は 中砥とみられる砥石である。 3面が砥面とな
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っている。下面には2条の平行線状の削痕が認められる。長寸方向に対 して中央がわずかに凹む

ことから砥面を固定して鉄器を前後移動させ研磨されたかもしれない。砥面には微粒状の錆びが

わずかに付着する。また側面の 2面には熱による溶融と思われる錆色に変色 した部位がみられる。

石材は砂岩である。341ま 硬質の流紋岩で川原礫を利用 した8.1× 6.2cm、 最大幅4.2cmの 仕上げ砥石

である。砥面は 1面のみである。断面V字状で構幅0.1～ 0.211ullの 溝が 3～ 4条つ く。刃つぶしの

ための溝かと思われる。このほかにも検鏡観察ではさらに細 く短い削痕が数か所に認められた。

このように本遺構内から検出された砥石は手のひらに乗るようなものばかりである。検出され

た鉄器、鉄片類からみても鉄鏃や鈍など小型のものが多 くこれらの研磨に用いられたものと考え

られる。351よ 中央に径0,8cm程度のごく浅い敲打痕の残る丸石である。上面には被熱によるとみ

られる変色部がみられる。36、 37は石錘である。床面のやや上面から出土している。鉄器製作 と

の関連は不明である。38は平坦な被熱面をもつ三角形状の石で 9の作業台のそばから検出された。

2か所に微小 な鉄粉の付着が認められる。平坦面のみ熱を受けていることから板状鉄素材等の鍛

打の鎚に用いられた可能性も残される。36図 391よ ナH原石を用いた作業台である。P7の北側床面

から検出されたもので大きさは縦21.3cm、 横14.3cm、 厚さは5.Ocmで 表、裏面ともほぼ平坦である

がごく浅い凹みもみられる。表面 (上面)に は作業台の痕跡を残すものはわずかな削痕があるほ

かはみられない。わずかに熱を受けたと思われる部位がみられるが断定はできない。しかし、床

接地面 (下面)には石の中央部あたりに熱で薄黒 く変色 した被熱部が認められた。また被熱部の

回りには錆びの付着も認められた。鉄素材の鍛打あるいは切断の際に微細な鉄屑が飛散、付着 し

たものと思われる。表面に汚れたようすはなく長期間使用された形跡はみられない。

第 4節 第Ⅲ調査区出土遺物 (土器、石器を中心として)

本遺跡では調査の便宜状、小調査区を設けたが、地形的に連続 してお り、また遺物も大半が遺

物包含層出土であることから遺物については3区 も含め一括図化 して報告することとした。なお、

3区の鍛冶関連遺物については遺構 との関連から前述したとおりである。

斐伊川右岸から3区後方を望む
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(1)縄文土器 (22図 、23図 )

本遺跡から出土 した縄文土器は後述する突帯支土器が中心であるがそれ以外の上器も若干出土

している。 1、 2、 5、 6、 11は外面に縄文が施される精製、半精製土器である。 5は 2本沈線 とや

や大 きめの縄文が入る彦崎KI式で後期前葉のものとみられる。 1、 13、 16、 28も 同時期 と思われ

る。 6は浅鉢である。 3、 4、 ■は細めの沈線を引き、沈線内や沈線末端を刺突する。 4は二枚貝

の腹縁を使った擬縄文で彦崎KⅡ 式に並行すると思われる。 7は口縁端部の直上から縦方向に 1

cm前後の刻みをもつ隆帯を貼付る平口縁の深鉢である。当地域では初見の土器である。静岡県浜

松市、蜆塚遺跡を標識遺跡とする蜆塚Ⅲ式に類似する。 3、 4、 も含め後期中葉に当てられている。④

9は円形浮文の上部に突起がつ く鉢で晩期初頭 とみられる。14、 15、 19は内外面ともミガキが入る

精製土器で黒色～褐色を呈する黒色磨研土器である。14は顕部と胴部の境に段がつき、胴部上段

に刻み目が施される。岩田Ⅳ類並行で晩期初頭 とみられる。19は晩期前半であろうか。

23図21は頸部がやや内反 して胴部との境に稜をつ くり、胴部を浅鎌型におさめる鉢である。沢

田式並行 と思われる。23～33は 26、 27を 除き、深鉢型の粗製土器である。内面は丁寧なナデで口

縁端部が くの字状に曲がるもの (23、 25)や直線状に内傾するもの (28)、 内傾状であるが口唇部

のみやや外に開くもの (24)な どがある。30、 31を含め、これらの回縁端部は平坦に調整される。

26、 27は浅鉢の類である。261よ 内、外面とも丁寧なナデで外面は褐色を呈する。晩期初頭とみら

れる。271よ 外面にミガキの後ナデが施される精製土器である。いずれも口縁端部の内、外面を平

滑に調整する。29は 口縁端部内面に指頭の圧痕を右回りに2条押 し引き状に巡らせる。端部は先

細 りする。谷尻並行 と思われる。34～39は粗製深鉢の底部である。内外面ともナデ調整で底部が

上げ底になるもの (34、 36)と 平底 (35、 38、 39)がある。これらは後期から晩期のものと思われ

る。33は孔列土器に類似する深鉢である。口縁の内面に径0,6cmの半円形棒状工具で半貫通の刺

突孔が右回りに施される。この刺突孔は器表に向かって斜め方向に刺突される。外面は口縁端部

を指頭で押さえてこぶ状の突起を設ける。外、内面とも二枚只による粗いナデである。突帯文土

器が出現する前の段階、晩期中葉に位置付けられている。

突帯文上器  (24図、25図 )

24図、25図 は突帯文土器である。突帯文土器は過去に調査 した平田遺跡 I区、 Ⅱ区のうちⅡ区

から刻み目を有するものがわずか出土 しているのみである。これに比較するとⅢ区 (斐伊川沿い)

では出土数が著 しく多 く調査区ごとに偏 りが見 られる、時間差を表 しているのかもしれない。土

器の形態から3類に区分することができる。

1類 突帯、又は突帯と口縁端部に刻み目を有するもの (24図 1～25、 25図26～33、 35)

1か ら6、 12、 18は 突帯 と口縁端部に刻み目を有する深鉢である。突帯は端部に密着するもの

(2、 3、 4)と端部のわずか下につ くもの (1、 6、 12、 18)と がある。 3の突帯下部にはノの字状

の沈線が 2条見 られる。調整は外、内面ともナデである。

8～ 11、 13～ 17、 19～36は突帯部のみに刻み目を有する深鉢 (24、 25は鉢とみられる)である。

刻み目にはD字状 (11、 14、 20な ど)、 V字状 (8、 17、 22な ど)が多いが竹管状工具によるO字状

(29)、 突帯から端部にかけて斜行の刻み目を入れるもの (33)、 刃物状工具による切れ込みを入

れるもの (10、 15)も みられ、バラエテイーに富む。
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口縁端部の調整としては端部を細めるもの (23、 24)や細めたあと上面を面取 りするもの (16、

22)がある。また28、 30、 34、 36は 口縁端部に突帯が密着 し、上面を平坦にしている。20、 26イよ突帯

を端部に貼付たあと突帯上方に沈線を施す。 8には突帝下部に両面からの穿孔が見 られる。31は

口縁端部内面に半円形棒状工具による刺突が施される。突帯の位置は端部横かわずか下に設けら

れる。体部の調整は外、内面ともナデであるが二枚貝による条痕を施すもの (9～ 11、 20、 26、 30

など)、 板状工具によるもの (16、 32、 35な ど)があ り、ミガキは見 られない。外面に媒が付着す

るもの (10、 ll、 16、 17な ど)も ある。

口縁端部や突帯に刻み目を有する土器では出土状況をみる限り、突帯のみに刻み目を有するも

のの比率が高 く地域性の一つであろうか。

2類 胴部に刻み目突帯を有するもの (25図 34、 36、 38)

口縁部にも刻み目の突帯を有すると思われ、 2条突帯文土器と考えられる。38は帯幅が 3～ 5
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llIIlと 本遺跡出土の当該の突帯帯幅では最も狭い。刻み目はD字状で施文は雑である。外面は粗い

ハケ、内面はナデである。浅鉢かと思われる。器厚 も411mと 薄 く他の突帯文土器と様相を異にす

る。34は厚手の土器でD字状の刻み目を有する。外、内面 とも条痕が施される。

3類 口縁端部に接 して突帯がつけられるが刻み目をもたないもの (25図 37、 39～43)

40は 突帯が欠落してお り、確証は得 られないが突帯が口縁端部横に接 していることからこの範

疇に入ると思われる。41、 42の日縁端部上面は面取 りされる、41の外面は巻き貝による粗いナデ、

内面は巻き貝か板状工具による粗いナデが施される。42は外、内面とも丁寧なナデである。

(2)弥生土器

26図から33図は弥生時代から古墳時代初頭にかけての土器である。本遺跡では後期の土器が最

も多 く出土してお り、前期の土器は比較的少なく1区の西側から集中して出土している。

26図 は前期のものと思われる土器を取 り上げた。l、 2、 41よ 口縁端部が外側に大きく屈曲する甕

である。 2は 口縁端部に刻み目が入 り、頸部から胴部にかけて櫛描沈線を8条入れる。その下に

半載竹管の連続刺突が施される。 4は口縁部内面を丸めて短 く外反する。端部直下に幅 21111の暴

状工具で連続刺突を施 し、その下に 5条の櫛描沈線を2段に入れる。 6～ 9は甕の底部である。

外面に縦方向のハケロを施す。 9の 内面には媒が付着する。これらはいずれも前期後半のものと

思われる。

27図 は中期から後期初頭の土器を取 り上げている。出土 した地区は 1区から2区で中でも1区

が多い。10は在地の土器にみられない形式で山陽あたりからの搬入品と思われる。器形は丸形の

甕で口縁端部はくの字に屈曲し、肩部には浅い刻み目の突帯をつける。胴中央部には不明瞭で浅

い四角形状の刺突文が 2条施される。外面は丁寧にナデられ、内面はミガキが入る。胎土は砂粒

“
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が非常に少なく堅固なつ くりで褐色を呈する。12、 13は頸部が短 く屈曲する奏である。口縁端部

は上下に肥厚 し、擬凹線が施される。中期後葉に属すると考えられる。21の郭部がゆるく内湾

する高郭 も同様 と考えられる。19、 201よ高必である。頸部は逆 くの字状に内傾 し、冬部は大きく

開く。19の 口縁部の施文は櫛描状工具による斜め方向の沈線群を3段以上施 し、それらを凹線

によって切断する。20に は 4条の凹線が施される。いずれも中期後葉から末葉と見 られる。22

の高郭脚部も同時期 と捉えたい。14～18は甕である。頸部はくの字状にややゆるく屈曲し、口

縁端部は上下にやや発達する。端部には 3条の凹線文が施される。16の内面頸部下はミガキが

入るが他はヘラケズリが施される。後期後葉のものとみられる。

28図 28は 口縁部がやや内傾 して立ち上がる壼 とみられる。頸部は人の字状に開き櫛状工具に

よる斜行線文や 2条の平行線文を施す。波来浜式並行で後期後葉のものとみられる。29は外面

赤色塗彩の浅鉢である。頸部はゆるく外方に屈曲し、上下に発達 した口縁端部に2条の凹線が

施される。胴部外面の下部はミガキ、内面はナデである。口縁部には煤が付着する。中期末葉

か ら後期前葉のものとみられる。31、 33～ 38、 41は 口縁に厚みをもつ複合口縁の奏である。頸部

は外に大 きく外反する。口縁外面には平行沈線が施される。顎部内面以下はヘラケズリで36は

櫛状工具による簡易な沈線が施され、371よ肩部に二枚貝の腹縁による斜行文が施される。33は

底部が欠損 していたが他は完形に近 く2区の竪穴住居跡の床面上から横になった状態で検出さ

れた。肩部には平行沈線で段 を設け、胴部の上半分に3条の沈線を2段 に引いて区画 しその中

に二枚貝の腹縁で斜行状に刺突を施 している。外面はケズリ、内面は頸部以下がヘラケズリで

ある。これらの一群は後期中葉のものと考えられる。42、 43は甕である。頸部はくの字状に屈曲

し肩はナデ肩 となる。内面頸部以下はケズリ、43は外面に煤が付着する。後期後葉であろうか。

45は頸部がやや くの字状に屈曲し口縁下端にゆるい陵がつ く。端部は著 しく肥厚する。口縁部

内面にはナデの後 ミガキ、胴上部はヘラケズリが施される。42、 43、 45は後期後葉のものとみら

れる。44の胴部片についても同時期 と考えられる。

29図 46イよ厚手の複合口縁の甕で口縁外面に 5条の波状文が 2段施される。内面の頸部以下は

ヘラケズリである。後期中葉のものとみられる。47～49イよ甕の胴部である。47は肩部に沈線 と

つめ型文、48は胴部に 3条の平行沈線を入れ、その上下にへ らによる弧状の連続沈線が施され

る。この弧状沈線は二枚貝の腹縁による施文を摸 したものかもしれない。内面はヘラケズリで

ある。49も 含め後期後葉のものとみられる。50～58、 60は複合口縁の甕である。頸部は大きく外

方に屈曲し、口縁下端は横方向に大 きく突出する。口縁は直立 ぎみに外傾 し端部を平坦にする

もの (52、 53、 55)や わずかに端部が外反するもの (50、 54、 57、 58)な どがある。50、 55の肩部に

には波状文、53の肩部にはハケロが施される。内面の調整は頸部以下がヘラケズリである。こ

れらの一群は草田編年の 6～ 7期 にあた り、後期末から古墳時代初頭のものと考えられる。59

は玉ねぎ型を呈する小壺である。時期は後期末葉とみられる。

30図 も草田編年 6～ 7期 に当たるとみられる土器を取 り上げている。複合口縁の甕、あるい

は壺は口縁端部を外方に折 り曲げる。肩部には張 り出して体部は倒卵形か球形になると思われ

る。外面に装飾をもつものは少なく62の胴上部に平行線文や63で は斜行の列状文が施される程

度である。69は単純口縁の甕である。頸部は外方に屈曲し、口縁端部は欠損 しているが上方に

短 く立ち上がるものもみられる。70、 71についても端部の立上 りは共通 してみられる。これらの

- 38 -
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土器は布留式系の土器を模倣したものと思われる。72～74は複合口縁の壷である。72は口縁下端が

やや下方に突出し、端部を折 り曲げるもので草田編年 5～ 6期 とみられる。73、 74は口縁下端が水

平に突出し端部を平坦にする。75、 76の壺も含めて後期末葉から古墳時代初頭のものとみられる。

31図771ま 壷である。頸部は大きく湾曲し口縁部下端に 2条の沈線が施される。内外面とも調整

はナデである。78～87は鼓形器台である。78は受け部、79、 80は脚部で外面に櫛描状の凹線が施

される。内面調整はヘラミガキである。85は拡張された受け部で調整は外面が横ナデ、内面は2

方向のミガキが施される。841よ 受け部内面がミガキで脚上部はケズリのちナデである。85、 87は

脚部で外面は横ナデ、内面はヘラケズリが施される。88～921よ 高郭の必部と脚部である。88は 内

湾して立ち上がる郭部で郭の中央部外面を突出させる。口縁端部を丸 くおさめる。調整は内面下

半部がケズリ、上半部はヘラミガキが施される。なお、この高界は3区竪穴建物の床面上か ら出

土している。91、 921よ脚部で内面はヘラケズリ、タト面はミガキが施される。78～ 80が後期前葉、

82が後期中葉、83～92が後期未葉から古墳時代初頭 と考えられる。

32図93～ 96イよ高郭の必部、脚部および脚底部である。脚端部は平坦にされ、外面に溝が入る。

95は 内面がハケロ、外面は横方向のハケのちミガキが施される。961ま 外面に細目のハケロのち太

めのハケロが施される。底部には穿孔が施され、煤が付着する。97～ 105は底脚郭の必部及び脚

部である。底脚郭には皿状に大きく開く浅い郭部をもつもの (97、 98、 101、 105な ど)、 内湾 して立

ち上がるもの (100、 104)がある。97は郭部の内外面 とも放射状にミガキが入 り脚部は回転ナデ

が施される。また97は 3区竪穴建物跡の床面上から検出した土器片と包含層の掲色土中か ら出土

した土器 とが接合 したものである。991よ内タト面 ともハケロのちミガキが施される。106は 3区の

竪穴建物跡床面上から検出された有段口縁の小型鉢である。いわゆる布留式の古段階にあたるも

ので幾内からの搬入土器と考えられる。口径は12cm、 器厚は 3 mmと 薄手である。胴部は内湾 しな

がら立上 り、さらに外方に開いて段をつ くり口縁部に至る。外面は胴部が細い棒状工具によるミ

ガキで口縁は横ナデを施す。内面は細い棒状工具によるミガキが施される。色調は外面が褐色、

内面は明赤褐色を呈 し胎土は緻密である。1071ま 注口土器である。108～1131ま弥生土器の底部で

ある。外面の調整は113が ミガキである他はナデが施される。1141よ甑、115は 凱の把っ手である。

32図で取 り上げた遺物は草田編年 6～ 7期に当たるとみられ、後期末葉から古墳時代初頭のもの

と考えられる。⑤

(3)須恵器・土師器 (33図 )

全体の土器出土数からみるとこれらの土器は極めて少なく33図 1が 3区以外はすべて 1区から

出土している。 1～ 3は須恵器の郭蓋である。 1は外面が回転ヘラケズリ、内面は回転ナデであ

る。 2は明瞭な返 りのつ く蓋で郭身の返 りが蓋に転換されたタイプである。調整は内外面 とも回

転ナデである。 3はボタン状つまみのつ く蓋である。口径は14.lcmで ある。端部を垂直に折 り曲

げる。 4は丹塗の土師器郭である。体部は逆ハの字状に内湾ぎみに立上 り口縁端部は外反 して端

部を丸 くおさめる。口径は12cmである。 5は須恵器でやや深めの必身である。切離 しは回転糸切

りで底端部をナデ調整する。 7は高台付イである。底部は上げ底状で切離しは回転ヘラ切 りのの

ちナデる。 8は丹塗土師器の高台付皿である。内面はナデのちハケロが施される。 1、 2が 6世

紀末葉から7世紀前葉、その他の土器は8世紀後葉で 2時期に分けられよう。
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33図 第Ⅲ調査区出土須恵器・土師器

(4)そ の他の遺物 (34図 )

34図は土製品、石器、鉄器及び製鉄関連遺物をまとめたものである。16の磨製石斧を除いて 1、

2区から出土 している。 1、 2は土玉である。径は1が1.5～ 1.7cm、 2は2.Ocmである。 3～ 5は土

錘である。いずれも1区東の石列周辺から出土 している。全長はそれぞれ3.6cm、 4.4cm、 4.8cmで あ

る。 3は暗茶褐色、 4、 5がにぶい黄橙色を呈する。 6は線刻礫である。4.5× 3.6cmの楕円平石の

両面に筋状の線刻が入る。石材は当地の川原でよく見 られる玄武岩である。 7、 8は球形状の礫

で投弾 と思われる。いずれもlA-5区 から出土 している。石材は花筒岩で重量は 7が36g、 8

が84gで ある。 9、 loは橙色を呈するメノウで 9は石核かもしれない。11、 12は磨石である。石材

は11が砂岩、12は流紋岩である。13は撥形の磨製石斧である。14、 15は撥形の打製石斧である。

石材は本遺跡でよく見られる玄武岩である。全長は14が8.7cm、 15は 9.6cmである。16は太形蛤刃

石斧である。 3区の黒褐色土中から出土 している。刃先には全面に敲打痕がみられる。石材は閃

緑ひん岩である。17～27は石錘である。円礫を利用 したもので全長 6 cm前後のものが多い。25は

切目石錘であるが片方のみ溝がつけられる。271こ は片面中央に径0.4cmの 敲打痕がみられる。28、

29は砥石である。28は川原礫の玄武岩を利用 したもので上面中央部には削痕が認められる。29は

1区の石列中に混 じっていたもので 4面が砥面になっている。破面には0.1～o.3cmの 断面がV字

状の削痕が数か所認められる。刃つぶしの痕かと思われる。石材は砂岩である。30は石器かどう

か判断しかねるがll・ 6× 3・ 2cm、 幅1.2cmの石刀状を呈するものである。 2区から出土している。

40～43は鉄器である。40は楔状を呈する。41、 431よ 鉄板状を呈 し、厚さは32が0.3cm、 34は 0。5cmと

みられる。42は 断面の形状から小型の刀子とも思われる。44は 1区から出主 した鉄津である。表

面に黒色の光沢をもつ。砂粒の溶融が認められる。後世のものとみられる。
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(1)34図 第 Ⅲ調査区出土石器実測図
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35図 第Ⅲ調査区出土石器実測図 (2)
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36図 第Ⅲ調査区出土石器Ⅲ鉄関連遺物実測図
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石鏃・石錐

本調査区からは 1-5B区 を中心に石鏃が出土 した。平田遺跡ではこれまで有茎鏃は確認され

ておらず、今回の調査でも無茎鏃のみ出土 している。

1～ 8は凹基無茎鏃である。全長から見て 2、 3の2.3～2.6cm、  7、 8の 1.1～1.2cmで 2タ イプが

見られる、 5、 6は未製品か失敗品と思われる。 9～ 15は 平基無茎鏃である。概 して精巧なつ く

りは見 られない。10の石材は水晶であるが厚みがあ り、水晶片の可能性 もある。17は石錐である。

石材は3がチャー ト、 7は黒曜石、 9はけつ岩である。他のほとんどは安山岩であるが本調査区

出土の安山岩は付編Vで検討されているように石材の原材産地分析の結果、四国金山産のサヌカ

イ トであることが半J明 している。

縄文土器観察表

帝図

奇号
出土地点 器種

法量 (cm) 調 整 の 特 徴 色 調
備 考

口径 底 径 器高 外 面 内 面 外 面 内 面

] 1区、包含層 米が深9 縄文、ナデ、格子文 ナ デ にぶい責橙 灰黄色

1区、包含層 鉢が深鉢 縄文 ミガキ 灰黄褐色 灰黄褐色

3 1区、包含層 浅鉢 沈線、擬縄文 ナ デ にぶい責褐色 にぶい責褐色

2区、包合層 鉢 縄 文 ナ デ にぶい責褐色 にぶい責褐色

5 2区、包含層 深鉢 ? 沈線、縄文 ナデ にぶい責褐色 にぶい責褐色

6 1区、包合層 鉢が深鉢 縄文、うずまき文 ミガキ にぶい責橙 にぶい責橙

7 2区、包含層 鉢が深鉢 突帝文 ナ デ 橙 澄

2区、包含層

9 1区、包含層 鉢が深鉢

1区、包含層 鉢が深鉢 刺突文 (端部)ナデ ナ デ にぶい褐色 にぶい褐色

1区、包含層 浅鉢 ミガキ、縄文 ミガキ にぶい責橙 にぶい責橙

12 3区、T5、包含爆鉢が深鉢 ナデ、格子文 ナ デ 掲 色 掲色

13 2区、包含層 沐が深引 刺突、縄文 ナ デ 橙 澄

1区、包含層 浅 鉢 224 ミガキ、刺突 ミガキ 黒褐色 黒 色

3区、包含層 1完鉢 ミガキ、ナデ ミガキ 褐 色 にぶい責橙

1区、包含層 鉢 ナデ、刻 目、指圧痕 ナデ、指圧痕 褐灰色 にぶい責橙

1区、包含層 浅鉢 ミガキ ミガキ 明責褐色 明責掲色 外 :ス ス付着穿孔

1区、包含層 鉢 沈線、ミガキ ナ デ にぶい黄橙 にぶい黄橙

3区、T8務色微れ 鉢 ミガキ ミガキ 淡褐色 淡掲色

1区、包含層 注目土器 ミガキ、泥線 ミガキ、沈線 にぶい褐色 にぶい褐色

2区、包含層 浅鉢 ミガキ ミガキ にぶい橙 にぶい橙 内 :ス ス付着

1区、包含層 士霊 ケヽ、 ミガキ ケヽ、ナデ 責褐色 黄掲色

1区、包含層 短頚壺 ナ デ ナ デ 暗灰黄色 暗灰責色

1区、包含層 士軍 ミガキ ナデ、 ミガキ 黄褐色 責掲色

1区、包含層 浅 鉢 ナ デ ナ デ 黒褐色 黄掲色

2区、包含層 浅 鉢 ミガキ、すデ ナ デ にぶい黄橙 にぶい黄橙

1区、包含層 深 鉢 ナデ ナ デ 灰オリーブ 灰オリーブ

2区、包含層 深鉢 ナ デ ミガキ、強い指ナデの為凸凹 にぶい橙 にぶい橙

1区、包含層 深鉢 ナ デ ナ デ 明責褐色 明責褐色

2区、包含層 深鉢 ナ デ ナ デ 淡責褐色 淡黄褐色

区、包含層 深 鉢 ナデ、指圧痕 ナデ、指圧痕 にぶい橙 にぶい橙

区、包含層 深鉢 ミガキ、ナデ ミガキ、ナデ にぶい橙 にぶい橙 スス付着

区、包含層 底 部 にぶい橙 にぶい橙

区、包含層 底部 指すデ、ナデ、指圧痕 (底面) ナデ、指ナデ 明責褐色 明黄褐色

区、包含層 底 部 ナ デ ナデ、指圧痕 にぶい橙 にぶい責橙

区、包含層 底部 ナ デ 浅責橙 浅責橙

2区、包含層 底 部 ナデ、指圧痕 (底面) ナ デ にぶい責褐 にぶい責褐

1区、包含層 底 部 ナ デ ナデ、指ナデ にぶい責褐 にぶい責掲
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番号 出土地点 器 種
法  量 調 整 の 特 徴 色 調

突帯刻 目の形状 備 考
口 径 器 高 外   面 内   面 外   面 内  面

図 1 2A-9,10G ナ デ ナ デ 責褐色 責褐色 突帯V字状、端部D字状

2 lB-5,1lG 深鉢 粗 い ナ デ 粗いナデ 黒 色 浅責橙色 突帯D宇状、端部D字状 外面に煤付着

3 lA-6,1lG 強いナデ 浅黄色 突帯D字状端部「ノ」の字型の短沈線

4 2A-10,6G ナ デ にぶい褐色 にぶい黄褐色 突帯V字状、端部V字状

5 lB-5,15G にぶい責褐色 にぶい黄褐色 逆D字状～V字状

6 2A-9,13G にぶい橙色 黒褐色 突帯D字状端部亥U目 内面に煤付着

7 lA-5,8G にぶい黄褐色 にぶい責橙色 刃物状工具による連続刻目

8 lB-5,15G 粗いナデ (二枚貝) 粗いナデ (二枚貝) にぶい橙色 にぶい橙色 狭いV宇状突帯下部に補修孔

9 2A-10,6G ナデ (二枚貝) ナデ (二枚貝) 責褐色 黄褐色 狭いV字状

lB-5,9G 粗いナデケン(二枚貝) 二枚只条痕 ナデのち指ナデ 黒褐色 明黄褐色 切れ目状 外面に煤付着

ll lB-4 粗いナデ (二枚貝) ナデ (二枚貝) にぶい責褐色 D字状

2B-12,2G ナ デ ナ デ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 突帯V字状端部刻目

13 2A-5,12G 粗いナデ、タテハケナデ 粗いナデ にぶい橙色 クサビ状

2A-10,6G ナ デ ナ デ D寺ヨ】犬

lB-4,18G ナデ 指ナデ 明責褐色 明黄褐色 刃物状工具による刻 目

1-3,ライン ナデ (板状工具) ナデ (板状工具) 黒色 明褐色 太いV字状 外面に煤付着

17 lB-5,15G ナ デ ナデのち指ナデ 黒褐色 にぶい責橙色 V字状

2A-9,7G ナ デ ナ デ にぶい橙色 にぶい橙色 突市逆C字状に近い亥!日 、端部刻目

lB-5,15G ナデ (二枚貝) 粗いナデ (二枚貝) 黒褐色 黄褐色 D字状ないしV字状 外面に煤付着

lB-5,10G ナデ (二枚貝) ナデ (二枚只) 浅責色 浅黄色 大粒のD字状

2B-12,lG ナ デ ナデ (板状工具) 明黄褐色 明責褐色 狭いV字状

lB-5,14G 粗いナデ (二枚貝) 粗いナデ (二枚貝) 半哉竹管によるD字状の刻目

図 23 1-A 深鉢 ナデ (板状工具) ナ デ 黒褐色 にぶい黄掲色 V字状 外面に煤付着

鉢 ナデ(二枚貝又は板状工具) ナ デ 明黄褐色 D～ O字状 外面に煤付着

lB-59G 粗いナデ ナデのち指ナデ 暗褐色 にぶい責褐色 仰Ⅲ
V字状の刻日,核台面(疑似日翻で謝江欠損

lB-515G 深 鉢 タテハケナデ (二枚貝) ナデ (二枚貝) 暗灰褐色 にぶい責橙色 V字状

lB-515G 深 鉢 ナデ (板状工具) ナデ (二枚貝) 明黄褐色 明黄褐色 D字状

lB-515G ナデ (二枚貝) 強い指ナデ、ハケ 暗褐色 オリーブ褐色 C字状 外面に煤付着

2A-915G ナデ (二枚貝) ナデ (二枚貝) 明褐色 明褐色 V字状

lB-510G 指ナデ ナデ(板状工具)のち指ナデ にぶい責橙色 にぶい責橙色 O字状

1-A ナデ (板状工具) ナデ (板状工具) 暗掲色 にぶい責橙色 D字状 外面に煤付着

A-710G ナ デ ナ デ 黄褐色 V字状(ナ ナメ)の刻目

2A-1ユ ナ デ ナデ (板状工具) にぶい黄橙色 責橙色 狭いV字状

lB-417G ナデ (板状工具) ナデ (二枚貝) 灰責色 浅責色 D字状 粗 製

lB-515G ナデ指圧痕(板状工具) ナ デ 黒褐色 黒褐色 C～ ll字 (状細い半哉竹省の連続41突)

2B-119G ナ デ ナ デ にぶい責橙色 にぶい責橙色 小さなC字状

とA-46G 強いナデ(棒状工具右下圧上) ナデ (板状工具) 暗褐色 にぶい責褐色 突帯の中は一定しない 外面に煤付着

lB-31G 鉢 粗いハケ ナ デ にぶい責橙色 にぶい責橙色 突帝に不規則なD字状

lB-510G 深 鉢 粗いナデ (二枚貝) 粗いナデ (二枚貝) 明黄褐色 黒褐色 内面に煤付着

lB-515G ナデ (二枚貝のナデ) ナデ (二枚貝のナデ) 黄褐色 黒色黄褐色 無核目突帯欠落 外面に煤付着

lB-515G 粗いナデ (巻貝) 粗いナデ(巻只又は板状工具) 灰黄掲色 灰責褐色

2A-912G 甕 粗いナデ(板状工具のち指ナテ) にぶい黄橙色 にぶい責橙色 弥生前期

lB-59G 粗いナデ ナデのち指ナデ 黒褐色 明責褐色 突市の上部に指圧痕 外面に煤付着

突帯文土器観察表  No.1
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弥生土器観察表 (1)

出土地点 器 種
法量 (cm) 調 整 の 特 徴 色 調

備 考

口径 底 径 器高 外 面 内 面 外 面 内 面

1 l区 発 指頭圧痕、タテハケのちナラ指頭圧痕、ヨコハケのちナデ にぶい責橙色 にぶい責橙色 擬口縁

2 1区 奏 連続刻日、lt線、連続束1突文、竹管文 ナ デ にぶい褐色 橙色

3 1区 奏 連続刻日、ハケのち沈線 ナ デ 明黄褐色 明責褐色 スス付着

4 1区包含層 養 沈線、刺突文、ナデ ナ デ 明黄褐色 明責褐色

5 1区包含層 奏 沈線、連続刺突文(△形状) ナデ、指ナデ 浅黄色 浅黄色 スス付着

6 1区包含層 董(底部)
ハケ、ナデ、指ナデ ナデ、指ナデ 明責褐色 明責褐色

7 1区 壷(底部) ナデ、指ナデ ナデ、指ナデ オリーブ黄色 オリーブ黄色

8 3区 T8褐色微砂 奏(底部)
ハケ、ナデケシ ナ デ にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 内面(底 )ス ス付着

9 1区 賽(底き,) ハ ケ ハケ、ナデ にぶい黄橙色 スス付着

3区 Tl褐色微砂 奏 夕1日 、ハケ、ナデ、刺突文、ミガキナデ、ハケ、 ミガキ 搬入須玖傾向土器

2区 養 ナデ、 ミガキ ケズ リ、粗いナデ にぶい赤褐色 にぶい赤褐色

2 1区 奏 凹線、ナデケシ、ナデ、ハケ、 ミガキ ナデ、ミガキ 浅責橙色 浅責橙色

3 1区 甕 凹線、ナデ、ハ ケ ナデ、ケズリ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色

3区 T8掲色微D 奏 凹線、ナデ ナデ、ケズリ 淡澄色 淡澄色

5 2区褐色微砂 甕 凹線、ナデ ナデ、指ナデ、ケズリ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色

6 1区 甕 ナデ、凹線、ハケ ナデ、 ミガキ にぶい責橙色 にぶい黄橙色

7 2区黒色土 甕 凹線、ナデ ケズリ、ナデ

8 1区 奏 凹線、ナデ ナデ、ケズリ にぶい責橙色 にぶい責橙色

9 1区 高不 320 ミガキ、刻日、ナデ、カキロ条族 ミガキ 浅責橙色 浅黄橙色

1区 凹線、ミガキ ナデ、ハケ 浅責色 浅黄色

1区 包含層 連続刺突文、ナデ ナ デ 責褐色 黄褐色

1区 凹線、ナデ 絞日、ケズリ 浅責橙色～橙色 浅責橙色～橙色

2区 浅鉢 ナデ、 ミガキ ナデ、指頭圧痕 明責橙色 明黄橙色 スス付着

1区 語(死発吉卜) ミガキ、すデ、ハケ、指ナデ、指頭圧痕 ミガキ 灰責褐色 灰責褐色 スス付着

1区包含層 壺(底吉卜) ミガキ、ナデ、指ナデ ナデ、指ナデ にぶい褐色 にぶい褐色

3区 奏(底吉I) ナデ、指ナデ ケズリ、ナデ にぶい責澄色 にぶい責橙色

3区黒褐微砂 整(底吉[) ミガキ、ナデ ナデ、指ナデ にぶい褐色 にぶい褐色 須玖傾向上器

2区 連続刺突文、沈線 ケズリ 明責褐色 明責褐色

2区 Tl褐 色微刊 鉢 152 凹線、ナデ、ミガキ ナ デ 明黄褐色 明責褐色 外:赤色顔糾塗布、スス付着

l区 鉢 ナデ、指ナデ ナデ、ケズリ 明灰褐色 明灰褐色

2区 篭 沈線 (貝 )、 ナデ ナデ、ケズリ にぶい橙色 にぶい橙色

3区 一霊 ナ デ ナデ、細い溝 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 外 :ス ス付着

2区 甕 沈線、刺突文 (只 ) ナデ、ケズ リ にぶい黄橙色 にぶい責橙色 外 :ス ス付着

2区 甕 沈線(二枚貝)、 ナデ ナデ、ケズ リ にぶい褐色 にぶい褐色 外 :ス ス付着

2区暗褐色土 発 沈線 (貝 )、 ナデ ナデ、ケズリ にぶい黄橙色 にぶい責橙色

2区 甕 沈線、ナデケシ、指圧痕、すデ ナデ、ケズリ 明責褐色 明責掲色

2区黒褐色IL 琵 沈線(ク シ、二1貝 1羽状刺央文(ハ ケ原林) ナデ、ミガキ、ケズリ 黄褐色 責褐色 外 :ス ス付着

2区包含層 甕 沈線 (二枚貝) ナ デ ナデ、 ミガキ 明責土色 明責土色 スス付着

3区 発 波状文 ナ デ にぶい赤掲色 にぶい赤褐色

2区 発 連続刺突文(貝 )、 ハケ ケズリ、指ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 外 :ス ス付着

2区包含層 発 ナデ (板) ナデ、ケズリ 橙色 橙 色 外 :ス ス付着

2区包含層 発 ミガキ ナデ、 ミガキ 灰黄褐色 灰責掲色

43 2区 Tl包合層 発 ナデ(凹凸あり)沈線、指ナデ ナデ、ケズリ にぶい黄橙色 にぶい責橙色 外 :ス ス付着

3区 甕 ハケ、・it線、波状文 ケズリ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色

4「D 3区包含層 一鍾 沈線(ナデケシ)ナ デ、刺突文 ナデ、ミガキ、ケズリ 黒褐色 黒褐色

2区 一霊 波】大、ナデ ナデ、ケズリ、 ミガキ 灰責褐色 灰責褐色

3区 甕 ナデ、連続弧状文、 ミガキ、洸様 ナデ、ケズリ、ミガキ 明黄褐色 明責褐色 スス付着

2区 士霊 沈線、弓状の沈線(二枚貝) ケズリ 明黄褐色 明責褐色

49 3区 T8褐色微砂中層 奏 ナデ、平行沈状、羽状文 ケズリ にぶい責褐色 にぶい責掲色 スス付着

3区 甕 ナデ、沈線、波‖大文、すデケシ ナデ、ケズリ にぶい責橙色 にぶい責掲色 外 :ス ス付着

3区 T8協色微砂下層 甕 ナデ、ゆるい波状 ナデ、ケズリ 濃茶色 濃茶色

3区 甕 ナ デ ナデ、ミガキ、ケズリ にぶい黄橙色 にぶい責橙色 スス付着

甕 ナデ、ハケ、ナデケシ ナデ、ケズリ にぶい橙色 にぶい褐色 スス付着

甕 ナ デ ナデ、ケズリ、 ミガキ にぶい黄橙色 にぶい責橙色～黒灰色

霊 ナデ、ハケ、波状文 ナデ、ミガキ、ケズリ スス付着

3区 T8協色微砂下 甕 ナデ、ハケ ナデ、 ミガキ、ケズリ、指ナデ にぶい黄橙色 にぶい責橙色 内 :ス ス付着
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弥生土器観察表 (2)

3区 T8掲色微翻 奏 ナ デ ナデ、ケズリ 橙 色 1橙色

養 ナデ、凹線 ナデ、ケズ リ 黄褐色 黄褐色
3区褐色微砂 垂(イ 型ヽ) ナデ、沈線、ハケ ケズ リ 責土色 黄土色 スス付着
3区 T8褐 色微p 甕 ナデ、沈線、ハケ ナデ、ケズ リ にぶい責褐色 にぶい黄褐色 扁球形の胴部か?

3区 T8下層 奏 ナ デ ナデ、ケズリ にぶい責橙色 にぶい責橙色 スス付着
3区 T8下層 甕 ナデ、沈線、ハケ ケズ リ、ナデ 灰黒色～灰責色 灰黄色 球状の胴都 ?

3区 奏 4 ナデ、沈線、列状文 ナデ、沈線、ケズリ 橙 色 橙 色 スス,着、扁球形の胴部か?

3区 T8黒褐色微砂 甕 ナ デ ナデ、ケズリ 橙 色 橙 色

3区 甕 ナ デ ナデ、ケズリ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
3区 甕 ナ デ ナデ、ケズリ 浅黄色 浅黄色 スス付着
2区

3区 T8褐色微砂下姫

士電 ナデ、竹管文、ハケメ ハケメ 淡責色 淡黄色 風化気味
小型姿 ナ デ ケズ リ、ナデ にぶい責橙色 にぶい黄橙色 手捏か ?

3区 T8協色微砂下履 壽 ナデ、ハケ ナデ、ケズリ 明責褐色 明責褐色 スス付着
〕区T8掲 色微砂下層拡引 甕 ナ デ ナデ、ケズリ にぶい責橙色 にぶい黄橙色 スス付着
1区包含層 養 指圧痕、ハケ、ナデ ナデ、指圧痕 黒褐色 黒褐色

3区 T8協色微砂下層 士笠 ナデ、指圧痕、沈線 ナデ、列突線 明責褐色 明黄褐色 スス付着
3区 士軍 ナ デ ナデ、ハケ にぶい責橙色 にぶい黄橙色

3区 T8褐色微砂 一霊 ナ デ ナデ、ケズリ 橙 色 橙 色

場色微砂下擢 盲口蒔 ナ デ ナデ、ケズ リ にぶい掲色 にぶい褐色
3区 T8掲色微靱 ナ デ ナデ、ケズリ、指圧痕 にぶい責橙色 にぶい黄澄色 スス付着
3区拡張 一電 ナデ、 沈 線 ナ デ にぶい橙色 黒褐色
2区包含層 党形器七 指圧痕、 ミガキ、沈線、ナデ ミガキ 橙色 橙色

2区 丈形器と 外面沈線、ナデ ナデ、 ミガキ 浅黄橙色 浅責橙色
1区 安形器そ 沈線、ナデ ケス リ 橙 色 橙色

3区 攻形器七 ナ デ ナデ、ケズリ 暗灰褐色 灰褐色 スス付着
3区 麦形器造 226 ナ デ ミガキ、ナデ にぶい黄橙一部褐灰色 にぶい責橙色

3区拡張 224 ナ デ ミガキ、ナデ 灰オリーブ色 灰オリーブ色
3区拡張 支形器七 ナ デ ミガキ、ケズリ、ナデ 浅責色 にぶい黄褐色
3区 交形器セ ナ デ ケズ リ、ナデ 浅責橙色 浅責橙色 スス付着

3区包含層 克形器と ナ デ ケズ リ、ナデ 黄褐色 黄褐色
3区 技形器七 200 ナデ、 ミガキ ケズ リ、ナデ 明黄褐色 明黄褐色

3区黒色土 苛イのllN: ナデ、ハケ ミガキ、ケズリ 淡橙色 淡橙色
3区 T8掲色微砂 高不 ナ デ ミガキ 橙 色 橙 色

3区 T8褐色 高雰 ナデ、ミガキ、指圧痕 風化ぎみ、ミガキ、ナデ 浅責色 1完黄色 焼成時による黒斑
3区 T8 高 郭 ミガキ ケズ リ にぶい黄橙色 にぶい責橙色
3区 高イ ハケ、ナデ、 ミガキ ケズ リ、ナデ 浅責橙色 にぶい責褐色
3区 高郭 ハケ、ナデ

3区 高郭 風化気味、ミガキ ケヽ、ナデ にぶい橙色 にぶい橙色
3区 高イ 152 ハケ、 ミガキ ケヽ、ナデ 明茶褐色 明茶褐色
3区 高イ ケヽ 指圧痕、ケズリ、ナデ 浅責橙色 にぶい責橙色 スス付着
3区 氏脚朔 ミガキ、ナ デ ミガキ、ナ デ にぶい責橙色 にぶい黄橙色 赤色顔料塗付力＼スス付着
3区 医脚郭 216 ナデ、ハケ ミガキ 明黄褐色 明責褐色

3区 低脚 坊 ミガキ、ナデ ミガキ、ハヶ 淡責色 淡黄色
3区 ミガキ ミガキ、指圧痕 にぶい橙 にぶい橙

3区 FtH4' ハケメ、ナデケシ ミガキ にぶい橙 にぶい橙 スス付着
3区T8褐色微砂 ハケメ、ナデ ミガキ 淡橙色 淡橙色

3区 K脚均 ナ デ ナデ、指圧痕、 ミガキ にぶい責橙色 にぶい黄橙色
1区包含層 氏脚舅 ナデ、指圧痕 ナデ、指ナデ、回転ナデ、指圧痕 にぶい橙色 にぶい橙色

3区 低脚均 回転ナデ 回転ナデ、指圧痕、ミガキ にぶい橙色 にぶい橙色
3区 有肩朔 ミガキ、ナデ ナデ、 ミガキ 明赤掲色 明赤褐色
3区 注口 ミガキ ナ デ にぶい黄橙色 1ぶい黄橙色 スス付着

3区 T8褐色 塞底言「 ナデ、指ナデ ケズリ にぶい掲色 にぶい掲色

微砂下層 甕底言F ナデ、指ナデ ケズリ、指ナデ 明黄褐色 明責褐色 ス付着
2区 底部 ナデ、指ナデ ケズリ、指ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
2区 底部 ミガキ、ナデ ナデ、 ミガキ 灰責褐色 灰責褐色

112 2区 底部 ナデ、指ナデ ケズリ、指ナデ

2区 密底封 ミガキ、ナデ、指圧痕 ケズリ、指ナデ 橙 色 橙色 ス付 着

2区

3区 把 手 にぶい責褐色 にぶい責褐色 ス付着

- 53 -



第Ⅲ調査区出土石器等遺物観察表

挿図番号 出土地点 種 別 石 材 長さ(cm) 幅(cn) 厚さ(cm) 重量 (g) 備  考

1 2区黒色微砂土 土玉 15-17

1区 土 玉

3 1区 土錘 Tしそ≧  0 4cm

4 1区 土錘 孔径 0 5cln

5 1区 土錘 孔径  0 8cm

6 2区 線刻礫 玄武岩

7 1区 投 弾 花商岩

1区 投 弾 花尚岩

9 1区褐色土 石核か (?) メノウ(茶 ) 42

1区褐色土 剥 片 メノウ(茶 )

1区掲色土 磨石 砂岩 480

2区 磨石か(P) 流紋岩 4170

1区 磨製石斧 片磨岩

1区 打製石斧 玄武岩

2区 石斧 玄武岩

3区黒褐色土中 磨製石斧 閃緑扮岩

1区 石鍾 470

黒褐色中層 石鍾 玄武岩

1区 石鍾 玄武岩

2区 石鍾 流紋岩

1区 石鍾 泥灰岩 113 4070

1区 石鍾 玄武岩 2320

1区 石鍾 泥灰岩

1区 石鍾 砂岩

1区 切目石鍾 440

1区 石 鍾 泥灰岩

1区 石鍾 流紋岩 石材の上下に打痕

1区 砥 石 玄武岩

1区 砥 石 砂岩 11500

2区 流紋岩 (P) 13 860 石刀状を呈する

3区 砥 石 粘板岩 スス付着、微細な錆の嵌入

3区 砥 る けつ岩 14

3区 砥 石 砂 岩 微粒鉄錆付着

3区 砥 石 流紋岩 (,II礫 ) 2870 溝を有する

3区 砂岩 2520 高支打痕スス付着

3区 石 鍾 花聞岩 17 490

3区 石 鍾 砂岩 2330

3区床面 流紋岩 小鉄錆付着、被熱面あり

3区床面 鉄床石(作業台) 流紋岩 2,7000 鉄舗付着被熟面あり黒色固イと物付着

1区 (包 ) 楔形鉄器 18-04

1区 (T) 10-03

42 2区掲色砂 小型刀子

1区 32-16 蹴蝦、恥蛸融、酷訥よう輔色の
"州

l区 鉄津
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第Ⅲ調査区出土須恵器・土師器観察表

挿図番号 出土地点 器  種
法量 (cm) 調整の特徴 色  調

備  考
口径 底 径 器高 外  面 内 面 タト  面 内  面

l 3区黒褐色 郭 (蓋 ) 回転ヘラケズリ、回転ヘラケズリ 回転ナデ 灰責色 黄褐色

2 区 郭 (蓋 ) 回転ナデ 回転ナデ 暗灰色 黄褐色

3 区 不 (蓋 ) 回転ヘラケズリ、回転ナデ 回転ナデ 灰 色 灰白色

4 区 イ 75 強い回転ナデ 回転 ナデ 明赤褐色 浅責橙色 十 師器

5 区 必 ■5 回転ナデ回、転糸きり(底 ) 回転 ナデ 灰責色 灰責色

6 区 皿 回転ナデ 回転ナデ 灰 色 灰 色 媒 付 着

7 区 不(高台付) 回転ナデ回転、糸き,のちナデ(低部) 灰責色 灰責色 嘉而む布 棄誦法布

8 区 大 皿 回転ナデ ナデのちハケ 浅責橙色(胎土) 浅黄橙色(胎 土)

9 区 lTN 回転ナデ、回転糸きり(底 ) 回転 ナデ 灰 色 灰 色

第Ⅲ調査区出土石鏃・石錐観察表

挿図番号 出土 地 点 種 別 石 材 長さ(cm) 幅 厚さ(cn) 重量 (g) 備 考

1 1区 石鏃 安山岩 9 226

2 1区 石鏃 安山岩 5 055

3 1区 石 鏃 チャート 074

4 1区 石鏃 安山岩 030

5 1区 石 鏃 安山岩 125 未完成品

6 1区 安山岩 045 石礫か加工痕のある剥片か

7 1区 石鏃 黒曜石

8 2区 石 鏃 安山岩

9 1区 石 鏃 貢岩 (?)

1区 石 鏃 水 晶

1区 石 鏃 安山岩

12 1区 石鏃 安山岩

13 1区 石 鏃 安山岩 065 未完成品

14 1区 石 鏃 安山岩

1区 石 鏃 安山岩 未完成品

3区 石 鏃 安山岩 142

17 1区 石錐 安山岩

言主

① 堆積土及び軽石の検討については中村唯史氏から懇切なご教示をいただいた。

② ①による。

③ ①による。

④ 3区竪穴建物跡出土の鉄器・鉄片ほ観察にあたっては池淵俊一氏より懇切なご教示をいただいた。

⑤ 縄文土器については柳浦俊一氏 (島根県埋蔵文化財調査センター)に ご教示をいただいた。特に蜆塚Ⅲ式類似の

土器については岡田憲一氏 (奈良大学院文学研究科)に ご教示をいただいた。

③ 本遺跡出土弥生土器の編年については岩橋孝典氏より、また編年を含め、編集については田中義昭氏よりご教示、
ご指導をいただいた。参考とした文献は次のとおりである。

赤澤秀則編 「講武地区県営回場整備事業発掘調査報告書5 南講武草田遺跡」鹿島町教育委員会 1992
古志本郷遺跡I 「斐伊川放水路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅵ」島根県教育委員会 1999
松本岩雄 『弥生土器の様式と編年 山陽・山陰編』「出雲・隠岐地域」木耳社 1996

参考とした文献

①『森遺跡・板屋 I遺跡・森脇山城跡・阿丹谷辻堂跡』志津見ダム建設予定地内埋蔵文化財発堀調査報告書2 島根

県教育委員会 1994
②『板屋Ⅲ遺跡 (本編)』 志津見ダム建設予定地内埋蔵文化財発堀調査報告書5 島根県教育委員会 1998
①『目久美遺跡V・ Ⅵ』陀Б市計画道路車尾目久美町線道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書」財団法人 米

子市教育文化事業回 1998
④ 大川清・鈴木公雄・工楽善通編「日本土器事典」雄山閣 1996
⑤ F門 生黒谷I遺跡 。門生黒谷Ⅱ遺跡・門生黒谷Ⅲ遺跡習一般国道9号 (安来道路)建設予定地内埋蔵文化財発掘調

査報告書 島根県教育委員会 1998
⑥『和田原D地点遺跡発掘調査報告書』広島県埋蔵文化財調査センター調査報告書第186集 庄原市教育委員会 1999

⑦ 村上恭通著『倭人と鉄の考古学』シリーズ日本史のなかの考古学 青木書店 1998
① 村上恭通「弥生時代における鍛冶遺構の研究」F考古学研究』第41巻第3号 (通巻163号)1994
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3区竪穴建物跡出土鍛冶関連遺物観察表

鷹図番号 種  類 全 長 幅 厚さ (c皿) 重量 (g) 出土地区 備 考

19図 1 鉄  鏃 1l G 無茎五角鏃

2 鉄  鏃 27 6G 中央に径 34mの 穿孔を施す

3 鉄  鏃 9G 茎の周囲に木質付着 柳葉式

4 鉄 鏃 03-01 △～ 8G 定角式鉄鏃の可能性あり

5 鉄  斧 03(推計) 2G 不整形

6 藝状鉄器 19-10 08-07 10G 頭部は打によるつぶれがみ られる

7 不明鉄器 17-15 9G

8 鉄 鏃 1322 9G 未製品

9 方形板状鉄片 823 18G 全片に切断面がある

方形板状鉄片 551 6G 藝の打状痕がある

方形板状鉄片 17～12 ll C 短片はくの字状に、長片は両端を曲げる

方形板状鉄片 X2-09 268 14G 全片に切断面がある

方形板状鉄片 20～ 13 19G 断面が層状になる

方形板状鉄片 21～ 13 A～ 8G

円形状鉄片 19× 15 14G

三角形鉄片 10G 2片に切断面がある

17 三角形鉄片 5G

三角形鉄片 最大10 ltt G 3片に切断面がある

長三角形鉄片 最大08 15G

長三角形鉄片 最大09 14G 3片に切断面がある

長三角形鉄片 最大18 HC

長三角形鉄片 13G

四角形鉄片 08-06 10G

20じ]1 棒状鉄片(長細形) 08-03 1738 14G 先端部が反つている。鈍未製品か

棒状鉄片長細形) 05-04 18G 幅の太いほうに紐状の巻き上げ痕、本質が残存する

棒状鉄片(長細形) 07-04 ll G 先端が尖る 刺突具又は錐状工具か

椿状鉄片長細形) 03^ヤ 02 03-02 6G

5 棒状鉄片 長細形) 06′-04 088 5G 幅の細い方の先端断面形は円形の可能性もある

棒状鉄片 (長方形) 07^▼ 05 6G 先端が尖がり、刺突具の可能性もある

7 棒状鉄片 (長方形) 03-02 10G 断面は半円形を呈する

棒状鉄片 (長方形) 10G

棒状鉄片 (長方形) 14G

棒状鉄片 05-03 5G 木質が付着する

lユ 破片状鉄片 A～ 4G 僅かに曲が り、ね じれている

破片状鉄片 05-03 2G 僅かに曲がる

不定形鉄片型 A～ 4G

不定形鉄片型 11-07 19G 流動淳状、半球状を呈する銑鉄片

21図 1 鈍 123 07-06 17G 先端部欠損

不明鉄器 41・ 26 17～ 18G 2点同一個体、端部に組‖犬の巻付痕や本質が残存

棒状鉄器 93(推計) 07′ヤ04 03-02 17G 端部には折れた鉄器の一部が固着する

棒状鉄器 04～02 17G 片方先端はやや曲がり、先は九く細くなる

5 棒状鉄器 98(推計) 04～02 17G 鉄器の片方は断面正方形で、ややねじれている

微小鉄片 05X04 02～ 01 9G

微小鉄片 08X05 10G

微小鉄片 06X06 10G 39と 同一箇所か ら出土

微小鉄片 07X04 10G 39の直近から出土
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第5章 まとめ

昭和27年 に発見された平田遺跡は今回を含め、 3次にわたる発掘調査によって温泉小学校を中

心としたおよそ北東に200m、 北西に100mの 範囲で分布 していることが推定された。

これまで本遺跡は縄文時代の遺跡としての性格が強かったが今回の調査によって弥生時代から

古墳時代にかけての遺跡も存在することが分かった。また、各調査区から出土 した土器の編年か

ら本遺跡の形成過程 も概ね想定された。さらには東海系の縄文土器や畿内から搬入されたとみら

れる弥生土器、四国地方の原産とみられる石材 も確認される①など、中国山地の一山間地であ り

ながら縄文時代の人々の交易の広さには驚 くべ きものがあり、交流ルー トなど当地の歴史を知る

上で貴重な資料を得ることができた。

しかしその反面本遺跡では特に 1、 2区 など斐伊川から溢れ出た微砂が複雑に混 じり合って堆

積 してお り、結果として遺構の確認が充分にできなかったことは否めず、こうした微砂土中にお

ける遺構の検出に課題を残 したと言える。

以下、調査によって得 られた成果のいくつかを述べ、まとめとしたい。

1.土器の出土状況からみた平田遺跡の形成について

平田遺跡から出土 した縄文土器で最も古いものは撚糸紋地に孤状沈線が施される里木 Ⅱ式で中

期末葉 とみられている。このほか、津雲A式の縁帝文土器や磨研無文土器なども本遺跡の南東に

位置する現在のプール付近から出土している。このあたりでは平成 8年度に実施 した第 Ⅱ調査区

では中期にあたる土器は検出されておらず、紀支時代後期中葉とみられる墓坑の下層は川礫や粗

砂が堆積 していることから、おそらく中期以前にはこのあたりは斐伊川、あるいは阿井川の河道

が大部分を占めていたと考えられる。その後河道は徐々に安定していったものと思われ、河道が

北方に遠のいて段丘となった阿井川との合流点付近では、縄文時代後期初頭から後葉になって第

I調査区や第Ⅱ調査区にみられる人々の暮 らしの跡がみられるようになったと考えられる。

このように本遺跡は斐伊川や阿井川の長い年月をかけた河岸の堆積状況に応 じて営まれたもの

で、現在の流路が定着 したころには斐伊川の左岸周辺に集落が営まれた可能性が考えられる。出

土した土器の多 くが突帯文土器であることからみて縄文時代晩期後半ころと思われる。

また本遺跡では縄文時代の遺構が主に斐伊川、阿井川の合流点近 くに設けられたのに対 して、

今回の発掘調査で新たに発見された弥生時代のものとしては出土遺物が 1区では少なく、 2区、

3区が圧倒的に多いことから、弥生時代になると住居区域は高台に位置するやや斐伊川の上流段

丘上に移ったとも思われ、 3区から検出された竪穴建物跡は村上恭通氏も指摘されている②よう

にこの住居区域の縁片部にあたると推定される。

(1)東海、関東系の縄文土器について

平田遺跡では15図の 7で示 したように蜆塚Ⅲ式土器に類似する口縁部に粘土紐を飾 りつける土

器が出土 した。蜆塚Ⅲ式は近畿地方の一乗寺KI式、元住吉山I式に対応されており、後期中葉

に位置付けられている。これまでこの上器は標識遺跡 とされる静岡県浜松市の蜆塚遺跡を基点と

すると東は神奈川県、西では兵庫県太子町で確認されている。③また平成 8年度に行った第 Ⅱ調
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査区か らは関東地方の土器である加曽利 B式土器が出土 している。④この土器 も後期中葉に位置

付けられていて関東から東海系のほぼ同時期 と見 られる土器が出土 したことになる。搬入品とは

断定できないが遠 く太平洋側の土器の影響を強 く受けていることが窺える貴重な資料 となった。

(2)2区 から検出された竪穴住居跡については床面と柱穴が確認されたのみであったが遺存

していた焼土の地磁気年代測定か らAD310年 ±15年の結果が得 られた。⑤床面上から検出された

甕は弥生時代後期中葉に当たるものでかなりの時期差がみられる。しかし住居跡からは地磁気年

代に相当する土器は出土しておらず、床面上方から検出された土器は後期中葉の土器であること、

先述 した甕も底部が欠損 してお り、上層には石が乗っていることなどから遺構に伴う遺物とは考

えにくい。12図の土層からもわかるように遺物包含層は2次堆積 したものと考えられることから

床面上方から検出された土器は丘陵上から押 し流されたものと考えられる。床面上には礫が点々

とみられたことからもこのことが窺える。

2.鍛冶遺構出上の鉄器、鉄片について

本遺構からは弥生時代の様式をもつ鍛冶遺構が検出された。弥生時代終末から古墳時代初頭の

鉄素材の組成については山陰ではまだ報告例は少ないが弥生時代においては鳥取県東郷町宮内第

1遺跡で弥生時代後期中葉の四隅突出型墳丘墓から出土した鉄剣が鉱石を原料 とした素材 とされ

ている。⑥本遺構出土の鉄器、鉄片についても組成の分析、検討を依頼 したところ、鉱石系を原

料 とした鉄素材で適切な熱処理が施されていることから海外からの舶載品とみられる鉄素材がど

のような経路を経て奥出雲の集落にまで持ちこまれたのか検討課題 となった。⑦また素材の形状

について、出土した鉄器には棒状のものも多 く含まれている。鉄板状の素材だけでなく、搬入さ

れた時点ですでに棒状の鉄素材が存在 していたかについても今後検討 していきたい。なお、本遺

構から出土 した棒状及び長方形鉄片に類似する遺物は福井県の林・藤島遺跡からも出土しており

遺物の性格が検討されている。③

3日 鍛冶遺構における遺物と作業場の検討

3区から検出された竪穴建物跡はまずその規模からみて大きな特徴をもつといえる。堅穴式の

建物が検出された例 として県東部では越峠遺跡③ (円形・径9.2m)、 折原上堤東遺跡⑩ (隅丸多角

形・径8.8m)、 自コクリ遺跡⑥ (円 形・径8.2m)な どの住居跡があげられ、石見部でも邑智町の

沖丈遺跡から8mと 10m、 瑞穂町順庵原遺跡で8,8～ 9.Omの 住居跡が検出されていて県内でも最大

級の竪穴建物であるといえる。本遺構の場合は住居を目的としたものではないため、単に建物と

表記 した。この広さから想定すれば複数の工人が分業で鉄器の製作作業にあたることも可能と思

われる。

本遺構から出土 した鍛冶遺構に伴う道具 としては藝と砥石があげられる。砥石は4点出土して

いるがいずれも手のひらに乗るほどのもので例えば鋤、鍬先など大きめの鉄製品を研磨するには

適 していない。本遺構から検出された鉄器類 も鉄鏃等小型のものに限られていることからみても

ここで製作されたものは小型の製品に限定されていた様子が窺える。

出土 したこれらの遺物が実在当時の状況をある程度反映していると仮定すれば藝や砥石が一か
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所にまとまって出土 していることも注 目される。そして本書で分類 したC-2類 (長方形棒状鉄

片)が後述する鉄板切断作業のスペースと想定される付近に少なく砥石の周囲に主に分布 してい

ることはこれらの鉄片がたんなる端切れではなく、研磨を必要とする未製品である可能性も残さ

れている。@

また藝出土地点の直近には床面に錆が浸透 している面があってここからは微小鉄片が出土 して

いるがこの鉄板の切断作業的なスペースがこの錆浸透硬化面付近にあったことも考えられる。周

辺では方形板状や三角形鉄片といった切断面をもつ鉄片が比較的多 く出土 している。

本遺構では据置きの鉄床石は検出されなかったものの、それに代る持ち運びが可能な平石が検

出され、これを作業台にして鉄素材から鉄鏃など小型の武器や工具を切断、研磨 して製品に仕上

げる鉄器工房の姿が浮かび上がる。

鉄鏃の整形を例にあげれば19図 8の ような未製品が出土 している。素材は幅 3 clll、 厚さ2111111程

度の鉄板である。この未製品は鉄鏃の先端をとがらせるため鉄板の両端を切断したものであるが

切 り離された鉄片は三角形となる。 (巻頭カラー写真参照)19図 16、 17の三角形鉄片は8と 同一の

素材ではないにせよ鉄鏃整形の際の切れ端 となり、まさに村上氏が示された三角形鉄片の生成想

定と一致する。①

鍛冶炉の設置場所については4基のうち粘土貼 りの防湿構造をもち、最も高温で使用されたと

みられる 1号炉が建物の西端に位置 している。これは炉の温度を高めるため送風を行う工人の作

業場 も意図的にとられたのかもしれない。

3号炉については鉄板の切断作業が行われたと思われる場所に直接、接 してお り、炉の規模 も

4基中最 も小型であることから切断の直前に鉄板を加熱する炉として用いられたとも想定され、

建物内の各作業スペースや鍛冶設備が合理的に配置されていたことが窺われる。

なお、大型の中央土坑については堆積土に炭が含まれることや、土坑の脇に災を置いたとみら

れる小炭の食い込み面があって、土坑の南側の縁には炭を掻 き出したとみられる窪みがあること

から坑内で炭が用いられたことは容易に推定される。

先述 したように囲炉裏的な火床のようにも見受けられるが土坑の東西に掘 られたピットとの関

連もあ り、性格については今後の類例を待ちたい。

建物の南側については未調査のため、あ くまでも想定の域を出ないがまとまった土器が出土し

ていることや鍛冶関連の遺構や遺物がほとんどみられないことから工人の休憩場など鉄器製作作

業に付随 した空間として使われた可能性 も窺われる。またこの建物の出入口については主柱穴 P
4、 P5の 間隔が他の柱穴間より比較的長めであることや、この柱穴間の壁体回の外から鉄片が

検出されてはいるもののこの柱穴間が出入口にあたるかどうかは確認できなかった。

おわりに

以上、竪穴建物から検出された鍛冶関連遺物および鍛冶遺構をもとに建物内部の状況を検討 し

てみた。遺構の年代は出土した土器や各種年代測定から弥生時代終末から古墳時代初頭 とみられ

るが山陰の一山間地集落に存在 した本鍛冶遺構はどのような性格をもつものであろうか。

池淵氏によると山陰においては弥生時代後期後半 (草田 3～ 4期)に なると鉄器の出土量は急

増し、鉄片、不明鉄器が廃棄された状態で住居跡内に残されるようになり、拠点的集落において
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は恒常的に鉄器生産が行われていた様相が窺え、さらに後期終末にいたっては武器や農工具類の

鉄器化は完了していたと想定されている。⑭

したがって本遺構は拠点集落において鉄器化の完了が想定される時期に属する。さらに前述し

たように本遺構では大規模な建物であ りなが ら作 り出される鉄製品は鉄鏃、鈍 、あるいは棒状工

具といった小型の製品に限られていることは注目される。

山陰では後期後半から鍬、鋤先が新たな鉄器 として加わる⑮ことから本遺構のように相応の設

備をもって限定される鉄器を作る施設があったとするならば、また相応の鍛錬鍛冶炉を備えた鍬、

鋤先など大型の鉄製品を作る鍛冶施設が同じ集落内に存在する可能性 も否定できない。集落の全

容は残念ながら明らかにされていないが弥生時代終末から古墳時代初頭の出雲地方山問集落にお

いて鉄器の器種、用途ごとに鍛冶施設を設けて鉄製品を作ることが可能であったかどうかの検討

も今後の課題と思われる。

本遺跡の発掘調査 と時期を同じくして八束郡宍道町、上野 Ⅱ遺跡からも弥生時代の鉄器を伴っ

た建物群が発見された。また鳥取県の妻木晩田遺跡群や青谷上寺地遺跡などでも多数の鉄器が検

出されている。これらの調査から山陰地方の古代鉄器文化の成立ちが徐々に証されることを期待

したい。

おわりに平田遺跡第 I調査区の発掘調査から重機オペレーターとして加わっていただき、調査

にあたって惜 しみないご協力をいただいた荒砂久男氏は平成ll年、故人となられました。記 して

これまでのご協力に感謝の意を表 し、故人のご冥福をお祈 りいたします。

目主

① 瀬戸内海に面する香川県金山産と推定された石材は対岸の東部瀬戸内から備後地方、横田町あたりを経由して斐

伊川伝いに持ちこまれたと思われる。竹広文明氏の研究ではこのルートにあたる帝釈峡遺跡群まで金山産の板状原

石が連ばれていたことがわかっている。(大阪府立弥生文化博物館図録20 神々の源流―出雲・石見・隠岐の弥生文

化 大阪府立弥生文化博物館 2000)

② 村上恭通著『倭人と鉄の考古学』シリーズ日本史のなかの考古学 青木書店 1998

③ 岡田憲一氏 (奈良大学大学院文学研究科)の ご教示による。

① 柳浦俊一氏のご教示による。

⑤ この測定結果は3区竪穴建物内から検出された鍛冶炉の年代測定結果とほぼ一致している。

2区の竪穴住居跡でも焼土面が検出されたが鉄片は検出されていない。3区竪穴建物とは25mしか離れていないが

前述したように2区は遺構上面が丘陵上からの流れ込みで流失しており、 3区の遺構との関連は不明である。

③ 大澤正巳 (九州テクノリサーチ技術顧問)『偉統冶金技術公開講座資料』「東北亜細亜における古代炒鋼技術の起

源と展開」 韓国忠南大学校急速凝固新素材研究所 1999
⑦ これまで検出されたもっとも古い製鉄炉は6世紀代のものであったが近年、広島県三原市小丸遺跡から製鉄の原

料となった鉄鉱石や製鉄炉が検出され、ИC年代測定から弥生時代後期の可能性が出ている。(考古企画展 F弥生の

かたち一土器が語る弥生時代のひろしま』広島県立歴史民俗資料館 1995)

① 林・藤島遺跡出土の棒状、あるいは長方形状の鉄片については冨山正明氏 (福井県埋蔵文化

財調査センター)に よって管玉等の製作に用いる道具 (剥離具など)が検討されている。

③『越峠遺跡・宮内遺跡』一般国道9号安来道路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅳ島根県教育委員会 1993

⑩『折原上堤東遺跡発掘調査報告書』人雲村教育委員会 1994

①『臼コクリ遺跡 。大原遺跡』一般国道 9号安来道路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書V 島根県教育委員会

1994

⑫ 長方形棒状鉄片については林・藤島遺跡出土の短片の鉄片と近似しており、同遺跡では石を割るための小型の藝

が検討されている。

⑬ 村上恭通「弥生時代における鍛冶遺構の研究」『考古学研究』第41巻第3号 (通巻163号)1994

⑭ 池淵俊―「山陰における弥生時代鉄器の様相」『F]生黒谷 I遺跡・門生黒谷Ⅱ遺跡・門生黒谷Ⅲ遺跡』一般回道9

号 (安来道路)建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書 島根県教育委員会 1998

⑮ ⑭による。
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寄 稲

弥生時代の鍛冶遺橋研究における平田遺跡の意義

愛媛大学法文学部 村 上 恭 通

I.は じめに

ここ数年、山陰から北陸にいたる日本海沿岸地域で、弥生時代の鉄器に関する発見が相次ぎ、

関連する論考も増えてきた。なかでも池淵俊一氏による「山陰における弥生時代鉄器の様相」は、

これまで概観と印象の限りでしかなかった山陰地方における鉄器の実態を明確にしたという点で

高 く評価できる 〔池淵1998〕 。この論考によって、列島における鉄器普及 との相対化 と同時に、

周辺地域 との関連が検討できるようになった。なによりも、山陰という地域の特色が今後よリー

層明らかになることを予感させる。

地域性を物語るのはこの地域で生産されたものである。その生産の場、すなわち鍛冶遺構は、

ほんの数年前までは検出数が皆無であった。しかし、これもまた近年、次々と検出され、今では

瀬戸内沿岸地域を邊かに凌駕する数に至っている。その例を列挙するならば島根・柳遺跡、上野

Ⅱ遺跡、鳥取・岩吉遺跡、京都・奈具岡遺跡、富山・佐伯遺跡、石川 。奥原峠遺跡がある。また

鉄器生産に関連する遺物 も島根・沖丈遺跡、鳥取・西桂見遺跡 (鷲谷口地区・鷲谷奥地区)、 妻

木晩田遺跡をはじめとして各所で発見されている。日本海沿岸地域における鉄器生産の問題が製

品、生産遺構双方の視点から議論できるようになりつつある。

今回報告された平田遺跡の鍛冶遺構 も弥生時代終末～古墳時代初頭の例 として、そのなかに名

前を連ねることとなった。本遺構は、調査担当者である坂本諭司氏がその重要性を鑑み、発掘中

からその後の整理段階にいたるまで慎重かつ丁寧に対処 した。その結果、目的意識を反映した重

要な情報収集できたものと思われる。そういった意味では当該地域における鍛冶遺構のなかで、

鍛冶行為の復元にとって最も貴重な資料を提供 しているといえよう。

出土 した鍛冶関連資料ならびに出土状況をもとにした詳細な考察は坂本氏の論に譲るとして、

ここでは弥生時代の鍛冶遺構研究における本遺構の位置づけならびに意義についてまとめてみたい。

Ⅱ.平田遺跡で検出された鍛冶遺構

本遺跡の鍛冶遺構に関する特徴の一つは4基の鍛冶炉が設けられている点である。鍛冶炉は3

基が (1。 2・ 4号炉)壁か ら約1.5mの距離をおいてほぼ弧状に配され、 1基 (3号炉)のみ

竪穴遺構中央部にある「中央土坑」に隣接する。炉の構造からみれば、 1号炉がわずかに掘 り窪

めて、底に薄い粘土を貼った炉底を備える以外は、すべて掘 りかたを伴わない焼土面にすぎない。

しかし、それぞれの焼土面がその周囲に鉄器製作の際に生 じた鉄板の裁断片や微小鉄片、鉄器製

作に使用された石器、そして木炭片の集中を伴っていたことから、鍛冶に使用された炉であると

判断された。

3号炉の周囲で、調査者 と筆者 とで、lo点 にも満たない黒色を呈する鍛造剥片を検出した。た

だし、この炉底の被熱は弱 く、安定的に鍛造剥片を飛散し得るような高火度が維持できたとは考

えられない。また、この炉に隣接 して赤錆汁が回結 してなったと思われる硬化面が検出された。

その内部からは赤錆を帯びた球状あるいは不整形の微小鉄片が検出されている。この種の微小鉄
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片は弥生時代の鍛冶遺構で頻繁に検出されるものであるが、微小であることと、錆化が芯まで達

している場合が多いことから冶金学的データも取 りづらいという難点がある。今回の資料に関し

ても分析をしうる状態ではなかったが、今後良好な資料を目的意識をもって検出し、分析に供す

ることによって、この種の副産物の性格と生成工程が明らかにされなければならない。

本鍛冶遺構のもう一つの特徴は、略円形を呈する竪穴が直径8.8～9,Omと 規模が大きく、県内

でも最大級に属するという点である。調査者が指摘するように、複数の鍛冶炉があるという点を

考慮すれば、本遺構内で複数の工人が分業していた姿を容易に想定できる。ただし、その分業は

操業温度を違えた工程上の分業ではない。比較的低い温度の操業で異なる器種を作るか、あるい

は、鍛延、折 り曲げ、切断といった鍛打行程の種類の相違を表すものであろう。

上記二つの特徴を併せると、大型竪穴のなかに簡便な鍛冶炉が複数基設置され、同一建物内で

分業が行われた可能性がある、とまとめることができる。

Ⅲ.本遺構の特徴に関連する諸問題

平田遺跡の鍛冶遺構で検出された3基の炉 (1・ 2・ 4号)は きわめて簡便な構造であるがゆ

えに、調査を急ぎ、その周辺で小さな鍛冶関連の遺物を発見しなければ鍛冶炉と認定されなかっ

た可能性が高い。しかしながら、すでにこういった炉が鍛冶炉として認識され、評価された例が

ある。

一つは広島県庄原市にある和田原D遺跡の例である。ここではSB17、 19(第 1図 3、 4)の よ

うに通常の炉以外の場所が所々強く焼け、しかも製品ではない不定形の鉄片 (第 2図 1～ 9)を
伴うことから鍛冶遺構と認識された。松井和幸氏は床面に直接炭を盛り上げ、火床を造った簡単

な鍛冶炉と評価している 〔松井1999〕 。作業内容としては、少量の鉄片を鍛打し、叩き延ばして

鉄鏃、鈍、刀子などの製品に加工する工程が想定されている。またSX23では塊状で、鍛打痕跡

がなく、周囲に鉄津分が付着した鉄塊 (第 2図10)が出土しており、松井氏は製錬炉で作 り出さ
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第 2図 広島・和田原D遺跡SB17・ SB19・ SX23出土鉄片 。鉄塊
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れた鉄素材となっていく鉄塊そのものという指摘を行った。さらに和田原遺跡では吹き竹を使用

したような簡単な送風も想定されている。当時の送風機の規模 。構造は明言できないのが現状で

ある。ただし、ある程度の大きさのものを想定すると、複数の鍛冶炉が同時に操業される場合、

送風機が広い空間を占拠することとなり、操業を妨げることとなろう。低温操業、複数炉の同時

操業にとっては、松井氏の想定するような送風方法が適しているのではなかろうか①。

また、同様の例は石川県七尾市にある奥原峠遺跡遺跡にもみられる。ここでは複数の鍛冶遺構

が検出されており、そのうちSB01がそれにあたる。略円形あるいは隅丸方形プランの竪穴遺構

は、直径約 8mを測り大型である。ここでは15ケ 所の焼土面が検出されており、床面からは和田

原遺跡と同様な不整形の鉄片、未製品が発見されている。この遺構も小型の製品を作るだけの簡

単な鍛冶工房であったと考えられる。こういった焼土面のみを残すような鍛冶炉を残す遺構は日

本海沿岸地域各所で検出されており、今後、供伴遺物の検出、検討を通じて鍛冶遺構としての認

定の可否を試みる必要があろう ②。

さて、弥生時代の鍛冶炉は4RIね次のように分類されている③ 〔村上1998〕 。

I類 :掘 りかたを大きくとり、その内壁、底をよく焼き締め、そのなかに木炭や上を交互に重

ねた防湿施設 (地下構造)を備えるタイプ。平面形は円形や楕円形がある。

Ⅱ類 :掘 りかたのみで、その内壁がわずかに焼けているタイプ。さまざまな平面形がある。

Ⅲ類 :ほ とんど掘りかたをもたず、床面をそのまま炉として使用する状況に近い。

しかしながら、平田遺跡の2～ 4号炉や和田原遺跡や奥原峠遺跡の例を考慮するならば、上記

のⅢ類よりもさらに簡便な炉を想定しなければならない。床面に直接炭を盛 り上げ、火床を造っ

た簡単な鍛冶炉として 〔松井1999〕 、Ⅳ類と呼んでおきたい⑭。

さて、平田遺跡の鍛冶遺構は調査区面積の都合上、竪穴が全掘されておらず、調査区外の床面

に新たな鍛冶炉が検出される可能性は否定できない。ただし、その場合でも、全く操業温度の異

なる別工程の鍛冶が行われていたことは、未掘部分の床面積や隣接区域での関連遺物の出土状況

から考えにくい。とするならば、最終加工を待つだけの精製された、薄い鉄素材が本工房に搬入

され、加工されたと推測することができる。

V.鉄器生産における分業に関する者干の考察

最終加工を待つだけの精製された、薄い鉄素材が本工房に搬入されたのであれば、その素材が

加工された工房が別に想定されなければならない。鉄器生産において工房を違えた分業を考える

必要が生じてくるのである。平田遺跡では同時期の遺構としては本鍛冶遺構のみが検出されてい

るだけであり、遺跡内に別の工程を行う鍛冶工房があるのかどうかこれ以上の検討はできない。

ただし、先に挙げた奥原峠遺跡ではSBOlに伴って、構造の異なるSB07が検出されており、この

問題を考える上で大いに参考になる。

奥原峠遺跡SB07(第 1図 2)は5。8× 4.8mの 方形を呈する竪穴遺構で、SB01に比べてかなり小

型である。「連結土坑」と呼ばれる特異な土坑に接して、直径20cmの 円形鍛冶炉が 1基設けられ

ている。この炉は赤褐色によく焼けているが、ほとんど掘 りかたをもたないⅢ類鍛冶炉である。

鉄錐などの製品ほか、不定形の鉄片などが検出されており、ここでも鉄器製作の最終工程が行わ

れたと推測される。しかし、わずかながらでも掘りかたをもち、相対的に高温の操業である点や
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第3図 島根・柳遺跡加工段41鍛冶遺構出土鍛冶関連遺物

SBolと いう全く異なる鍛冶工房と共存することを考慮するならば、SBo7は異なる工程をも含む

操業が行われていたと考えられるであろう。つまり、鉄塊や分厚い鉄板などをSB01で加工でき

るように、薄く加工する工程である。ここで精錬が行われていたとする説もある 〔佐々木1998〕

が、諸々の問題点があり、容易に肯定できない⑤。

このように一集落内での分業が行われた可能性も平田遺跡の鉄器生産を考える上で想定してお

く必要がある。ただし、その分業が、より高温での操業による鍛冶工程、さらに精錬工程までも

同集落内で可能であったか否かかが、今後の焦点となるであろう。山陰地方にはすでに精錬工程

が行われていた岩吉遺跡 〔池淵1998〕 や鉄津や鍛造剥片を出上した安来市柳遺跡がある⑤ (第 1

図 5、 第 3図)。 こういった鍛冶工房を集落内に有していたか、あるいは柳や岩吉のような集落と

の関係によって、素材を入手したのか、あるいはさらに遠隔地から入手したのか、今後もさまざ

まな視点と方法で追究する必要があろう。

さて、鍛冶遺構が多数検出されている熊本県域を中心とする中九州では、弥生時代後期中葉か

ら終末期にかけての集落跡が数多く調査されており、また鉄素材と想定される遺物や鉄器製作時

に生成される副産物の出土から鍛冶遺構の存在が想定される集落跡も多々調査されている。拠点

性が継続的に保持される集落では複数基の鍛冶遺構が発見される場合が多く、中・小規模の集落

においてもしばしば検出されている。検出された鍛冶炉はⅡ類が圧倒的に多く、その分布域のな

かに少数のI類鍛冶炉が点在する形を取っている。また、Ⅱ類鍛冶炉のなかでもより高温の操業

を行ったものとそうでないものとがあり、操業内容の異なる鍛冶工房が一定範囲のなかに併存し

ていたものと思われる。すなわち、 I類鍛冶炉と一部のⅡ類鍛冶炉では鉄滓や鍛造剥片の供伴か

ら、高温操業が行われ、不純物をある程度含有する鉄素材にも対応できたと考えられ、次の製作

工程に供する素材の調整や整形が行われたであろう。これに対し、大多数のⅡ類鍛冶炉では供給

された加工待ちの鉄素材をもとに製品が作られたのである。このように一定地域内の集落間分業、

鉄器生産における部門内分業が後期中葉以降、ますます進展していったのである。跡寸上2000〕

こういった分業の進行度に関する様相が解明され、地域間比較が可能となることが予想され、

九州とともに山陰地方でもその着手に可能性が出てきたということができよう。

V日 結 語

平田遺跡の鍛冶遺構の調査は重要な成果をもたらした。「焼土面」と単に片づけられそうな鍛

冶炉の存在を一層明確にしたことは、今後、各地における同種の遺構調査に注意を喚起するもの
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であろう。

発掘調査担当者 坂本諭司氏の努力に敬意を表するものである。また島根県文化財課 椿真二

氏、島根県埋蔵文化財調査センター 丹羽野裕氏、横田町 木原明氏、同町 杉原清一氏には、

調査中に協力の労を惜しまれなかったと聞き及んでいる。併せて敬意を表したい。

言主

(1)鍛冶師 白鷹幸伯氏 との原始的鍛冶の実験にも火吹き竹を使用 した操業を行った (1997年 2月 1日 、終愛媛県北

条市)。 薄い鉄板を熱 し、藝で切断して製作する程度の器種であれば、十分に機能し、むしろ意図した箇所に送風で

きるという利点もあることがわかった 〔村上1998〕 。

(2)未報告例も多く含まれており、今後改めて整理することとしたい。

(3)そ れぞれの類型には炉底に粘土を貼った例がある。これについては記述していなかった。それぞれの類型に粘土

貼 りをもつものとして、亜類型を設ける必要があろう。例えば平日遺跡の1号鍛冶炉はⅢ
「
類とでもすべきであろうか。

(4)近刊の次の文献 〔村上2000〕 ですでに提唱している。

(5)SB07出土とされる鉄津の分析に基づくものであるが、この鉄津は上層の中世の遺構面に本来伴うものである可能

性が高い。この点については稿を改めて論ずることとする。

(6)柳遺跡の鍛冶炉は掘 りかたが瓢箪形で、堀 りかたをやや埋めたところに炉底を設置している点で、熊本県二子塚

遺跡SB153の鍛冶遺構と類似している。大きさは異なるものの、何らかの関連性があるのではなかろうか。
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付 編 自然科学分析

I.平田遺跡出土鍛冶関連遺物の金属学 調

大 澤 己・ 鈴 木 瑞 穂

概 要

弥生時代後期末から古墳時代初めに属する平田遺跡の竪穴住居跡から出土 した袋状鉄斧 と、方

形板状鉄片を調査ィして、次の点が明らかになった。

各鉄製品は、鉱石 (磁鉄鉱)原料の鍛造品である。袋状鉄斧は、基部側の調査であったが、炭

素含有量はo.8%前後の工具銅 としては最適の硬鋼の使用で、高温焼戻 し (700℃ 前後)が施され

ていた。

また、方形板状鉄片 らは、炭素量が0.05%以下と低めの極軟銅の充当である。ただし、軟質材

でありながら、 1点は焼入焼戻組織を有 した材質強化材であった。いずれにしても藝切 り常温加

工には適 した鉄素材といえる。

当竪穴住居跡は、鍛冶工房に想定される。鍛冶作業は、沸しを施す本格鍛冶ではなくて、鍛冶

原料鉄は既に板状に成型された半製品が搬入されて、これを藝切 り成型、鍛冶炉で久って曲げ珈

工、砥石での研磨 といった原始鍛冶が想定された。鉄素材は大陸側 (朝鮮半島)か らの舶載品と

考えられる。

1日 いきさつ

平田遺跡は、島根県大原郡木次町大字平田地内に所在する。推定年代は弥生時代終末から古墳

時代初頭で、山陰地方で最古に属する8.8～9.Omを測る大型の竪穴建物から鉄器 と裁断鉄片 ら40

点が出土 した。

これらの鉄製品を通して、当時の鉄器製作の実態 と、鉄素材の産地同定を目的として金属学的

調査の運びとなった。

2日 調査方法

2-lH供 試材

Table。 1に示す。 3区竪穴建物内から出土 した鉄斧 1点 と方形板状鉄片 5点及び トレンチ内出

上の銑鉄片 (流動滓状小塊)1点の合計 7点の調査である。

2-2.調 査項目

(1)肉眼観察

遺物の外観観察を行い、それをもとに試料採取位置を決定した。

(2) マクロ組織 (Macro Structure)

顕微鏡埋込み試料の断面全体像を投影機の 5倍 と20倍で撮影 した。低倍率の観察は、組織の分

布状態、形状、大きさなど顕微鏡検査によるよりも広範囲にわたっての情報が得 られる利点があ

る。

(3) 顕微鏡組織

実測図に明記した位置から切 り出した試料をベークライ ト樹脂に埋込み、エメリー研磨紙の♯

的

正
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150.♯ 240.♯ 320。 ♯600.♯ 1.000と 順を追って研磨 し、最後は被研面をダイヤモンド粒子の 3umと

lumで仕上げて光学顕微鏡観察を行った。なお、金属鉄のパーライ トとフェライ ト結晶粒は、

ナイタル (5%硝酸アルコール溶液)で腐食 (Etching)し ている。

(4)ビ ッカース断面硬度

金属鉄の組織同定を目的として、ビッカース断面硬度計 (Vickers Hradness Tester)を 用い

て硬さの測定を行った。試験は鏡面研磨 した試料に136° の頂角をもったダイヤモンドを押 し込み、

その時に生 じた窪みの面積をもって、その荷重をを除した商を硬度値としている。試料は顕微鏡

用を併用 した。

(5)CMA(Computer Aided X― ray Micro Analyzer)調 査

EPMA(Electron Probe Micro Analyzer)に コンピューターを内蔵させた新鋭分析機器であ

る。旧式装置は、別名X線マイクロアナライザーとも呼ばれる。分析の原理は、真空中で試料面

(顕微鏡試料併用)に電子線を照射 し、発生する特性X線を分光後に画像化 し、定性的な結果を

得る。更に標準試料をX線強度との対比から元素定量値をコンピューター処理 して、データ解析

を行う方法である。化学分析を行えない微量試料や鉱物組織の微小域の組織同定が可能である。

3.調査結果

(1)HRT-1:方 形板状鉄片

①肉眼観察 :平面が不整六角形を呈する薄い (2 Hlm前後)板状の鉄片である。側面は 6面 とも

に、ほぼ直線状で藝などによる切断面をもつ。全面に酸化土砂が固着 し、やや銹膨れが生 じてい

る。金属探知器の反応はH(○)で全体的に安定 した反応が認められた。

②マクロ組織 :photo.7の①に示す。断面は全面に金属鉄が残存せず銹化鉄となる。表層部が

黒錆化して中核部は慈 (す)の ようにすかすかに風化している。

③顕微鏡組織 :photo。 1の①～③に示す。

①～③は表層側の銹化鉄でゲーサイト(Goettite:α ―FeO・ OH)と なる。③は辛うじてフェラ

イト (Ferrite:α 鉄又は純鉄の金相学上の呼称)結晶粒界が点列状で網目状に認められる。極低

炭素鋼の痕跡である。

④⑤は鉄中の非金属介在物 (鉄鋼中に介在する固形体の非金属性不純物、つまり鉄やマンガン、

珪素及び燐などの酸化物、硫化物、珪酸塩などを総称して非金属介在物という)である。組成は

ガラス質スラグ中に酸化第 1鉄ヴスタイト (Whtite:FeO)が介在する痕跡を残す。該品は鉄

鋼の製錬時の派生物でなくて、鍛冶作業の鍛打に際して酸化防止に塗布された粘土汁由来の介在

物の可能性を残す。

③～③は、やはり銹化鉄中に網目状にフェライト痕跡を残した別視野の組織である。このフェ

ライト結晶粒度は細かくて③⑦では8番以上の細粒銅に属するであろう。

③は粗大粒が混在するのか、風化して粒界の一部の線が消滅したのか定かでない。しかし、後

者の可能性が大きいであろう。

(2)HRT-2:方 形板状鉄片

①肉眼観察 :平面が不整台形状を呈する薄い (4 mm前後)板状の鉄片である。側面 3面は、ほ

ぼ直角で直線状を呈しており、藝などによる切断面と思われる。この一面に藝の敲打痕らしきも
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のも認められた。残 りの側面の一面は破面であろう。これも全面に酸化土砂が回着し、両面とも

に銹膨れが生じている。金属探知器で反応がなく、銹化が進行している。

②マクロ組織 :Photo.7の②に示す。断面の中核部は銹化が激しく、既に大きく空洞化する。

板厚周縁部の残存銹化鉄には、繊維状に鍛接線らしき痕跡は認められる。

③顕微鏡組織 :Photo.2の ①②に示す。組織は、銹化鉄のゲーサイトで、鉄中の非金属介在物
は剥落して見当たらず、フェライト結晶粒も不鮮明であった。①のフェライト痕跡から想定して、

該品も極低炭素鋼の部類に分類される。前述のHRT-1鉄 片と同系材質といえよう。

(3)HRT-3:鉄 斧

①肉眼観察 :袋状鉄斧とすべきか鉄攀とすべきか迷う形状で、刃幅が基部幅より小さい。川1越

哲志氏の袋状鉄斧の形式分類でいうところのШ刃部幅が基部幅より狭いものに相当する①長さ4.2

cm、 刃幅1.4cm、 基部幅2.2cm、 厚み 2111nを 測る。柄袋の造作はいたって甘 く、つの字に曲げて、

折り返しの両端が大きく開く。逆長梯形の鉄板を鍛冶炉で災って簡単な曲げ加工をした成形を感

じさせる。まさしく原始加工の製品である。柄袋の片側上部の一部を欠損する。表面は銹化割れ

や銹膨れが激しいが、基部側は金属鉄が残留する。金属探知器の反応は、上部 1/3程 までがL
(0)で他の部分はM(◎)であった。

②マクロ組織 :Photo.8に 示す。一度袋部の上部側 5 1nlnで 切断して試料採 りしたが疑似メタル

の組織であったので、再度 5 41nl内側 (計10Hun)の位置から採取した断面金属組織である。均等で

緻密な組織に一部折り返し曲げの鍛接線が細かいピッチで認められる。長時間の埋蔵で鍛接線を

起点に一部腐食を受けている。清浄な鋼であり大型介在物は一切存在しない。

③顕微鏡組織 I PhotO。 2の③～⑦とPhoto.3の①～①に示す。まず、前者の袋部の上部 5 1nal切

断個所での組織である。Photo.2の ③で白く帯状にみえる部分が金属鉄である。ナイタル腐食

(Etching)で現れたフェライトは結晶粒が粗 く、かつ、粒内は微細なピットが生じている。この

金属組織が正常でないことは、PhOtO。 3と 比較すれば半Jる ことで、これを一応疑似メタルと称し

た所以である。また、銹化鉄部分の結晶粒痕跡をPhOt0 2の ⑥⑦に示した。フェライト結晶の粗

大粒と細粒の混在した組織で③の疑似メタルの組織とも異なる状態である。

次に再度採 り変えたマクロ組織に提示した個所での観察がPhoto.3である。①～③に鉄中の非

金属介在物を示す。鍛打を受けて暗黒色ガラス質スラグが展伸して列状分布がみられる。④～⑥
がナイタルエッチ後のミクロ組織である。

断面内がほぼ均―な組織分布を呈していることはマクロ組織で触れた。当組織は、高温 (700

℃前後)の焼戻組織で生成した塊状フェライト組織が認められる。この高温の焼戻組織は、パー

ライト (フ ェライトとセメンタイトが交互に重なり合って構成された層状組織)組織中のセメン

タイトが分解して、微細な粒状のセメンタイトとして再分布されている。炭素含有量は、これら

の炭化物の析出量からみて共析銅 (0。77%)組成が推定される。このような組織の銅であれば、

層状パーライトの場合よりも、柔軟性をもち、常温加工を施すのに最も適していると同時に、弾

性限や強さは小となる。工具銅として優れた性能を有する材質である。これは鉄斧としての基部

側の組織であり、刃先側は当然硬質な焼入れ組織を有した可能性をもつであろう。

④ビッカース断面硬度 I PhotO.2の④⑤に疑似メタル部の硬度測定の圧痕を示す。フェライト

粗大壮にもかかわらず硬度値は、156HVと 200HVと 異常に硬質傾向である。この数値 も疑似メ
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タルと表現する一つの要素である。

これに対 して正常組織の厚さ方向の硬度分布をFig.1でみると、平均値で250HV前後が示され

ている。通常のフェライ ト組織は120HV以下であり、共析銅のパーライ ト組織は供試鉄器の大き

さから判断して300HV前後が想定される。該品の断面硬さは、フェライ ト組織材 よりも硬さが高

く共析パーライ ト組織よりも低い値であった。平均値250HVの 硬度は、パーライ ト組織が高温長

時間保定された後に焼戻されたものと推定される。

Photo.3の⑦①に硬度圧痕の代表例を示す。⑦は定値の代表で241HV、 ③は高値 として287HV

の圧痕である。

⑤ CMA調 査 I Photo.llの COMP(反射電子像)にみられる展伸ガラス質スラグの高速定性

分析結果をFig。 2に示す。A― Rankで検出された元素は、鉄 (Fe)と ガラス質成分 (Si+Al+Ca十

A/1g■K■Ntal、 燐 (P)、 酸化物としての酸素 (0)である。B― Rankは チタン (Ti)が認められる。

鉄素材は磁鉄鉱系由来の可能性をもつ。

この高速定性分析を祝覚化した面分析の特性X線像と定量分析結果がPhoto.11で ある。特性X

線像では、分析元素の存在を白色輝点の集中度によって読み取れる。展伸状介在物には白色輝点

がガラス質成分 (SittAl+Ca+MgttK)に集中し、定量分析値は71.1%Si02~7.8%A1203~13.6%CaO―

2.2%MgO-3.1%K20組成が得られて珪酸塩が同定される。

該品の非金属介在物は、繰返し曲げ鍛接時の酸化防止に塗布された粘土汁由来のガラス分主体

であって、他に塊煉鉄特有の酸化第 1鉄 (FeO)と ファイヤライト (2FeO・ Si02)の大型の共晶

爽雑物は含まれていない。銅種は塊煉鉄か炒鋼製品か決めかねる。

(4)HRT-4:銑 鉄片

①肉眼観察 :調査前の呼称は不整形鉄片 (流動滓状の半球)と も鉄滓ともしていたが供試材を

半裁し断面を観察すると被熟を受けた銑鉄片であった。外観は全面が酸化土砂に覆われ、あたか

も流動状の小型鉄滓に見間違える形状で、表面には細かい気泡痕らしきものまで認められた。地

の色調は黒灰色を呈し、銹膨れに酸化土砂が混じり合う。

②マクロ組織 :Photo。 7の③に示す。断面は、銹化鉄が台形状に残存し、中核部は風化の度合

いが著しい。両側面の盛り上がり部で自く縁取られた方が銹膨れで、黒く谷をもつ方が酸化土砂

の付着物である。

③顕微鏡組織 :Photo.4の①～③に示す。①～③の左側に鉄が酸化雰囲気で加熱されて晶出し

たヴスタイト (Wiistite:FeO)が認められる。鍛冶滓で観察される鉱物組織であり、該品は被

熱を受けた履歴が窺える。銑鉄塊の下げ脱炭の一部であったかも知れない。また、②のヴスタイ

ト晶出部の右側は針状セメンタイトを析出した過熱組織 (Over Heated Strucure)の 過共析銅

(0,77%以 上)であり銑鉄からの脱災組織である。また、②③の右側は白鋳鉄の組織が銹化鉄なが

ら痕跡を留める。白と灰色の斑模様は、セメンタイトとオーステナイト (常温ではパーライト)

の共品のレデブライト (Ledebulite)が観察される。

更に④⑤は銹化鉄で組織痕跡は大部分が消滅するが、局部的に僅かにレデブライト組織が検出

された。該品は外観は鉄津状であったが内容は白鋳鉄と判明した。

一方、酸化土砂に取り込まれて赤熱鉄塊の鍛打作業で派生した粒状滓や鍛造剥片が発見された。

③⑦が精錬鍛冶終末段階で発生した粒状津、③はそれ以降で派生した鍛造剥片で両者はガラス質
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基地中にマグネタイトとFe― Ti系化合物を析出しており、砂鉄原料鉄素材の鍛冶に絡む遺物の

可能性をもつ。また、①も鍛造剥片であるが鍛打後発段階の派生品である。

該品の出土位置は、他の試料と同じ3B-13区であるが、但し、住居跡の壁面からの出土であ

り、弥生時代末～古墳時代初よりも年代は新 しくなるのではなかろうか。当区から流出津も一点

出土していて、そちらの共伴遺物となろう。

(5)HRT-5:方 形板状鉄片

①肉眼観察 :平面が不整台形を呈する板状の鉄片である。断面が層状になり表面の一部は銹膨

れが顕著となる。側面の3面は、ほぼ直線状で藝などによる切断面であろうか。金属探知器の反

応は一部でM(◎)である。

②マクロ組織 :Photo.9の①②に示す。

楔型の断面先端部に金属鉄が残存する。この金属鉄は、表層側でエッチングの濃い領域が生成

されて、内面との異なる組織が存在することが判る。また、②の20倍のマクロ組織でみられるよ

うに、該品も繰り返し折り曲げ鍛接の痕跡を残した鍛接線が細かいピッチで認められる。介在物

は少ない清浄な鉄である。

なお、前に楔型の断面と記したが、このマクロ組織の上部の開きは銹膨れにもとずくもので、

本来は該品も厚みが 2111m前 後の板状鉄片であろう。

③顕微鏡組織 :Photo.5の ①～⑦に示す。②③は鉄中の非金属介在物である。この介在物は、

製錬時のものでなくて、鍛打作業中に鉄肌に生じた2次派生物である。これも酸化防止に粘土汁

の塗布により生成されたガラス質スラグと酸化第 1鉄のヴスタイト組成となる。組成についての

詳細はCMAの項で述べる。

ナイタルエッチングの金属組織を④⑤に示す。マクロ組織で観察された表面側のエッチングの

濃い領域は、焼入組織であるマルテンサイト (Martensite)が 焼戻された組織を呈し、内部にな

ると微細なフェライト組織が生成しており、局部的にパーライト組織が分解した微細な炭化物の

析出が見られる。

以上の結果から該品は、0.05%前 後の極低炭素鋼が表面焼入処理が施された後に、600～ 650℃

で焼戻処理が施されたものと推定される。

なお、①はエッチングなしで金属鉄と黒錆部に表れた微細結晶粒の痕跡を示す。銹化鉄に残さ

れた結晶粒の痕跡が金属鉄の組織と大差ないことが判って頂けるであろう。銹化鉄であっても炭

化物や結晶粒の痕跡を探し出して提示すれば貴重な情報となりうる。

④ビッカース断面硬度 I Photo.5の⑥は表面側でエッチングの濃い領域での硬度測定の圧痕で

ある。硬度値は278HVで あった。

極低炭素銅の焼入組織のマルテンサイトの焼戻された材質として問題のない値である。また、

内部は微細フェライトにパーライトが分解した微細な炭化物の析出した個所であり、ここの硬度

値は⑦にみられるように217HVで あった。組織に見合った値である。

一方、Fig。 1に板状鉄片の厚さ方向の硬度分布を示す。板厚の両端が硬 く、内部が軟質でV字
状の挙動である。表面焼入 。焼戻組織の検証となる。

⑤CMA調査 :鉄中の非金属介在物についての分析で2視野の調査である。まず一つは、Photo.12

のCOMP(反射電子像)にみられる白色粒結晶と褐色非晶質ガラスの高速定性分析結果をFig.3
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に示す。A― Rankで検出された元素は、鉄 (Fe)と ガラス質成分 (Si+Al+Ca+MgttK)、 燐 (P)、

塩素 (Cl)、 酸素 (0)な どである。砂鉄特有元素のチタン (Ti)、 バナジュウム (V)は含まれ

ない。

この高速定性分析結果を祝覚化 した面分析の特性X線像 と定量分析結果がPhoto.12で ある。

COMP(反射電子像)に 4の番号のついた白色粒状結晶は、鉄 (Fe)と 酸素 (0)にのみ白色輝

点が集中し、100%FeOの 定量分析値が得 られて、酸化第 1鉄 (FeO)の ヴスタイ トが同定され

る。鍛打時の鉄肌に生 じた酸化鉄である。

また、COMPの 5の番号は、褐色非晶質ガラスである。白色輝点の集中する元素は、鉄 (Fe)

カルシュウム (Ca)、 珪素 (Si)に強 く、アルミニュウム (Al)、 燐 (P)に弱 く集中する。定

量分析値は、12.5%CaO-41.7%FeO-6.4%A1203~33.9%Si02組 成か ら鉄ゲーレナイ ト (Iron

gehe�te i 2CaO(Fe・ A1203)03・ Si02系 の鉱物相が同定される。これには1.3%P205を 固溶する。

弥生時代終末期の鉄器から鉄ゲーレナイ ト系介在物が検出され事例 として長野県所在の根琢遺跡

出土の渦巻文装飾鉄剣 と共伴の鉄剣がある。②

次は白色粒状結晶のヴスタイ トを共件 しないガラス分主体の介在物の調査である。Photo.13の

COMP(反射電子像)にみられる介在物の高速定性分析結果をFig。 4に示す。A― Rankで検出さ

れた元素は、鉄 (Fe)、 ガラス質成分 (SittAl+CattMgttK+Na)、 燐 (P)、 硫黄 (S)、 塩素

(Cl)、 酸素 (0)な どである。B―Rankでチタン (Ti)が認められた。

この高速定性分析結果をもとにした特性X線像 と定量分析値がPhoto.13で ある。COMPの 2の

番号は、非品質ガラスに灰 白色の筋状の鉱物相がみえる個所の分析である。白色輝点は、鉄

(Fe)と 珪素 (Si)に 強 く集中し、52.3%FeO-25.1%Si02組 成の定量分析値が得 られた。鉄かん

らん石のファイヤライ ト (Fayalite:2FeO oSi02)で あるが、これには7.8%CaO-4.9%A1203が固

溶するので、次の 3の番号の鉱物相に近い。 3の番号は、29,3%FeO-4.9%CaO-7.9%A1203~

42.6%Si02組 成で、鉄ゲーレナイ ト系が同定される。

当介在物は、ガラス質成分珪酸塩 とするには、やや展伸性に欠ける傾向にある。当介在物の生

成は鍛打時の赤熟鉄素材の酸化防止に塗布された粘土汁由来によるものか、製錬時派生の介在物

かの判別はつけ難い面をもつ。

(6)HRT-6:方 形板状鉄片

①肉眼観察 :平面が不整台形を呈する薄い (21111n前後)板状の鉄片である。周囲4面が直線状

で藝などによる切断面であろうか。酸化土砂の付着が著しく、粉災の付着も一個所見 られた。金

属探知器の反応はなく、銹化が進行 して金属鉄の残留はない。

②マクロ組織 I Photo.7の④に示す。板材の中核部は空洞化 し、外周縁部の残留黒錆部も少な

く、銹膨れに2次付着物の結合で外形を保っている。

③顕微鏡組織 I Photo.6の ①～③に示す。金属組織は残存せず、銹化鉄はゲーサイ ト化する。

銹化鉄は炭化物やフェライ トの痕跡に関する情報も殆んどが消滅 してお り、強いて発言するなら、

フェライ ト基地の極低炭素銅であろう。

(7)HRT-7:方 形板状鉄片

①肉眼観察 :平面は不整台形状で短片はくの字状に、長片は両端に屈曲部が認められる鉄片で

ある。縁辺はほぼ直線状で、藝などによる切断痕を残す。全面に酸化土砂が固着する。金属探知
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器の反応は、H(○)で全体的に安定 していた。

②マクロ組織 I Photo.10に 示す。断面の中核部に極 く僅かの金属鉄を残す。該品の外周部は二

次汚染の酸化土砂の付着が著 しい。

③顕微鏡組織 I Photo.6の④～①に示す。⑤は鉄中の非金属介在物である。酸化第 1鉄のヴス

タイ トが単独で存在する。③⑦はナイタルエッチで表れたフェライ ト結晶粒 と、粒界交点に極 く

微量の塊状セメタイ トが析出する。0.ol%以下の炭素含有量の極軟鋼である。

④ ビッカース断面硬度 :Photo.6の ①にフェライ ト結晶粒組織の硬度測定の圧痕を示す。硬度

値は123HVで あった。フェライ ト結晶の粒度番号が 6番前後であってやや硬質に表れている。

4.ま とめ

調査結果のまとめをTable。 2に示す。

(1)袋状鉄片は、鉱石系共析銅 (0.8%C)を 素材 として鍛造成型後、高温焼戻 し (700℃前後)

を施 した製品である。金属組織は微細粒状セメンタイ トを析出させた材質で、最適工具鋼の熱処

理品となっている。

(2)藝切 りの痕跡を残す 5点の方形板状鉄片は、いずれも鉱石系で軟質な極低炭素鋼の充当で

ある。そのうちの金属組織を残留 した 1点は、表層部にマルテンサイ トが焼戻された組織をもち、

極低災素銅 (0.05%程度)に もかかわらず、焼入焼戻組織が施され、工具用途が想定された。後

工程の藝切 り成型を配慮 しての材質選定であろうか。

(3)袋状鉄斧 と方形板状鉄片は、いずれも鍛造品であって、繰返 し曲げ鍛接時の鍛接線 (繊維

状組織 :Metal Flow)が認められる。鍛打時に赤熟鉄素材の酸化防止に塗布された粘土汁由来

のガラス質スラグ組織の介在物が僅かに局所に認められた。

(4)鉄中の非金属介在物は、前述 した如 く、鉄肌に生 じた微細なガラス質スラグと、その中に

包蔵された小型の酸化鉄 (ヴスタイ ト:FeO)以外は、殆んど検出されていない。そのために、

各鉄製品の鋼種を決定する決め手に欠 く。製鋼法として、高温還元間接製銅法の炒銅法 (溶銑を

攪拌 して酸化脱炭 して鍛打を加えた鋼)か、低温還元直接製鋼法による塊煉鉄なのか決めかねる。

強いて発言するならば、 3世紀代で非常に清浄な鋼であるが、フェライ ト結晶粒に不均一性を有

するので後者の塊煉鉄に可能性が高いといえよう。ただし、ここで看過できぬ介在物 としての鉄

ゲーレナイ ト(Iron gehlenite:2CaO(Fe・ A1203)03・ Si02)系鉱物相が方形板状鉄片 (HRT―
5)か ら検出された。同系鉱物相をもつ弥生時代終末期の渦巻文装飾が施された鉄剣 と共伴鉄剣

が長野県根塚遺跡から出土している。渦巻状の文様は、朝鮮半島南部の伽那地方独特のものとい

われる。両者の産地は朝鮮半島側の何処かに比定できないであろうか。今後の研究課題となって

くる。

(5)平田遺跡の 3B-13区鍛冶工房跡は、藝や砥石 と共に、藝切 りの痕跡を留めた鉄片出土か

ら原始鍛冶の様相を帯びる③。すなわち、当工房内で、沸かし作業の鍛錬鍛冶を証明する鉄津や

羽口が出土していない。

一方、平田遺跡の原始鍛冶は、京都府所在で奈具岡遺跡の弥生時代中期後半の鍛冶原料鉄 とは

大きく異なる。奈具岡遺跡は中国産と想定される鋳鉄脱災銅 (棒、板状籠に銑鉄を流 し込んで脱

炭 した半製品)の使用であった④。水晶玉造 りと、操業年代の差で原料鉄の材質が変化 している。
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一方、袋状鉄斧 と方形板状鉄片は、端正な折 り返 し鍛接 と、適切な熱処理が施されていて、海

外からの搬入品の可能性が高い。 3世紀代になると朝鮮半島産を考えても矛盾はない。翻って島

根県下にも弥生時代末頃の可能性が高い鍛冶炉をもって椀形鍛冶津と粒状滓と鍛造剥片を出土 し

た安来市所在、塩津丘陵遺跡群の中に柳遺跡がある。この遺跡出土遺物を調査 しているが、椀型

鍛冶津の鉱物組成がヴスタイ ト (FeO)で なく、ファイヤライ ト (2FeO oSi02)主 体で、古墳時

代の津の傾向を帯びている⑤。

平田遺跡 と柳遺跡の鍛冶工房が同時期に併存 したか否か今後の研究課題となるであろう。

(6)流動滓状の小塊は、銑鉄片に酸化土砂を固着する塊であった。ただし、該品には、鍛打作

業の初期段階で派生する粒状滓や鍛造剥片 (ガ ラス質組成にウルポスピネルを晶出)を付着 して

いた。該品は竪穴住居跡内からの出土でなくて、壁面外であった。当区から砂鉄流出津の出土も

あって、後世の混入品の可能性をもつ。
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Table.1 供試材の履歴と調査項目

符 号 遺跡名 出上位冒 自物No 遺物名称 推 定 年 代 計測値

メタル度

調 査 項 目 備  考

大きさ(mm) 重量(g) マクロ組織 ピッカーズ断面硬度 X線回折 CMA 化学分析 耐火度 カロリー

HRT-1 平田遺跡 3B‐ 13区 ‐ス ③ 方形板状鉄片 弥生時代末～古墳時代初 27× 22×4 823 H(○)
○ ○ HRT-5'7と 同一試料に埋込み

HRT-2 平田遺跡 3B‐ 13区 ‐ア ⑩ 方形板状鉄片 弥生時代末～古墳時代初 24×20×7 551 錆化(△ )
○ ○ HRT-6と 同一試料に埋込み

HRT-3 平田遺跡 3B‐ 13区 ―ウ ④ 鉄 斧 弥生時代末～古墳時代初 46× 21×3 1825 L(●)
○ ○ ○ ○

HRT-4 平田這跡 3B-13区 ① 鋭鉄片
弥生時代末～古墳時代初
(年 代新しくなる可能性)

12× 9× 7 な し ○ ○

HRT-5 平田遺跡 3B13区‐フ ⑫ 方形板状鉄片 弥生時代末～古墳時代初 22× 20× 9 M(◎ )
○ ○ ○ ○ HRT-1・ 7と 同一試料に埋込み

HRT-6 平田遺跡 3B‐ 13区 ‐ネ ① 方形板状鉄片 弥生時代末～古墳時代初 23× 13× 3 268 錆化(△) ○ ○ HRT-2と 同一試料に埋込み

HRT-7 平田遺跡 3B■ 3区―ト ① 方形板状鉄庁 弥生時代末～古墳時代初 23× 18× 5 H(O) ○ ○ O HRT-1・ 5と 同一試料に遅込み

Table.2 出土遺物の調査結果のまとめ

符号 追跡名 出上位置 遺物名称 推定年代 顕微鏡組織 所 見

引RT-1 平田遺跡 〕B-13区 ―ス 方形板状鉄片 ふ生時代末～古墳時代ヽ 銹化鉄、微細粒フェライ ト痕跡、介在物GttW 極低炭素銅、介在物鍛接線上の派生物

引RT-2 平田遺跡 〕B-13区 ―ア 方形板状鉄片 ふ生時代末～古墳時代わ銹化鉄、微細粒フェライ ト痕跡、介在物剥落 極低炭素鋼

引RT-3 平田遺跡 3B-13区―ウ 鉄斧 ふ生時代末～古墳時代巧金属鉄、介在物珪酸塩、塊状フェライトと微細粒状セメンタイト共折銅(07%C)の高温焼戻、最適工具釦

→RT-4 平田遺跡 3B-13区 銑鉄片 古代以降のもの 銹化鉄白鋳鉄痕跡、表層ヴスタイト晶出、粒状滓と鍛造剥片付着 下げ脱炭の関連遺物

→RT-5 平田遺跡 〕B-13区―フ 方形板状鉄片 ふ生時代末～古墳時代わ金属鉄介在物W、 lG、 表層マルテンサイトの焼戻組織、フェライト亜共折銅(005%C)の 焼入、焼戻組織(600～650℃ )

→RT-6 平田追跡 〕B-13区―ネ 方形板状鉄片 ふ生時代末～古墳時代お銹化鉄、不明瞭であるがフェライ ト基地か 極低炭素鋼

引RT-7 平田遺跡 〕B-13区 ―ト方形板状鉄片 h生時代末～古墳H寺代わ金属鉄、介在物ヴスタイト、フェライト基地に塊状セメンタイト極低炭素鋼

G:ガ ラス質スラグ、WiVVusute(FeO)、 IG:Iron gehlenle(2CaO(Fe・ A1203)03・ Si02
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Photo.1 方形板状鉄片の顕微鏡組織

- 76 -



Photo.2 方形板状鉄片と鉄斧の顔微鏡組織
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HRT-3(2)
鉄 斧

①×100、②③×400

非金属介在物 (珪酸塩)

④×100、⑤⑤×400

ナイタルetch

塊粒フェライ トと微細粒

状セメンタイ ト

⑦③×200、 硬度圧痕

⑦241 Hv、 ③ 287Hv

②

___ 一 一  

―

'~

―
 ‐ P

―

― い  
｀

“

‐ P

Photo.3 鉄斧の顕微鏡組織
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Photo.4 銑鉄片の顕微鏡組織
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Photo.5 方形板状鉄片の顕微鏡組織
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Photo.6 方形板状鉄片の顕微鏡組織
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HRT-3(× 0,74)

×5

HRT-1
×5

HRT-2
×5―

餡

― 方形板状鉄片 (X077)

HRT-4 ×5

銑鉄片 (×074)

HRT-6 ×5

方形板状鉄片 (× 0.75)

HRT-2×5

Photo 8 鉄斧のマクロ組織

HRT-3 ×20
(× 0.75)

方形板状鉄片 (× 071)

Photo.7 方形板状鉄片と銑鉄片のマクロ組織



―
―
　
∞
∞
　
―
―

HRT-7 ×5
(X075)

HRT-7 ×20
(× 075)

Photo.10 方形板状鉄片のマクロ組織

HRT-5 ×5
(× 0,75)

HRT-5 ×20
(× 0.75)

Photo.9 方形板状鉄片のマクロ組織



Comp

(I:― |

Element    l

Na20     0。 665

Mg0       2.234

A1203    7,760
Si02    71.097
P205      -
S         ―

K20       3.067

Ca0      18.687

Ti02     0。 579

M■0       0,041

Fe0       3.140

Zr02       -

V205     0.028
Cr203     0.082

Total   102.320

Photo.11 鉄斧 (HRT-3)鉄中非金属介在物の特性X線像 と定量分析値 (×司000。 縮小0.6)

-84-



Comp
Element   4        5
Na20     0,044    0.508
Mg0     0.592    1.528
A1203    0.334    6.864
Si02     0。 199   33.884

P205     -      1。 303
lS        O。 011    0。 096

K20       -       2.646
CaO       -      12.478

T102    o。 198   0。 100

Mn0      0.025    0。 184

Fe0   100.451  41.747
Zr02      -        ―

V205     -     o.099
Cr203    0.004    0.039

十� f_■ 、i札

Tota1  101.855  100。 949

Photo.12 方形板状鉄片 (HRT-5、 その1)鉄中非金属介在物の特性X線像 と定量分析値 (× 1500。 縮小06)
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Comp

一^〓一〕一　　．

Element  2
Na20    0。 457

Mg0     0。 607

A1203  4.875
Si02   25,076

P205    0。 488

S       O,320
K20     1.447
Ca0     7.757

Ti02   o.222
M■0     0.264

Fe0    52.321

Zr02    0.022
V205    0,1lo

Cr203   0.083

B

0.485

1.761

7,905

42.558

0.710

0.057

1.949

14。 919

0.380

0.354

29.298

0,055

Tota1   93.969  100.412

Photo.13 方形板状鉄片 (HRT-5、 その2)鉄中非金属介在物の特性X線像 と定量分析値 (× 1500。 縮小06)
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Fig.1 鉄斧 と方形板状鉄片の厚 さ方向硬度分布

0   0.2  0.4  0.6  0.3   1   1.2

表面からの距離 (mm)

Fig.2 鉄斧 (HRT-3)鉄 中非金属介在物のコンピュータープログラムによる高速定性分析結果 (photo.11に 対応)
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Z = 11.9315 m
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Scm O14 HD9 10000
1  ch LDEttH
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SI P

B‐Rollk : TI Re

-87-



Fig 3 方形板状鉄片 (HRT-5そ の1)鉄中非金属介在物のコンピュータープログラムによる高速定性分析結果 (photo.12と 対応)
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お‐Rank : C  O  出9 AI Si
P  C: K  CB F●

B‐ 魔arlk : 負●

Fig.4 方形板状鉄片 (HRT-5、 その2)鉄中非金属介在物のコンピュータープログラムによる高速定性分析結果 (photo 13と 対応)
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Ⅱコ平田遺跡出土遺物の科学分析調査報告書

(財)安来市体育文化振興財 団・和鋼博物館

平田遺跡第Ⅲ調査区出土鉄器等の科学分析調査結果について報告する。
平田遺跡の概要 :大原郡木次町大字平田地内、斐伊川と阿井川が合流する地点の斐伊川に面した

河岸段丘上に位置し、これまでに縄文時代中期から後期にかけての土器や、石
器製作工房跡などが検出されている。今回の調査 (平成ll年 4月 ～)では、縄
文時代晩期から中世にかけての土器が出土しているが、斐伊川に沿った水田下
約 2mか ら弥生時代終末から古墳時代初頭の竪穴建物跡が検出され、鍛冶炉や
鍛冶関連遺物も検出された。

尊

写真l No.1
(長三角形鉄片)

写真3 No3
(不明鉄器)

iと

'μ
写真2 No.2
(棒状鉄器)

写真4 No.4
(鉄滓)

一
―
フ

・

一
ｌ
Ｒ
Ｔ

一
１
０
Ｔ

∵
０

・

1日 資料明細および外観所見

No. 名 称 採取番号 重量 (g) 観 察 所 見

1

長三角形

鉄片
主体部③ 324

鋭角になった2片の先端部分は藝による切断部と思われ、銹化によって鉄素材
の剥離が見られる。

2 棒状鉄器
B-7
(全体)

19

同一固体とみられる2片 中の 1片。片方の鉄器端部はやや曲がり、巻き上げ状

の植物質が残存する。鉄器の幅は6mmで あるが厚 さは2～3mmで 断面形は長

方形ないし台形を呈する。

3 不明鉄器 B-7③ 11.17

最大幅は刊.7cm、 片方は1.5cmで先細状の鉄器かと考えられる。厚さは5.0～

5.5mmで ほぼ一定 している。藝による切断面の有無は不明であるが、両端に

強打による磨減はみられない。

4 鉄滓 21
表面は黒色を呈し、わずかに気泡がみられる。接地面はザラザラした感じで

軽石状の微砂、細砂が付着する。破面には錆がみられる。
5 木 炭

6 木炭

7 木 炭

2日 外観写真
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写真5 木炭 (左よりNo.5、 No.6、 No.7)

3.光学顕微鏡組織観察

資料の切断面を樹脂に埋め込み後、ダイヤモンドペース トで研磨 し、光学顕微鏡にて組織を観

察 した。

×25

写真6 Nol(長三角形鉄片)

-90-



写真7

Ⅲ 縄 工転 ■
No.2(棒状鉄器)

×可00

×400

×100

×10o

一
ヽ
．

一｛ｉ一・

一一
・」．ト

平
～
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臨
Ⅵ

×100 ×400

写真9 No.4(鉄滓)

4.化学成分分析

資料 を粉砕 し、化学成分を分析 した結果 を表 2、 表 3に示す。 このうちS(硫黄)は赤外線吸

収法で、Feo(ウ スタイ ト)と M・ Fe(メ タル鉄)は溶量法、その他は高周波プラズマ誘導結合

型発光分光分析法 (ICP発光分光分析)に より分析 した。

表2 鉄器の化学成分分析 (wt%)
No 名  称 C Si Mn P S Ni Cr V Co Cu

1 長三角形鉄片 099 5.01 001 010 0084 0,0刊 001 0004 00刊 001

2 棒状 鉄器 070 2.09 001 0.081 0067 0,01 001 0,003 00刊 001

3 不明 鉄器 6.03 2.97 009 0,11 0086 001 001 0.021 001 001

No AI Ti Ca Mg Fe

1 155 0.03 0.31 0.09 56.42

2 0.56 0.01 009 0.02 6244

3 0.91 0.03 019 0.03 5531

表3 鉄滓の化学成分分析 (wt%)
No 名 称 C Si02 MnO P S Ni Cr203 Na K CaO

4 鉄 滓 0005 2司 82 076 016 006刊 006 0.06 0.26 309

No MgO V205 Ti02 Cu A1203 T・ Fe FeO Fe203 M・ Fe

083 0,41 3.51 001 3.08 4450 56.15 0.43 0.55
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5.SEM― EDXによる微細組織観察および局部分析

(鉄器るよび鉄滓)

資料の切断面を樹脂に埋め込み後、ダイヤモンドペー

ス トで研磨 し、走査型電子顕微鏡にて組織観察および

EDX局部分析 (エ ネルギー分散型X線分析)を行った。

A部分析 (鉄)

α00kW I力 lH  力‐功,D ODO keV ■mer"

B部分析 (酸化鉄)

C部分析 (酸化鉄)

A部分析 (鉄)

B部分析 (鉄)

×looo

写真10 No.1(長 三角形鉄片)

×100o

写真1l No.2(棒 状鉄器)
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C部分析 (酸化鉄)



A部分析 (酸化鉄)

B部分析 (酸化鉄)

C部分析 (酸化鉄) D部分析 (黒鉛)

写真12 No.3(不明鉄器)

×1000

No.4(鉄滓)

E部分析 (酸化鉄)

A部分析 (ウ ルボスピネル)

B部分析 (ウ スタイ ト)

D部分析 (ガ ラス質)C部分析 (フ ァイヤライ ド)

写真13

×1000
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6日 SEMに よる微細組織観察 (木炭)

原木の材質判定のためSEMに より木回の繊維組織を観察した。

No.5(木炭)は粉化 しており観察不能。

×100

写真14 No.6(木炭)

×100

写真15 No.7(木炭)
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7日 X線回析

鉄津について構成結晶の同定のため粉末資料を用いたX線回析を行った。

'ン

タ・ル名   :米 次 平 田

ファイル   =和 朗 博 物 館

コメント   =供 薄

測 定 回     i 15-Feも 一〇〇

測 定 者   :dmax

No4  [半 滑化       」 方法 !加 蕉平均

2407〔 ハ・,タ タ・カント・ 除去  ]

23:50 [Kα 2除 去     ]
[ピ ー クサーチ    〕

平 滑 化 点 数

ピー ク強度 しきい値

ピー クIEし きい値   =0.50

秀 ミを欠 rtl」 斗 と田 進 ≧五亦  N04 Fe0
Fe2 T
Fe2 S
Fe

一　

一　

一　

一

?0 00e                                40 000       2つ  [°  ]                69 999

図l No.4(鉄滓)

8.ま とめ

8-1 鉄 器

No。 1、 2、 3と もに鉄器は殆 ど銹化 し、メタル鉄の残 りが非常に少ないため化学成分分析値中

のCの値は真を示すものではなく外部からの混入であると考えられ、これらの情報からは鉄器の

炭素含有量は不明である。しかし、組織観察によるパーライ ト組織およびセメンタイ トの痕跡か

ら災素量を推定すると、No.1(長三角形鉄器)は0.4～0.5%Cの 中災素銅、No.2(棒状鉄器)は
0。2%C以下の軟鋼で、No。 1、 2と もに組織が僅かながら伸展 していることから鍛造されたものと

思われる。No。 3(不明鉄器)はデンドライ ト状のセメンタイ トの痕跡からと3～ 4%Cの鋳鉄

と推定されるが、かなりの部分に片状黒鉛が認められる。鋳造組織であるがセメンタイ トの痕跡

と片状黒鉛が混在 し、また、特に表面が脱炭しているようには見 られないことから、白銑鋳鉄が

冷却過程で部分的に黒鉛化 したと見るべきである。

C以外の化学成分についてみると、Si、 Al、 Sが高い値を示すのは外部汚染によると思われるが、

これらを考慮すると不純物が少なく良質の鋼であると言える。

素材原料について、砂鉄系か鉱石系の判断基準となるMn、 Cu、 P、 Ti、 Vの分析値を表 4に示す。

鉱石系の指標 となるPは高目であるが、Cuについてはすべてで低 くく、MnはNo。 3を除いて低い。

(No.3も それほど高い値ではない)

一方、砂鉄系原料の判断基準は、Ti、 Vを含むことで、平均でTi=0.02%、 V=0,01%であるとさ

れている (1)。 本資料の場合、Tiの値はその近傍であるがVは低 目であり、判断が難しいところ

である。ところで、埋蔵鉄器ではTiは周囲の土質による汚染により増加する場合があり、とくに

銹化 している場合はそのままの数値で判断が出来ない。しかし、汚染があるときは土質中の主成

分であるSi、 Alも 増加するので、Ti/Si、 Ti/Al比はあまり変化 しなく、砂鉄系を原料とする場合で

Tiが多いとTi/Si、 Ti/Al比 も大となる。本資料のこれらの値を表 4に示すが、清永氏 (2)が求め

た砂鉄系のTi/Si比 =0。 11～ 0。89、 Ti/Al:0。83～2.28と 比較するといずれも低い値を示し、これら

の結果から砂鉄系ではなく、鉱石系を原料 とした鉄器であると判断される。
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次に、国内産か外国産かについてみると、佐々木稔氏 ら (3)イよ、 5～ 7世紀の古墳か ら出土
する鉄器は、漢代に始まった妙鋼法による製品が多いとし、妙銅法製品の特徴として、銹化 した
資料の場合は、「Tiが低 く、Cu、 Caあ るいはPが高 く、Cao― Si02系、もしくはCaO― A1202~Si02
系介在物がある」 としている。本資料の場合、Tiが低 く、Ca、 Pが高い点で合致するが、Cuは
低い、また、介在物についてみると銹化の度合が進んでいるため、介在物の同定は困難である。
CaO― Si02系、もしくはCaO― A1203~Si02系 介在物を確認することは出来なかった。また、鋼
製品No.1、 No.2と 銑鉄製品No.3は炭素量以外の不純物元素はほぼ似てお り、銑鉄製品が妙鋼
製品とは考え難いので、同様にNo.1、 No。 2も 妙鋼製品とは考え難い。

表 4鉄 器の微量成分分析値 (wt%)
No. 名 称 Mn Cu P Ti V Ca Ti/Si TyAI

1 長三角形鉄片 0.01 0.01 010 0.03 0,004 031 0.006 0.019
2 棒状鉄器 0.01 0.01 0.081 0,01 0.003 0.09 0.005 0.018

3 不明鉄器 0.09 0.0刊 011 0.03 0.021 0.19 0010 0033

8-2 鉄 滓

大沢工巳 (4)が調査された古墳出土鉄津滓の化学組成および構成相 (鉱物組成)の分類 を参
考にして本資料の分析結果をまとめると表 5の ようになる。

光学顕微鏡組織をみるとスラグ中によく発達 した樹脂状晶を多 く含む、SEM― EDX組織観察
およびX線回折からこの結晶はウルボスピネル (Fe2Ti04)で ある。

また、化学分析結果より、全Fe(T・ Fe)イよ44.5%と やや低 く、造滓成分は28.8%と 比較的高
く、精錬が未熟であ り、またTi02と Vがそれぞれ3.51%、 0。23%と 比較的高いことから、砂鉄を
原料 とした製錬津と推定される。

表 5 主要成分、鉱物組成まとめ

主要化学組成 鉱物組成
★2

T・ Fe 造滓成分
★

'
Ti・ 02 V SEM― EDX X線回折

44.50 28.82 3.51 0.23 U、 F、 W U、 F、 W
・1:Si02+CaOttMgO+A12+03

:U=ウ ルボスピネル(Fe2Ti04)、 F=フ ァイヤライト(Fe2Si04)、 VV=ウ スタイト(FeO)

8-3 木 炭

木口断面の組織観察から従来調査例 との比較で原木材質を推定すると、No.6の 木口組織はナ
ラの木口に類似 している、またNo.7は 1次導管 (太い導管)の配列が若干異なるがケヤキを原
木とする木炭の木口組織に類似 している。No.5については、粉化 してお り木口組織の観察が不
能であり原木を特定できない。写真16、 17に夫々ナラ、ケヤキを原木とする木炭の木口組織を示す。

×100

写真16 ナラを原木 とする木炭の木口組織
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×100 ×300

写真16 ケヤキを原木とする木炭の木口組織

9.結 論

(1)No。 1(長三角形鉄片):0.4～ 0.5%Cの中炭素鋼。鍛造品である。鉱石を原料にしたと推定

される。

(2)No.2(棒状鉄器):0.2%C以 下の軟鋼。鍛造品である。鉱石を原料にしたと推定される。

(3)No.3(不明鉄器):3～ 4%Cの 白銑鋳鉄の鋳造品である。冷却過程で部分的に黒鉛化 した

と思われる。原料は鉱石であると推定される。

(4)No.4(鉄滓):砂鉄を原料 とした製錬滓と推定される。

(5)No.5(木炭):不明。

(6)No.6(木炭):原木はナラの類 と推定される。

(7)No.7(木災):原木はケヤキの類 と推定される。

10H引用文献

(1)清永欣吾 :「奈良県下の古墳より出土 した鉄刀剣の化学分析」橿原考古学研究所紀要考古

学論孜、第 9冊、1983年

(2)清永欣吾 :斑鳩藤ノ木古墳第 2・ 3次調査報告書 平成 5年

(3)佐 々木稔、村田明美、伊達叡 :「古代における妙鋼法 とその製品」 日本製鉄史論集、たた

ら研究会、昭58

(4)大沢正巳 :「古代出土鉄滓からみた古代製鉄」、日本製鉄史論集、たたら研究会、昭58

以上の分析は、 日立金属 (株)冶金研究所、(株)ハ イメック中国事業所で実施 し、(財)和鋼博

物館村川義行が纏めた。
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ⅢE平田遺跡第Ⅲ調査区の堅穴住居跡の焼土と鉄器製作工房跡内の鍛治炉跡の地磁気年代

島根大学総合理工学部  時 枝 克 安

1日 遺構と試料

平田Ш遺跡 (島根県大原郡大字平田)は斐伊川に沿う砂の堆積地にある。 2-ll区 の竪穴住居
跡 (S101)内 には 3つの焼土 (A、 B、 C)が近接 して検出された。いずれも細粒の砂が赤変 し
てお り、Aと Bでは黒色部分の混入が見 られるが、Cにはない。普通、焼上の境界の色調は赤色
から未焼成の土色へと段階的に変わるが、この焼土では急激に変わっている。焼土Cの近 くの床
面直上から小型の瓶 (底 はないが他は原型を保持 している)が出土 してお り、器形から弥生時代

後期前半のものと推定されている。地磁気年代を求めるための定方位試料 として、赤変の明瞭な
ところを選び、Aか ら5個、Bか らlo個、Cか らlo個 を採取 した。

3B-13区の竪穴建物内からは、 3つの炉跡と1つの焼土跡が検出された。これらのなかで明

瞭な赤変が認められるのは 1、 2号炉のみである。建物の床面やピット内か らは、鉄器 と鉄片

(42点 )、 微小鉄片 (4点)が出土 してお り、木戊片が周囲に故在 していた。これらの状況から、
この竪穴建物は鉄器製作工房跡であ り、炉跡は鍛冶炉であると推定されている。建物の床面直上

から出土 した土器は弥生時代終末から古墳時代初期のものと推定されている。地磁気年代を推定

するための定方位試料 として、 1、 2号鍛冶炉の赤変の強い部分を選んで、 1号鍛冶炉から9個、
2号鍛冶炉から17個 を採取 した。どちらの鍛冶炉 も小さく、また、炉底の断面を観察するため、

炉の縦半分が既に取除かれていたために、試料個数は少数に限られた。定方位試料の採取法とし
ては、整形 した焼土塊に樹脂製ケース (24× 24× 24mm)を 被せて隙間を石膏で充填 し、ケース上

面の走行 と傾斜をクリノコンパスで測定する仕方をとっている。試料採取状況を表に示す。

平田Ⅲ遺跡の住居跡焼土と鍛冶炉跡からの試料採取状況

遺  構 試料採取場所 (個数) 試料総数

住居跡 (SЮl)焼土 焼土 A(5),B(lo),C(10)細粒の砂が焼 けている 25

1号鍛冶炉跡 縦半分(19× 35cm)(9)細粒の砂が焼けている 9

2号鍛冶炉跡 縦半分 (刊 2×38cm)(17)細粒の砂が焼 けている 17
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4.測定結果

[自 然残留磁気]

試料の残留磁気の方向をスピナー磁力計 (Schonstedttt Model ssM-lA)で測定した。住居

跡 (SI01)の 焼土 (A、 B、 C)の 自然残留磁気の方向の測定結果 (図 1)を見ると、Aの乱れ

が激 しく、Bでは乱れは少ないが集中するものはない。しかし、Cでは一部に集中するものがあ

る。自然残留磁気強度 (図 2)を見ると、Aと Bでは同じ分布を示 し、試料の20%が～10‐5emu/g、

残 りが～10~emu/gで あるが、CではAと Bよ りもい くぶん強 く、全て～10~4emu/gで ある。C

の強度が優るために、その焼成度はA、 Bよ りも大きく、また、残留磁気の安定性が優 り、集中

したデータが認められることになる。

1号および2号鍛冶炉跡の自然残留磁気の方向の測定結果 (図 4、 5[消磁前])では、少数の

試料の自然残留磁気の方向が集中しているが、大部分はまとまりなく分散 している。両者の自然

残留磁気強度 (emu/g)は同じ分布を示 し、試料の約10%が～10~5emu/g、 残 りが～10~4emu/g

である。住居跡 (S101)の焼土 と鍛冶炉跡の自然残留磁気強度がほぼ同じであるという結果を

得た。同一堆積環境にある砂中の磁性粒子 (砂鉄)の組成、粒度分布はよく似ていると考えられ

るので、自然残留磁気強度に大差がないことは、焼土と鍛冶炉跡の焼成度がほぼ同じであること

を示唆 している。

[交流消磁]

自然残留磁気の方向にかなりの乱れが認められたので、方向の集中度を改善するために、交流

消磁を行った。交流消磁 というのは、試料を交流磁場中で回転させながら、磁場強度をある設定

値から零になるまで滑 らかに減少させて、抗磁力が設定値よりも弱い磁気成分を消去する方法で

ある。データの乱れの原因が、弱い抗磁力をもった 2次磁化の付加であるときには、交流消磁で

データの集中度を改善できる場合がある。まず、各焼土から選んだテス ト試料の予備的交流消磁

を次のように行い、 2次磁化の除去に最適な消磁磁場を決めた。

住居跡 (S101)焼土では、Aか ら5ケ 、Bと Cか ら各 4ケ を選び交流消磁 (消磁磁場 :5、 10、

15mT)を 行った。その結果、Aでは消磁磁場の増加 とともに残留磁気の方向の乱れがかえって

大 きくなったが、Bと Cでは、消磁磁場が10mTの ときに残留磁気が同じ方向に集中した。一方、

残留磁気の強度は消磁磁場の増加 とともに直線的に急減 し、15mTで は消磁前の約 1/3に なっ

た。 したがって、交流消磁 (10mT)に よって、大部分の 2次磁化が除去できたと判断できる。

1、 2号鍛冶炉跡では、交流消磁 (5、 10、 15mT)に 対 して残留磁気の方向の集中した部分の

位置が 5mTで少 し移動したが、10、 15mTではそれ以上の変化はなかった。一方、残留磁気の強

度は消磁磁場の増加 とともに直線的に急減 し、15mTで は消磁前の約 1/3になった。 したがっ

て、消磁磁場が 5mTの ときに、 2次磁化のほとんどが除去できたと考えてよい。消磁磁場の増

加 とともに、データの集中度はわずかずつ劣化 したが、この原因は、砂中の磁性粒子はサイズが

比較的大きいためと考えられる。

次に、全試料に対 して上で決定 した最適磁場で交流消磁を行った。図 3は住居跡 (S101)焼土

のB、 Cの全試料の交流消磁 (10mT)の結果であり、図 4、 5[消磁後]は 1、 2号鍛冶炉跡の

全試料の交流消磁 (5mT)の結果である。なお、焼土 B、 Cの残留磁気は一致 して同じ方向に
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集中することから、焼成年代が同じと判断できるので、データを一緒にまとめて取 り扱う。

交流消磁の結果のなかから、小円内のさらによく揃ったデータのみを選び、これらのデータを

元にして地磁気年代を求める。小円内のデータについて計算 した残留磁気の平均方向と誤差の目

安となる数値を表 1に示す。 kの値が大 きく、α95の値が小さいほど、残留磁気の方向がよく揃っ

ていることを意味している。

平田Ⅲ遺跡の焼土と鍛冶炉跡の残留磁気の平均方向

Im:平均伏角 k:日sherの信頼度係数 n/N:採用試料数/採取試料数
Dm:平均偏角 α95:95%誤差角

5B地磁気年代

図 5は平田Ⅲ遺跡の焼土と鍛冶炉跡の残留磁気の平均方向 (+印)と 誤差の範囲 (点線の精円)

および、広岡による西南日本の過去2000年 間の地磁気永年変化曲線1)で ある。各焼土の地磁気

年代を求めるには、残留磁気の平均方向に近い点を永年変化曲線上に求めて、その点の年代を読

みとればよい。同様にして、年代誤差 も点線の楕円から評価できる。このようにして求めた地磁

気年代の候補値は、SIol焼土 (B、 C)に ついてAD310± 15、 1号鍛冶炉についてAD310± 50、

2号鍛冶炉についてAD260± 15、 となる。なお、標準曲線の1300年前後の部分が残留磁気の平均

方向に近いために、1300年に近い年代値 も候補 となるが、平田Ⅲ遺跡で出土 した土器には、縄文

時代中期～ 8世紀の年代以外のものは見 られないので、省略した。

平田Ⅲ遺跡の焼土と鍛冶炉跡の地磁気年代

遺  構 Im(度 E) Dm(度 E) k α95度 n/N 消磁磁場(mT)

S101焼土 (B,C) 53.57 19.65 3032 0.93 9/20 10

1号鎖冶炉 55.66 13.74 1725 2.21 4/9 5

2号鍛冶炉 59.07 15.62 3039 1.65 4/17 5

遺  構 地 磁 気 年 代

S101兆尭土二(B,c) AD310± 15

1号鍛冶炉 AD310± 50

2号鍛冶炉 AD260± 15
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6.考 察

6-1 残留磁気の方向の信頼性

S101焼土 (B、 C)1こ ついて、焼土Cは良好な焼成度を反映して残留磁気強度が～10‐4emu/gと

比較的強 く、そのために磁気的安定性が優れていると考えられる。焼土B、 Cは同じ建物内部にあ

り近接 (lm以内)していることから、同一時期の使用の可能性が強い。一方、両者の残留磁気

の方向の一致は最終焼成年代が同じであることを示唆している。これらの事柄は焼土 (B、 C)の

残留磁気の信頼性を補強していると考えられる。

1号鍛冶炉と2号鍛冶炉について、採用データの個数はともに少なく4ケ にすぎないが、慎重

な交流消磁によって 2次磁化を除去 してお り、採用 した残留磁気の方向は最終焼成時の地磁気の

正しい方向を示 していると言える。

6-2 地磁気年代と考古学的年代観の比較

2区竪穴住居跡 (S101)の焼土について、焼土Cの近 くの床面直上から小型の奏 (消失底部以

外は原型を保持)が出土 してお り、器形か ら弥生時代後期前半 (～AD200)の ものと推定され

ている。したがって、焼土 (B、 C)の地磁気年代 (AD310± 15)は土器年代よりも約100年 も新

しい方へずれている。

鍛冶炉について、竪穴建物の床面直上から出土した土器は弥生時代終末から古墳時代初期のも

のと推定されている。一方、 1、 2号鍛冶炉の地磁気年代はそれぞれAD310± 50と AD260± 15で

あるので、両年代に大きい矛盾はない。

6-3 地磁気年代と14c年代 との比較

2号鍛冶炉周辺の床面から出土 した炭化物の14c年代 と較正曲線 (Oxcal v.2、 18、 1993)か ら

得 られた暦年代 としてAD10～AD150(確率95%)が報告されている。このように、14c年代は

地磁気年代 (AD260± 15)よ りも約100年古い方へずれてお り、また、やはり床面から出土 した

瓶片の土器年代 (弥生時代終末～古墳時代初期)に姑 しても古い方へかなりずれている。

6-4 弥生時代の年代目盛 り

最近、年輪年代の測定結果の検討に基づいて、弥生時代に姑 して従来あてはめられてきた絶姑

年代はもっと古 くなる可能性があると言われている。もし、弥生時代の標準曲線の年代日盛 りは

従来の年代値を採用 しているので、年輪年代からの推定結果が事実なら、平田Ⅲ遺跡の焼土に対

してここで導いた地磁気年代をより古い値に修正 しなければならない。弥生時代の年代目盛 りの

今後の研究成果に注目したい。

最後に、試料採取、考古学の情報提供についてお世話になった木次町教育委員会文化財係の坂

本諭司氏に厚 く感謝する。
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図1 平田Ⅲ遺跡の住居跡 (slol)の焼土 (A、 B、 c)の 自然残留磁気の方向

(メ 〕 焼土 A        勘簸蹄

10-61 10-5 +0~。 |>lo~2<10-7 ド

一
ｏｏ

〔e mu/8〕

図2 平田Ⅲ遺跡の住居跡 (SIol)の焼土 (A、 B、 C)の 自然残留磁気の強度分布

tX'  焼土 B

焼土 c 嚇

0        0

く10-7 >10-2
一〇 一〇
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(a)交流消磁前 (b)交流消磁 (10mT)

図3 平田Ⅲ遺跡の住居跡 (Slol)の 焼土 (BttC)の 交流,肖磁前後の残留磁気の方向

図4 平田Ⅲ遺跡の1号鍛冶炉跡の交流消儀前後の残留磁気の方向

図5 平田Ⅲ遺跡の2号鍛冶炉跡の交流消磁前後の残留磁気の方向

(b)交流消磁 (5mT)

(a〕 交流消磁前 (b)交流消磁 (5mT)後
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偏角

N
16即

が

平田Ⅲ遺跡の焼土と鍛冶炉跡の残留磁気の平均方向 (+印 )

および、広岡による西南日本の地磁気永年変化曲線
(a)住居跡 (S101)の 焼土 (B+C) (b)1号鍛冶炉跡

と誤差の範囲 (点線の楕円)、

(C)2号鍛冶炉跡

[文 献]

(1)広岡公夫 (1978) 考古地磁気および第四紀古地磁気の最近の動向

第 4紀研究 15、 200-203
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Ⅳ.平田遺跡より発掘された木炭のWC年
代測定

大阪府立大学先端科学研究所
アイソ トープ総合研究センター

川野 瑛子・柴田せつ子

1"は じめに

島根県大原郡木次町教育委員会より測定依頼を受けた平田遺跡より出上の鉄器製作工房跡木炭

のメタノール液体シンチレーション法 [1、 2]に よる14c年代測定結果について報告する。

2日 原理と約束ごと

Libby[3]に よって確立されたこの測定法は、生きている生物体の14c濃度は大気中の14c濃

度とほぼ等 しく、その死後新たな14cの取 り込みは行われないので14cはその半減期で減少する。

したがって生物遺体中の14c濃度 (A)と 、その生物が生 きていたときの14c濃度 (Ao)を測定

すれば現代までに経過 した年数 (t)が次式から計算できる

T1/2             Ao
t= ln  

―0.693              A

大気中14c濃度が経年、地域に関係なく一定であると言う仮定のもとに成立 しているので、Ao

は、現在の自然界の14c濃度を測定すればよいことになる。現在、国際的な標準物質としてアメ

リカ標準局 (NIST)か らシュウ酸 [SRM4990C]が準備 されて、1982年 の国際会議でその値の

74.59%値をA.D。 1950年の (Ao)の値に置 き換えることが約束された。

3.測定方法

提供された試料は少量のため分離法を採用 した。燃焼させて生 じる炭酸ガスを一旦炭酸塩に固

定 し、塩酸を用いて再度災酸ガスを発生させてメタノールヘ導 く。このメタノールの14c放射能

を液体シンチレーション法により測定 し、前項の式より試料の年代を計算する。

1)試料の前処理

通常の前処理に加えて、試料は一旦戊酸塩 (CaC03)に導き、放射能を含まないCaC03で

必要量まで希釈 しメタノール合成に供 した。

2)メ タノールの合成

試料 (Caco3)は塩酸を滴下する事によって炭酸ガス (C02)を 発生させた。

このC02か らメタノール合成の化学反応式は次のとお りである。合成後、 2度蒸留を繰 り

返 し分離精製を行った。

ジェチルカルビ トール

4C02+ 3LiAlH4 LiAl(OCH3)4+ 2LiA102
室温                        !

LiAl(OCH3)4 + 4ROH-4CH30H + LiAl(OR)4
～5℃

ROH in― プテルカルビトール
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標準シュウ酸からメタノールの合成は、標準シュウ酸に硫酸酸性過マンガン酸カリ水溶液

を滴下することによりC02を発生させ、このC02を LiAlH4と 反応させてメタノールを合成

した。精製法は試料メタノールと同様の方法で行った。

3)液シンテレーションカウンターによるメタノールの14c放射能測定

パ ッカー ド社製の トライカーブ2260XL型 を使用、測定領域は18.4～ 84.OKeVに設定。シン

テレーターとしてはButy l― PBDの30g(bis― MSBの0,45gを キシレン1毘 に溶かしたもの

を用いた。測定は試料カクテルとバ ックグランドカクテルを10o分ずつ交互に行い、必要    ―

な時間繰 り返 し測定した。標準シュウ酸から合成 したメタノール試料についても同じ方法

により液シン測定を行った。

4日 14c年代値の算出と結果

前項の液シン測定で得 られた標準シュウ酸、試料及びバ ックグランドの測定値 (dpm/gC)を
用いて前述の式により試料の年代値 を計算することができる。ここでNISTシ ュウ酸値Aoは、

13.576± 0.020dpm/gcを 用いた。計算に際 して14cの半減期 としてはLibbyの提唱 している5568年

を使用 した。また、14c年代値の表示法 としては、1950年 を起点としてこの年より幾年前である

かで示 してあ り、年代値の後にB,P.を 添えるのが慣例である。14c年代値には必ず測定誤差が伴

い、その相姑誤差 1%は80年 となる。誤差は、通常 1標準誤差で表示、これは繰 り返 し測定を行

った場合測定値が誤差の範囲に入るものが全測定の68%であることを意味する。 2標準誤差をと

る場合は誤差の範囲は2倍になるが95%がその範囲に入る。

最後に較正曲線 (OxCa lv2 18、 1993)[4]を用いて14c年代から暦年代 (範囲と確率)を算出

した。

以下に測定結果を示す。14c年代、暦年代 ともに 1標準誤差で表示。

名 当方コー ド
14c年 代 値

y= B. P.

較正年代 (暦年代)

範  囲    確率

AD  10～ 150  (0.95)

AD 170-190  (0.05)

平 田 遺 跡  木 炭 OR-137 1926  ±  33

参考文献
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[3]w.F.Libby;Radiocarbon Daing, 2nd Ed., the Univ.of Chicago Press,

Chicago(1955)

[4]Ra]mey C.B.Oxcal v。 2.18:Radiocarbon Calibration and Statistical Analysis
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V日 平田遺跡出土サヌカイト製遺物および黒曜石製遺物の原材産地分析

京都大学原子炉実験所 藁 科 哲 男

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、
交易および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法によリサヌカイトおよび黒曜石
遺物の石材産地推定を行なっていると、2、 3)。  地質時代に自然の力で移動した岩石の出発露頭
を元素分析で求めるとき、岩石と露頭原石の組成が一致すれば、その露頭から流れた岩石である
と言うことは、自然法則に従って流れたルー トを証明できる。産地分析では『石器とある産地の

原石が一致したからと言って、そこの産地のものと言い切れないが、一致しなかった場合そこの

産地のものでないと言い切れる』が大原則である。人が移動させた石器の組成とA産地原石の組
成が一致したからと言って、産地と出土遺跡の間に地質的関連性がないため、移動ルートが自然
の法則に従って証明できず、その石器がA産地の原石と決定することができない。従って、石器
原材と産地原石が一致したことが、直ちに考古学の資料とならない、確かにA産地との交流で伝
播した可能性は否定できなくなったが、B、 c、 Dの産地でないとの証拠がないために、A産地
だと言い切れない。A産地と一致しなかった場合、結果は考古学の資料として非常に有用である。
それは石器に関してはA産地と交流がなかったと言い切れる。考古学は、様式が一致すると言う
結果が非常に重要な意味があり、見える様式としての形態、文様、見えない様式として土器、青
銅器、ガラスなどの素材があリー致すると言うことは古代人が意識して一致させた可能性があり、
一致すると言うことは、古代人の思考が一致すると考えてもよく、相互関係を調査する重要な結
果である。地質など自然科学の場合は、自然科学的方法 (物理・化学的方法)に従って、産地を

特定するが、分析装置を使用すれば科学的分析と誤解している科学者がみられるが、装置は物差
しにすぎず、得られた結果を自然の法則に従って処理し産地を特定しなければならない。考古学
者は考古学を基準にして、例えば産地が遺跡から近い、移動キャンプ地のルー ト上に位置する。
または原産地地方との交流が石器以外の他の遺物で証明されているなどの条件を考えて、石器の

石質と一致する最も近い産地の原石を肉眼観察を基準にして推測する。この結果が信用される場
合は、石質の一致よりも、産地との交流を推測しても考古学条件に無理がないためである。これ
は、遺跡から500k皿以上離れた産地の石材が石器と一致しても、遠距離の産地を言わず、近くの
一致した産地しか言わないことから分かる。従って、実際に遠距離から伝播した原材でも、近く
の産地のものとして処理している。日本中の産地の石材を観察すると、とても肉眼観察で産地を
特定することはできないと思う。また地質学者に聞いても、とても肉眼観察で産地など特定でき
ないと言う人が多い。石器原材の岩石名、産出産地を述べる場合客観的なデータに基づいて決定
した結果を記さなければ、報告書全体が正確さを欠くように思われる。黒曜石、サヌカイトなど
の主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含有される微量成分組成
には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元素分析を行ない、これを産地を特定する

指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あらかじめ、各原産地ごとに数十
個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物のそれを姑比し

-109-



て産地を推定する。この際多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産地を

同定する。蛍光X線分析法は試料を破壊せずに分析することができて、かつ、試料調整が単純、

測定の操作 も簡単である。石器のような古代人の日用品で多数の試料を分析 しなければ遺跡の正

しい性格が分からないという場合にはことさら有利な分析法である。今回分析 した遺物は島根県

大原郡木次町に位置する平田遺跡出土の縄文時代晩期のサヌカイ ト製石器 5個、黒曜石製石器、

剥片 3個、縄文時代後期後葉～晩期の石器 7個、弥生時代後期前葉の石器、剥片 2個の合計17個

について産地分析の結果が得 られたので報告する。

黒曜石、サヌカイ ト原石の分析

黒曜石、サヌカイ ト両原石の自然面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作 り、エネルギ

ー分散型蛍光X分析装置によって元素分析 を行なう。分析元素はAl、 Si、 K、 Ca、 Ti、 Mn、 Fe、 Rb、

Sr、 Y、 Zム Nbの 12元素をそれぞれ分析 した。

塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取 り、それでもって産地

を特定する指標 とした。

黒曜石原石

黒曜石は、Ca/K、 Ti/K、 Mn/Zr、 Fe/Zr、 Rb/Zr、 Sr/Zr、 Y/Zr、 Nb/Zrの比量を産地を区別する指

標をしてそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、

伊豆七島の神津島、山陰、九州の各地に黒曜石の原産地は分布する。調査を終えた原産地を図 1

に示す。黒曜石原産地のほとんどすべてがつ くされている。元素組成によってこれら原石を分類

し表 1に示す。この原石群に原石産地は不明の遺物で作った遺物群を加えると170個 の原石群に

なる。中信高原地域の黒曜石産地の中で、霧ケ峰群は、長野県下諏訪町金明水、星ヶ塔、星ヶ台

の地点より採取 した原石でもって作 られた群で、同町観音沢の露頭の原石 も、霧ケ峰群に一致す

る元素組成を示 した。和田峠地域原産の原石は、星ヶ塔の西方の山に位置する旧和田峠 トンネル

を中心にした数百メー トルの範囲より採取され、これらを元素組成で分類すると、和田峠第一、

第二、第三、第四、第五、第六の各群に分かたれる。和田峠第一、第三群に分類された原石は旧

トンネル付近より北側の地点より採取され、和田峠第二群のものは、 トンネルの南側の原石に多

くみられる。和田峠第四群は男女倉側の新 トンネルの入 り口、また、和田峠第五、第六群は男女

倉側新 トンネル入 り口左側で、和田峠第一、第三の両群の産地とは逆の方向である。男女倉原産

地の原石は男女倉群にまとまり組成は和田峠第五群に似る。鷹山、星糞峠の黒曜石の中に和田峠

第一群に属する物が多数みられる。麦草峠群は大石川の上流および麦草峠より採取された原石で

作 られた。これら中信高原の原産地は、元素組成で和田峠、霧ケ峰、男女倉、麦草峠の各地域に

区別される。伊豆箱根地方の原産地は笛塚、畑宿、鍛冶屋、上多賀、猫峠西の各地にあり、良質

の石材は、畑宿、柏峠西で斑晶の多いやや石質の悪いものは鍛冶屋、上多賀の両原産地でみられ

る。笛塚産のものはピッチス トーン様で、石器原材 としては良 くないであろう。伊豆諸島の神津

島原産地は砂糠崎、長浜、沢尻湾、恩馳島の各地点から黒曜石が採取され、これら原石から神津

島第一群および第二群の原石群にまとめられる。浅間山の大窪沢の黒曜石は貝殻状剥離せず石器

の原材料 としては不適当ではあるが、考古学者の間でしばしば話題に上るため大窪沢群 として遺
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物と比較 した。また、北陸地方では、富山県の魚津、石川県の比那、福井県の三里山、安島の各

原産地が調査されていて、比那、魚津産黒曜石が石器原材 として使用されている。山陰地方の原

産地は隠岐島の久見、津丼、加茂に代表され石器原材 としては小 さすぎる豆泣大の黒曜石の露頭

が福浦地区にある。また、兵庫、鳥取の県境の雨滝地区から発見 されている黒曜石は微小で石器

原材 としては使用できない。九州北部地方では佐賀県の腰岳地域および大分県の姫島地域の観音

崎、両瀬の両地区は黒曜石の有名な原産地で、姫島地域ではガラス質安山岩 もみられ、これにつ

いても分析を行なった。また、長崎県、壱岐島も君ケ浦、久喜ノ辻、角川、貝畑など地点から黒

曜石が採取できる。西北九州地域で似た組成を示す黒曜石の原石群は、腰岳、古里第一、松浦第
一の各群 (腰岳系 と仮称する)お よび淀姫、中町第一、古里第三、松浦第四の各群 (淀姫系 と仮

称する)な どである。また、古里第二群原石 と肉眼的および成分的に似た原石は嬉野町松尾地区

でも採取でき、この原石は姫島産乳灰色黒曜石 と同色調をしているが、組成によって姫島産の黒

曜石 と容易に区別できる。 もし似た組成の原石で遺物が作 られたとき、この遺物は複数の原産地

に帰属され原石産地を特定できない場合がある。たとえ遺物の原石産地がこれら腰岳系、淀姫系

の原石群の中の一群および古里第二群のみに帰属されても、この遺物の原石産地は腰岳系、淀姫

系および古里第二群の原石を産出する複数の地点を考えなければならない。角礫の黒曜石の原産

地は腰岳および淀姫で、円礫は松浦、中町、古里 (第二群は角礫)の各産地で産出していること

から、似た組成の原石産地の区別は遺物の自然面から円礫か角礫かを判断すれば原石産地の判定

に有用な情報となる。また、九州中部地域の塚瀬と小国の原産地は隣接 し、黒曜石の生成マグマ

は同質と推測され両産地は区別できない。また、熊本県の南関、轟、冠ケ岳の各産地原石はロー

ム化 した阿蘇の火砕流の層の中に含まれる最大で親指大の黒曜石で、非常に広範囲な地域から採

取される原石である。

サヌカイ ト原石

サヌカイ トでは、K/Ca、 Ti/Ca、 Mn/Sr、 Fe/Sr、 Rb/Sr、 Y/Sr、 Zr/Sr、 Nb/Srの比量を才旨標 として

用いる。サヌカイ トの原産地は、西 日本に集中してみられ、石材 として良質な原石の産地および

質は良 くないが考古学者の間で使用されたのではないかと話題に上る産地、および玄武岩、ガラ

ス質安山岩など、合わせて32ヶ 所の調査を終えている。図 2にサヌカイ トの原産地の地点を示す。

このうち、金山・五色台地域では、その中の多 く地点からは良質のサヌカイ トおよびガラス質安

山岩が多量に産出し、かつそれらは数ヶの群に分かれる。近年、九亀市の双子山の南嶺から産出

するサヌカイ ト原石で双子山群を確立 し、またガラス質安山岩は細石器時代に使用された原材で

善通寺市の大麻山南からも産出している。これらの原石を良質の原石生産出する産地および原石

産地不明の遺物を元素組成で分類すると69個の原石群に分類でき、その結果を表 2に示 した。香

川県内の石器原材の産地では金山・五色台地域のサヌカイ ト原石を分類すると、金山西群、金山

東群、国分寺群、蓮光寺群、白峰群、法印谷群の 6個の群、城山群および双子山群に、またガラ

ス質安山岩は金山奥池・五色台地区産は五色台群の単群に、大麻山南産は大麻山南第一、二群の

2群にそれぞれ分類され区別が可能なことを明らかにした。金山・五色台地域産のサヌカイ ト原

石の諸群にほとんど一致する元素組成を示すサヌカイ ト原石が淡路島の岩屋原産地の堆積層から

円礫状で採取される。これ ら岩屋のものを分類すると、全体の約 2/3が表 3に示す割合で金
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山・五色台地域の諸群に一致 し、これらが金山・五色台地域から流れ着いたことがわかる。淡路

島中部地域の原産地である西路山地区および大崩地区からは、岩屋第一群に一致する原石がそれ

ぞれ92%お よび88%と 群を作 らない数個の原石 とがみられ、金山・五色台地域の諸群に一致する

ものはみられなかった。和泉・岸和田原産地からも全体の約 1%であるが金山東群に一致する原

石が採取される (表 4)。 また和歌山市梅原原産地からは、金山原産地の原石に一致する原石は

みられない (表 5)。 仮に、遺物が岩屋、和泉・岸和田原産地などの原石で作 られている場合に

は、産地分析の手続きは複雑になる。その遺跡から10個以上の遺物を分析 し、表 3、 4のそれぞ

れの群に帰属される頻度分布を求め、確率論による期待値 と比較 して確認 しなければならない。

二上山群を作った原石は奈良県北葛城郡当麻町に位置する二上山を中心にした広い地域から採取

された。この二上山群と組成の類似する原石は和泉・岸和田の原産地から6%の割合で採取され

ることから、一遺跡10個以上の遺物を分析 し、表 4のそれぞれの群に帰属される頻度分布をもと

めて、和泉・岸和田原産地の原石が使用されたかどうか判断しなければならない。

結果と考察

遺跡から出上した石器、石片は、風化のためサヌカイ ト製は表面が白っぽく変色 し、新鮮な部

分と異なった元素組成になっている可能性が考えられる。このため遺物の測定面の風化 した部分

に、圧縮空気によってアルミナ粉末を吹きつけ風化層を取 り除き新鮮面を出して測定を行なった。

一方黒曜石製のものは風化に姑 して安定で、表面に薄い水和層が形成されているにすぎないため、

表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられる。産地分析で水和層の影

響は、軽い元素の分析ほど大きいと考えられるが、影響はほとんど見 られない。Ca/K、 Ti/Kの

両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、また除かずに産地分析を行った場合同定される

原産地に差はない。他の元素比量についても風化の影響を完全に否定することができないので、

得 られた確率の数値にはやや不確実さを伴 うが、遺物の石材産地の判定を誤るようなことはない。

今回分析した平田遺跡から出土 した黒曜石製剥片およびサヌカイ ト製剥片の分析結果を表 6-
1、 6-2に 示 した。石器の分析結果から石材産地を同定するために数理統計の手法を用いる。

例えば試料番号64605番の遺物ではRb/Zrの値は0。377で、久見群の [平均値]± [標準偏差値]

は、0。386± 0.011である。遺物 と原石群の差を標準偏差値 (σ )を基準にして考えると遺物は原

石群か ら0.8σ 離れている。ところで久見原産地から100ヶ の原石を採ってきて分析すると、平均

値か ら±0,8σ のずれより大 きいものが42個 ある。すなわち、この遺物が久見群の原石から作 ら

れていたと仮定 しても、0.8σ 以上離れる確率は42%であると言える。だから、久見群の平均値

か ら0.8σ しか離れていないときには、この遺物が久見群の原石から作 られたものでないとは、

到底言い切れない。ところがこの遺物を佐賀県腰岳産地の原石に比較すると、腰岳群の平均値か

らの隔た りは、約15σ である。これを確率の言葉で表現すると、腰岳群の原石を採ってきて分析

したとき、平均値から15σ 以上離れている確率は、千兆分の一であると言える。このように、千

兆個に一個 しかないような原石をたまたま採取 して、この遺物が作 られたとは考えられないから、

この遺物は、腰岳群の原石から作 られたものではないと断定できる。これらのことを簡単にまと

めて言 うと、「この遺物は久見群に42%で帰属され、信頼限界の0。1%を満たしていることから久

見産原石が使用されていると同定され、さらに腰岳群に対 しては十兆分の一%の低い確率で帰属
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され、信頼限界の0.1%に満たないことから腰岳産原石でないと同定される」。遺物が一ヶ所の産
地 (久見産地)と 一致 したからと言って、例え久見群と腰岳群の原石は成分が異なっていても、

分析している試料は原石でなく遺物でさらに升紙 誤差が大きくなる不定形 (非破壊分析)である
ことから、他の産地に一致 しないとは言えない、同種岩石の中での分類である以上、他の産地に

も一致する可能性は推測される。即ちある産地 (久見群)に一致 したと言っても一致 した産地の

原石 とは限らないために、帰属確率による判断を表 1の 170個すべての原石群について行ない、

低い確率で帰属された原石群を消 していくことにより、はじめて久見産地の石材のみが使用され
ていると判定される。実際はRb/Zrと いった唯 lヶ の変量だけでなく、前述 した 8ケ の変量で取
り扱 うので変量間の相関を考慮 しなければならならい。例えばA原産地のA群で、Ca元素 とRb
元素との間に相関があり、Caの量を計ればRbの景は分析 しなくても分かるようなときは、A群
の石材で作られた遺物であれば、A群 と比較したとき、Ca量が一致すれば当然Rb量 も一致する
はずである。したがって、もしRb量 だけが少しずれている場合には、この試料はA群に属して
いないと言わなければならない。このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮した

多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を求めて行なうホテリングのT2検定である。これ
によって、それぞれの群に帰属する確率を求めて産地を同定する4、 5)。 産地の同定結果は 1

個の遺物に対して、黒曜石製では170個 の推定確率結果が得られている。今回産地分析を行った

遺物の産地推定結果については低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省
略しているが、これら産地の可能性が非常に低いことを確認したという非常に重要な意味を含ん
でいる、すなわち、隠岐島の久見産原石 と判定された遺物について、北朝鮮の会寧遺跡で使用さ
れた原石 と同じ組成の原石 とか信州和田峠産の原石の可能性を考える必要がない結果で、高い確
率で同定された産地のみの結果を表 7に記入 した。原石群を作った原石試料は直径 3 clll以 上であ
るが、多数の試料を処理するために、小 さな遺物試料の分析に多 くの時間をかけられない事情が

あり、短時間で測定を打ち切る。このため、得 られた遺物の測定値には、大きな誤差範囲が含ま
れ、ときには原石群の元素組成のバラツキの範囲を越えて大きくなる。 したがって、小さな遺物
の産地推定を行なったときに、判定の信頼限界 としている0.1%に達 しない確率を示す場合が比

較的多 くみられる。この場合には、原石産地 (確率)の欄の確率値に替えて、マハラノビスの距

離D2の値を記した。この遺物については、記入されたD2の値が原石群の中で最も小 さなD2
値で、この値が小さい程、遺物の元素組成はその原石群の組成と似ていると言えるため、推定確
率は低いが、そこの原石産地と考えてほぼ間違いないと判断されたものである。今回分析 した平
田遺跡出土の黒曜石製遺物 4個 には久見産 と同定された。この中で分析番号64606、 64607番 の遺

物は軽元素比Ca/K,Ti/Kを入れると帰属確率が非常に低 く同定され、 どこの群にも信頼限界の

0.1%に達 しない。本来、久見群に一致する遺物であるが、風化層の影響で同定確率が低 くなっ

ていると推測 した。一般的に、遺物に被熱などの履歴があ り風化層が非常に厚 くなっている場合
が多い。厚い風化の場合には、表 6-1に 示すようにKの元素が他の久見群に同定された遺物よ

り大 きく観測される。これは推測であるが、風化層内のK元素が黒曜石表面に移動 し濃縮 し、マ

トリクス効果の自己吸収によるK元素蛍光X線の減衰が減少するために、K元素のピークが大 き

く観測される。従ってK元素が分母のCa/K、 Ti/Kの比値が小さくなる。将来的には風化層の厚さ

から補正が可能の様に思える。現時点では軽元素比を抜いてマハラノビスの距離を求めて行なう
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ホテリングのT2検定を表 1の170群の全ての原石、遺物群について行った結果を推定確率の欄

に 【 】内に区別して記 した。サヌカイ トおよびサヌカイ ト様安山岩製遺物では、金山産地、松

ノ木遺物群、平田遺物群に同定された。先ず、金山産原石 と同定された金山群のサヌカイ トは香

川県金山原産地以外に岩屋原産地、和泉・岸和田原産地からも採取されるため、これら遺物の原

石産地は複数の地点を考えなければならない。平田遺跡遺跡出土の11個 を岩屋原産地から採取す

る確率は0.05を 11回 累乗する (0,0511)=l X10-14で 百兆分の一%、 また、和泉・岸和田原産

地からは0%に近い確率になりこれら金山産原石は岩屋および和泉・岸和田原産地から採取され

たものでないと結論され、香川県の金山原産地から伝搬 した原石を使用 したと言える。しかし、

各時代別に見た場合、金山産 1個の評価になると岩屋原産地からは 5%と なり、金山産地からの

100%に 比べれば、非常に低い確率になるが、岩屋産地からも確率的には無視できない。従って

多数の遺物を分析すれば、金山か岩屋産地かが、より確実になり、正確に遺跡の性格を明らかに

できる。また、松ノ木遺物群 と同定された遺物は、高知県長岡郡本山町に位置する松ノ木遺跡出

土の縄文時代後期前半のサヌカイ ト製遺物の中に含まれていた産地不明の遺物 1個の分析場所を

37回変えて測定して作った遺物群で、 1個の遺物でできた群のため非常に元素比組成の変動幅の

小さな群になっている。言い換えると、遺物を升妖 して、松ノ木群に比較 したとき一致する確率

が少ないと言える。松ノ木遺物群に同定された遺物の肉眼観察では、金山産原石 と全 く区別がつ

かず、組成も現在調査 している85個の群の中で、金山東群に近いことから、縄文時代後期～晩期

に松ノ木遺物群に同定されるサヌカイ ト原材を採取 した地点が金山産地の近 くに存在 し、その地

点で産出するサヌカイ ト原石が未調査になっていて同定されない可能性が推測される。今回の分

析で松ノ木遺物群が相当な頻度で同定されたことから、肉眼観察で金山産サヌカイ トと処理して

いる遺物の中に松ノ木遺物群に相当する遺物が多数含まれている可能性が推測される。今後、こ

の松ノ木遺物群の使用時期、使用圏などが明らかになれば、本遺跡で松ノ木遺物群が使用された

理由が明らかになると思われる。平田遺物群を作った遺物は、分析番号64609、 64610番 の石鏃で、

両石鏃の風化 した面の色が異なり、64610番の石鏃は風化が進んでいるようで異なった石材に見

えるが、風化層を除いた面では両者同じになり、また、分析値 も似ていることから同じ産地のサ

ヌカイ ト様安山または玄武岩と推測 して群を作った。今後、平田遺物群の原材を使用 した遺跡が

あれば同定され、その原材の使用圏が明らかになり、本遺跡との関係 も推測され、また、多用 し

ている遺跡があればその近 くに平田遺物群の原材産地が存在する可能性 も考えられる。
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表1-1 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値 と標準偏差値

―

牌
示

―

原  産  地
原石群名

分析
個数

素
Ca/K Ti/K Mn/Zr

7E
Fe/Zr Rb/Zr Srノ/Zr Y/Zr Nb/Zr A1/K Si/K

北海道 名 寄 第一
″ 第二

0,478± 0.011 0.121± 0,005
0309± 0.015 0.103± 0.005

0.0351と 0 007  2 0114o.o63
0.021± 0,006 1774± 0055

0,038± 0.002 0.451± 0.010
0028± 0,007 0.394± 0,010

0614± 0.032 0574± 0.022
0,696± 0.044 0265±0.OH

0.120± 0,017 0.024± 0.016
0.301± 0.022 0.026± 0.020

白
滝
地
区

山
沢
沢
滝

石
号
加
さじ

赤
八
幌
あ

73=LO,014  0 061=L0 003  0.0794o.o
38± 0.010 0022± 0.002 0.105± 0.0
39± 0.009 0.023± 0.001 0.099± 0.0
42=LO,010  0.023=L0 001  0.101三 二〇 〇

3 2 714± 0

7 3.123± 0

5 2975± 0

4 3.038± 0

340± 0.059
846± 0,065
794=LO,077
787± 0.076

83=LO.0
05± 0.0
04± 0.0
15± 0.0

9 0,341± 0.030 0.073± 0.026 0.028± 0,002 0。 374± 0.010
9 0.475± 0.045 0.076± 0,046 0.027± 0,008 0359± 0.042
0 0.470± 0.087 0.103± 0.027 0.027± 0.002 0.369± 0.007
5 0.457± 0.035 0.076± 0.044 0,027± 0005 0.365±0.On

近文台第一
〃 第二
〃 第二

秩父別第一
〃 第二

滝 川第一
〃 第二

戸置

0,081 40 olo
O.067± 0,090
0,066=LO.014
0.078こと0.011
0.070=LO.011
0.077± 0.009
0.068± 0.009
0.045ELO,008

0.457こと0.008
0.442二 LO.009
0.443:上 0.011
0.334± 0.013
0.371± 0.010
0.370± 0.023
0。 398± 0.031
0,412± 0.010

十
一十
一十
一十
一十
一＋
一十
一十
一

士
キ
一＋
一＋
一＋
一十
一キ
一キ
一

＋
一＋
〓
二
十
一十
一十
一十
一十
一

＋
一±
十
〓
一
十
一士

十
一土

９４

８‐

８‐

４５

８０

４５

８‐

４５

±

±

上

士

士

＋
〒

〒

一

士

士

±

±

士

士

±

±

±

±

±

±

±

±

士

士

0.819± 0,013
0.517± 0.011
0.514± 0.012
0 249=LO.017
0.506± 0.016
0.253± 0,018
0.510± 0.015
0.326Eと 0.008

十
　
勝

股

一
二

三
第
第

勝
蔓

十
美

〃

0,029こと0.002  0.396こと0 013
0.033± 0.002 0.442± 0.015
0.084± 0.002 0.449± 0.009

0,064三L0
0.039± 0

0.038± 0

334± 0

199± 0

197± 0

0.266=L0
0.499=L0
0.593± 0

0.074± 0.005 0008± 0

0.124=LO.007  0.052二上0

0.144± 0.012 0.056± 0

1.097± 0.055 0.434± 0,023
0.802± 0.061 0.707± 0,044
0.762± 0040 0,764± 0.051

010
010
010

士

十

一
十

一

赤井川第一
〃 第二

豊 泉第一
〃 第二

0.027± 0.002 0.371± 0,009
0,025± 0.007 0.371± 0.007
0.082± 0.002 0.469± 0.013
0,030± 0.005 0.431± 0.010

士

士

土

±

士

±

上

士

±

士

±

±

0.070=と 0.004  0.086=上 0.010
0.072± 0.002 0.080± 0.010
0.148=LO.007  0.060=LO.015
0,133± 0,006 0.055± 0.008

0.969± 0.060 0.428± 0,021
0.970± 0.045 0.486± 0,026
0.438± 0.027 0.607± 0.028
0.516± 0.019 0.513± 0.018

0.249± 0,024
0245± 0.021
0.157± 0.020
0.177± 0,016

青森県 内
島

腰
来

折
出

0.024± 0.002 0,348± 0.010
0.038こと0,003  0 499こと0.013

0.190± 0.015 0,075± 0,003 0,040± 0.008
0.346± 0,022 0.132± 0.007 0.231± 0,019

0.318± 0014 0.141± 0,033 0.076± 0.021
1.106=LO.056  0.399こ と0.038  0.179:LO.031

1.575± 0.066 1,241± 0,046
2.268± 0.085 0.865± 0.044

深
浦

沢
山

角
森

六
八

0.379=LO.010
0.384± 0009

0.06440.007  0.035± 0.004
0.070=LO.005  0,034=LO.006

十
一
十
一

0.080=LO.008  0.097=LO.011
0 077=LO.005  0.098こと0,003

0.013± 0.002 0.697± 0.021
0.018± 0002 0701± 0.018

0.128=こ 0.008  0,002=と 0 002
0。 134」LO.005  0.002=上 0.002

青
森
市

一
二
坂
出
川

聯
第

ケ森
湯

一戸
　
鶴
鷹
下

±

±

±

土

±

＋
一
＋
一
＋
一
＋
一
＋
一

キ
一
十
一
＋
〓
一
キ
一

±

士

士

±

土

±

±

±

±

±

±

士

±

±

土

±

士

士

±

±

0.069± 0.003 0.068± 0.012 2.358± 0.257
0.104± 0.004 0.013± 0.002 0.691± 0,021
0132± 0.007 0.232± 0.023 2.261± 0.143
0.068± 0,009 0.079± 0.033 2.548± 0,131
2.703± 0.149 3267± 0.21721.648± 1.500

大 釈 迦 0253± 0.016 0.067± 0.008 0.077± 0.029 2519± 0.148 1.147± 0.065 0.558± 0.087 0ド 286± 0035 0.047± 0040 0.028± 0.003 0,385± 0018

秋田県 男
鹿

金  ケ 崎
本脇

0.029± 0.002 0.868± 0.008
0.028± 0.006 0367± 0.009

0 287こと0.039  0,098=上 0 040
0.286± 0.045 0。 108± 0034

0.294三LO.009
0.295=上 0.008

0_220± 0018 1.644± 0.081
0.219± 0.017 1.671± 0077

1.493± 0.081 0,930± 0.048
1.503± 0,072 0.939± 0.054

キ
一
十
一



表1-2 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値

‐―
‐　
牌
牌
ミ

‐
―

原  産
原石群名

地 析
数

分
個 Ca/K Ti/K

素
Mn/Zr

死

Fe/Zr Rb/′ Zr Sr//Zr Y//Zr Nb/Zr A1/K Si/K
山形県 山

江河
月
寒

十
一
キ
一

0.182± 0016 1 906± 0.096 0.966± 0.069
0049± 0.017 1.806± 0.054 0.580± 0,025

0285± 0021
0.385ELO.008

1.022こと0.071  0 276こと0 036  0.119=LO.033
0.441± 0,023 0,212± 0.020 0.056± 0.015

0.033± 0.002 0443± 0.014
0033± 0.008 0.460± 0010

岩手県 石
居
泉

雫
折
花

＋
一
＋
一
十
一

0187± 0.012 0,052± 0.007
0.180± 0.016 0.058± 0,007
0.177± 0.018 0.056± 0.008

1.764± 0.061 0,305± 0,016
1.751± 0.062 0306± 0.033
1.742± 0,072 0.314± 0019

0.431± 0,021 0.209± 0016 0.045± 0.014 0.041± 0003
0.421± 0.051 0.228± 0.079 0.045± 0.OH O.041± 0.005
0.420± 0025 0.220± 0,016 0.044± 0.013 0.041± 0,003

＋

一
キ

一
キ
一

官城県 倉
釜

湯
塩

0.073± 0,003 0.956± 0040
0,077を上0.002  0,720:と 0.032

2.174± 0.068 0.349± 0.017
4.828=LO.395  1.6801L O.104

0.057± 0.005 2.544± 0.149 0.116± 0,009
0.178± 001711.862± 1.150 0.168± 0.018

0.658± 0.024 0.138± 0.015
1.298ELO.063  0.155=上 0.016

0.020± 0.o18
0,037± 0.018

栃木県 高 原 山 0.738± 0.067 0.200± 0.010 0.044± 0.007 2.016± 0.H0 0.381± 0,025 0.502± 0.028 0.190± 0.017 0.023± 0014 0.036± 0.002 0.516± 0.012

東京都
一津鶉根

第
第

鴻

〃
長

神
0.504こと0.012
0.471± 0.009
0,476± 0.012

0.381=± 0.014  0.136こと0,005  0.102こと0.011
0.317± 0.016 0.120± 0.008 0,H4± 0.014
0.318± 0.020 0.120± 0.005 0.■ 8± 0.014

1.729=LO.079  0.471=LO.027
1.833± 0,069 0.615± 0039
1.805± 0.096 0.614± 0.036

0 6891LO.037  0.247こ と0.021
0.656± 0.050 0.303± 0,034
0.664± 0.045 0.291± 0,029

0,090=LO.026
0.107± 0.026
0.093± 0.039

＋
一
キ
一
十
一

神奈川県 箱根 。笛塚
〃 ・畑宿

鍛 冶 屋

30

41
31

6.765± 0.254 2.219± 0.057
2056± 0,064 0,669± 0.019
1.663=LO.071  0.381=と 0.019

0228± 0.019
0.076± 0.007
0.056± 0.007

0 252■ 0017
0.202こと0.011
0.154=LO.009

±

士

±

＋
一
十
一
十
一

±

士

±

±

±

士

＋
一
キ
一
キ
一

0.048=LO.017
0 062=LO.007
0.073=と 0 008

静岡県 賀
西
峠

多
峠
豆

上
柏
小

キ
一
十
一
＋
一

上

士

±

±

上

士

1.329± 0.078
1.213± 0.164
0.110=LO.008

0.551=LO.023
0,391± 0.022
0,154=LO,030

1.697± 0.068 0,087± 0.009
1.699± 0.167 0.113± 0,007
3.211=LO.319  0.8294o.o89

0.010± 0.009 0.059± 0.004 0.856± 0.018
0.009± 0.009 0,047± 0.004 0.663± 0,020
0.087=LO.057  0.025=と 0.014  0.429こ と0,016

富山県 魚 津 0.278± 0.013 0.065± 0.004 0.064± 0.008 2.084± 0.095 0.906± 0.057 0,641± 0.046 0.194± 0,014 0102± 0.021 0.027± 0.002 0372± 0.009

高
岡
市

一
一
一一一一

第
第
第

山
上

〃

〃

一
一 十

一
十
一
＋
一

0.319± 0.017 0.113± 0,006
0。 710± 0.017 0.202± 0.008
0.441± 0,052 0.108± 0.014

0.040=LO.008
0.054± 0.011
0.079± 0.021

121± 0026
118± 0.025
127=L0 041

1.720± 0.080 0.740± 0.052 0.665± 0.029
1,994± 0.152 0413± 0.028 0.840± 0.050
2.261こと0 138  0.794=LO.155  1.2224o.o88

0015± 0.014 0.392± 0.018
0,020± 0.020 0.599± 0.024
0.016± 0014 0.412± 0.025

長野県 峰

一
二
三
四
五
六
田
倉
峠
池
沢

第
第
第
第
第
第
和

ケ
峠
　
　
　
　
　
・
女
車
子
窪

画四
〃
〃
〃
〃
〃
‐‐．Ш

霧
和
　
　
　
　
　
鷹
男
麦
双
大

0.188こと0.000
0.167=LO,028
0.146こと0,003
0.248=LO.048
0.144± 0.017
0.176=LO.019
0。 156=LO.011
0.138=LO,004
0.223± 0.026
0263± 0.020
0.252± 0027
1.481こと0,117

0.104=LO.011
0.117± 0.011
0.151± 0,010
0.114± 0.011
0094± 0.009
0.073± 0.011
0.095こと0 012
0.123± 0.010
0_059± 0.008
0 049=LO.008
0.059=LO.010
0.04240.006

0.360=LO.023
0.112=LO.056
0.036± 0.012
0.274=LO.104
0.206=LO,030
0.275=上 0.058
0 134=二 〇 〇31
0.045± 0010
0.409± 0.052
0,764± 0.031
0.802± 0.058
0.841=LO.044

キ
一
キ
一
±

キ
一
十
一
＋
一
十
一
十
一
±

十
一
土

十
一

±

士

士

±

士

±

士

±

±

±

±

±

３０

４８

４４

４８

３８

４２

３９

８９

２４

‐８

２４

‐０

上
士
士
士

±

士
士

±
＋
了
〓
耳
一

±
士

±
±

士

±
士

士

上
士
±
士

±
士

±
土

±

士
士

士
±

±
±
士

±

キ
一
十
二

十
一
±

＋
一
±

＋
一
±

十
一
士

0.36140.o13
0355± 0.016
0.368こLO.007
0.3484o.o17
0381± 0.019
0.306± 0018
0.313± 0_012
0.360± 0.010
0,354± 0,008
0.401± 0.017
0.401± 0.011
0.459± 0.012



表1-3 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値

―

牌
溺

―

原  産
原石群名

地 分析
個数 Ca/K T1/K Mn/Zr

元    素     比
Fe/Zr  Rb/Zr  Sr/Zr Y/Zr Nb/Zr A1/K Si/K

新潟県 一
二
川
山
川
津
川

勝
〃 第

石
　
白
　
根

佐
　
上
板
大
金
羽

34
12

45
44
22
46
55

0,228± 0.013
0.263± 0032
0.321± 0007
0 232=LO.011
0 569± 0.012
0,331± 0.011
0.163± 0.019

0.078± 0.006
0097± 0018
0.070± 0.003
0,068==0.003
0.1424o.oo7
0.097± 0.037
0.053± 0.005

0.821=L0 047
0,717=LO.106
0,981± 0042
1.772=上 0.098
0.261± 0.012
0.618± 0.027
1 615± 0,063

0.142± 0018
0.091± 0022
0.182± 0.023
0.374=LO,047
0.150± 0,015
0.181± 0016
0.309± 0036

士

±

±

±

士

±

±

十
一
十
一
士

士

＋
一
十
一
＋
一

十
一
キ
一
キ
一
十
一
＋
一
十
一
＋
一

＋
一
十
一
＋
一
十
一
十
一
十
一
キ
一

±

±

±

±

±

±

±

0288± 0.018
0.326± 0.029
0,773Eと 0.034
0.772± 0.046
0,332± 0.011
0.283± 0,012
0.084± 0.012

石川県 比 刃b 0.370± 0.014 0.087± 0.004 0.060± 0.009 2.699± 0.167 0.639± 0.028 0.534± 0.023 0.172± 0.028 0052± 0018 0.032±0.002 0396± 0.017

福井県 島
山里

安
三

0,061± 0.016 0.032± 0.002 0.450± 0.010
0,062± 0.013 0.028± 0.002 0,381± 0.008

1.628=LO.051  0.643=LO.041
1.561± 0.081 0.608± 0,031

0407± 0.007 0.123± 0005 0.038± 0006
0.350± 0.018 0.123± 0008 0.036± 0,006

0.675± 0.030 0.H3± 0.020
0,798± 0,039 0.069± 0,020

島根県 茂
井
見

加
津
久

0.154± 0.018 0.020± 0001 0.249± 0.016
0.144± 0.008 0,020± 0.002 0244± 0.008
0.238=ヒ 0.011  0.023=LO.002  0.315=L0 006

0.093± 0.008 0,014± 04003
0,132± 0,182 0,015± 0,003
0.061± 0003 0.021圭 0.004

0.009± 0.003
0,015=LO,005
0,007二と0.003

士

十

一
十

一

＋
〓

一
＋
一

十
一
＋
一
キ
一

十

一
十

一
＋

一

福岡県 八女昭和溜池 0.261± 0,010 0,2と 1± 0.007 0.033± 0.008 0,798± 0.027 0.326± 0.013 0.283± 0.015 0.071± 0.009 0.034± 0.008 0.024± 0.006 0.279± 0.009

佐賀県 中野第一群
〃 第二群

梅   野
腰   岳
椎 葉 )‖

松尾第一群
〃第二群

0 321■ 0.011
0.328± 0.008
0.345± 0.009
0.356=LO.008
0.888=と 0,009
0,3764o oo8
0.38340,010

0.267=LO,007
0.345± 0.007
0 65740.014
0.214± 0.015
0.414=LO.009
0.600=LO.067
0。 953± 0027

0.087=LO.003
0.10440.003
0.202=こ 0.006
0.029=こ 0.001
0,071=と 0.008
0.153± 0.029
0,307± 0.010

0.348± 0.015
0.397± 0.014
1.269± 0.058
0.441=± 0.030
2.015=こ 0.099
2023± 0.122
1.907± 0.■ 9

士

±

±

±

士

±

±

十
一
上

十
一
十
一
＋
一
キ
一
キ
一

±

キ
一
キ
一
十
一
キ
一
＋
一
＋
一

0628± 0.028
0.455=LO.017
1,046± 0.065
1.686± 0.085
1.253± 0.081
1.170=LO.114
0,856=上 0.070

0.027=LO,005
0027± 0.005
0071± 0,013
0.076=LO.012
0.101± 0.017
0.125± 0.018
0,126± 0.013

1.619± 0,083
1.535± 0.039
4.239± 0205
2.694± 0.H0
2,947こと0,142
4.692± 0.369
6.666± 0.342

長崎県 壱
岐
島

辻
浦
川
畑

喜
ヶ

久
君
角
貝

37

28
28

49

0.172こと0.009
0。 174=LO.007
0.146=上 0.009
0,135± 0,010

0.135=上 0.018  0.354==0.014
0.129=± 0.014  0 356こと0.012
0.344± 0.040 0,717± 0,047
0.334± 0,046 0,714± 0.040

＋
一
十
一
十
一
十
一

土

士

±

±

0.030こと0.005  1.176三七0.043
0,033± 0.006 1.174± 0.035
0.059± 0.009 1_691± 0。 100
0.056± 0,009 1.740± 0.073

0.385=LO.012  0,011こ と0.004
0.389± 0,012 0.013± 0.005
1.726± 0.085 0,035± 0,008
1.834± 0.064 0,022± 0.013

0.276こと0.007
0.275± 0.008
0,338± 0.010
0,339± 0.015

一
二
三
四
姫

一
二

一
二
三
岳
崎

第
第
第
第
　
第
第
第
第
第

浦
〃
〃
″
　
町

″
里

〃
″

松
　
　
　
淀
中
　
古
　
　
松
大

0.218± 0.010
0176± 0.016
0 245=LO.019
0.287± 0019
0334± 0,014
0_248=と 0.017
0.327三七0.030
0.192± 0.020
0414± 0_012
0257± 0.035
0941± 0,009
0161± 0011

0.284=二 0.047
0.27740.056
0.130± 0030
0.115± 0.023
0.094± 0022
0.112± 0021
0 090こと0 030
0.312± 0_056
0 133=と 0.047
0.101± 0.029
0.192± 0032
0191± 0026

士

±

±

十
一
±

±

±

±

上

士

±

±

＋
一
＋
一
キ
一
＋
〓

土
十
一
＋
一
キ
一
キ
一
キ
一
十
一
＋
一

＋
一
＋
一
＋
一
＋
▼

一
十
一
＋
一
十
一
十
一
十
一
＋
一
±

士

±

士

士

土

±

±

士

士

±

±

士

0.439± 0.027
0.308± 0,074
0,421=LO.081
0.484± 0.034
0.485± 0.039
0.403=LO.026
0.488± 0.030
0.413± 0.065
1,951± 0124
0,436± 0.052
0.251=ヒ 0 025
0.179± 0018

0.085 1-0.013
0.062± 0.022
0.045± 0.012
0044± 0007
0 044± 0.009
0 057=L0 007
0.045=ヒ 0.007
0.080± 0,016
0.102± 0015
0,054± 0.009
0040± 0008
0037± 0006

2692± 0,125
2.364± 0.389
1 9751=0.240
1.906=LO.106
1.744± 0.069
1,884=LO.085
1.832± 0.074
2.699± 0216
2898± 0.204
1,939± 0.131
1 686=と 0 114
1.718± 0.066

0.027± 0.002
0,0264o,oo2
0.026± 0.002
0.028± 0.001
0.027± 0002
0.026± 0.002
0,027± 0.002
0.027± 0,002
0.031二と0.002
0.028± 0.002
0018± 0.011
0.024こと0.002



表1-4 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値

―

牌
牌
ｏ

ｌ

原  産
原石群名

地 分析
個数

比素Ca/K T1/K Mn/Zr
九

Fe//Zr Rb/Zr Sr//Zr Y/Zr Nb/Zr A1/K Si/K
大分県

姫
島
地
域

崎

一
二
三
崎
積

立日麟〃第〃第汀稲

観

両

＊

＊

＊

＊

41

33

32
10
29
25

0.216± 0,017 0045± 0003 0
0 221こと0.021  0 045=と 0.003  0
0.634± 0047 0。 140± 0,013 0
1 0131と 0.140  0.211=と 0.026  0
1,074± 0,110 0.224± 0,024 0
0.653=LO.066  0。 14と 二上0.016  0

128± 0057 6.897± 0806 1.829± 0.220 1.572± 0.180 0.
ど50± 0.061 7.248± 0.668 1,917± 0.194 1.660± 0.173 0

1%圭社路 争漑圭股鷲 故銘ξ圭故解 と謡圭&1鵜 駐
122± 0_012 3460± 0.301 0.286± 0048 4.010± 0.197 0.
!89± 0.080 4.398± 0425 0.605± 0,096 3.234± 0.264 0,

)25± 0.088 0.622± 0.099 0035± 0.002 0.418± 0
,55± 0.057 0.669± 0.105 0.035± 0.002 0419± 0
144± 0.031 0.240± 0,041 0.038± 0.002 0.451± 0
109± 0.021 0,187± 0.028 0040± 0.004 0.471± 0
!01± 0.022 0.133± 0.025 0.040± 0.003 0.469± 0
151± 0.038 0.245± 0.050 0.037± 0.002 0.448± 0

瀬
地
平尾

台
下方

塚
荻
緒

0.313と 0,023
1.615± 0.042
0.482± 0.036

0.600± 0.051
0,284± 0,031
0.303± 0019

．
９

１

６

＋
一キ
一
キ
一

十
一
キ
一
十
一

十
一
キ
一
十
一

キ
一
キ
一
キ
一

十
一
＋
一
＋
一

十
一
十
一
キ
一

0.102± 0.020 0,028± 0,002
0.032± 0.018 0.032± 0,005
0,055± 0,021 0.012± 0.010

熊本県 国
関
　
岳
室
梨
峠
柿
浜

滝
坂

轟
ケ
宮
宮
石

ノ

ノ

小
南
　
冠

一
一
箱
大
白

30
30

44
21

32
63
84
53
78

十
一
士

十
一
±

±

±

±

士

±

十
一
±

±

±

±

±

士

士

±

キ
一
十
一
±

十
一
十
一
キ
一
キ
一
キ
一
キ
一

キ
一
＋
軍

二
十
一
＋
一
十
一
＋
一
キ
一
十
一

士

±

±

土

±

士

±

士

±

±

±

士

士

士

士

土

士

士

±

±

士

士

±

士

±

上

士

土

十
一
十
一
キ
一
十
一
十
一
±

十
一
十
一

十
〒

〒

甲

〒

一
士

士

士

±

0,320± 0.007
0.243± 0008
0.243± 0,008
0.277± 0.009
0,227± 0,006
0.257± 0,021
0,366± 0.038
0,312± 0.011
0.317± 0.009

宮崎県
群
群
島

留

一
二

津
第
第

赤
〃
〃霧

桑

1.080± 0,048 0,418± 0.020
1.242=上 0,060  0.753こと0.039
0.009± 0.004 0.155± 0,005

十
一
＋
一
十
一

0.314± 0,011
0.323± 0.019
0 446こと0.022

0.2071生 0.015  0.094=LO,006
0.261=LO.015  0,094=LO.006

35.158± l H8 5,001± 0.175

0.070± 0000 1.521± 0.075
0,066こと0_010  1.7434o,o95
0.041こと0.002  0.038=LO.002

0.266± 0.034 0,063± 0.024
0.205± 0.029 0.047± 0086
0.035± 0.019 0.000± 0.o00

鹿児島県 平
翠
輔
郵
凍
珠
鼻
場
水
谷

鵬″第〃第〃第日戦騨琳詩長

キ
一
キ
一
キ
〓

一
十
一
キ
一
＋
一
十
一
キ
一

キ
〓

一
十
一
十
一
キ
一
十
一
キ
一
十
一
十
一

十
一
キ
一
＋
一
十
一
十
一
十
一
キ
一
＋
一
キ
一

±

±

士
±

±
十
三

十
一士

十
一キ
一＋
一＋
一＋
一＋
一キ
一キ
一キ
一

±
＋
一＋
一士

キ
一キ
一±
十
一＋
一

0.186=LO.010
0.247± 0.018
0.584=LO.012
0.262=LO.018
0,266=上 0,021
1.629=LO.098
1.944こと0.054
0.514± 0,032
0558± 0,032

0.948=LO.055
0,768± 0.034
0.449=LO.031
0.712± 0.028
0,705=LO,027
0.188=L0 013
0.184こと0,011
0.619± 0,038
0.644」LO.028

0.281=LO.031
0.235± 0.020
0.143三二0.023
0.100E上 0.018
0,108=LO.015
0.087=L0 009
0 098こと0.010
0.115± 0.019
0.146± 0.021

0.358± 0.014
0.378± 0,013
0.390こと0.019
0.275± 0.006
0.275± 0.006
0.391± 0.011
0.408± 0.010
0523± 0.009
0.524± 0.012

台 湾 台東山脈 0.510± 0,010 o.198± 0.007 0.038■ 0.007 1.862± 0.079 0,353± 0.019 0519± 0.017 0,123± 0.012 0.024± 0.017 0,029± 0,007 0.407± 0,010

ロシア カムチャッカ 0.473± 0.012 0。 166± 0.007 0046± 0.007 1.572± 0.059 0,199± 0,011 0.497± 0.016 0126± 0,011 0,009± 0.o14 0.039± 0.010 0,460± 0.030



表1-5 各黒曜石の原産地における原石群の元素比の平均値 と標準偏差値
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原  産  地
原石群名

析
数

分
個 Ca/K Ti/K Mn/Zr

死

Fe/Zr Rbノ/Zr Sr//Zr Y/Zr Nb/Zr A1/K Si/K
比素

北海道

賜賜麟謬醜翻翻翻翻勤鰯

１

２

１

２

３

４

１

１

２

１

２

Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｓ
Ｓ

Ｈ
Ｈ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｋ
Ｋ
Ｋ
Ｋ

0.241± 0.021 0107± 0.005 0.018± 0.006 1 296± 0.077 0.430± 0.016 0.153± 0.009 0.
0,453± 0.011 0.185± 0008 0.041± 0.008 1765± 0.075 0448±0021 0.419± 0019 0.
0,643± 0.012 0124± 0008 0.052± 0.007 2.547± 0.143 0.530± 0.032 0689± 0032 0
0535± 0.061 0106± 0.012 0.053± 0.009 2.545± 0138 0.557±0.051 0685± 0.029 0.
0.380± 0.037 0084± 0.007 0.052± 0.009 2.548± 0145 0586± 0.056 0681± 0.038 0
0.261± 0,043 0.074± 0.010 0.051± 0.008 2.600± 0.117 0639± 0,057 0.679± 0.032 0
0898± 0,032 0.221± 0.007 0.054± 0.006 2.540± 0,101 0426± 0.018 0,802± 0,023 0.
1.103± 0.050 0146± 0.007 0.081± 0.008 2,942± 0133 0.314±0.053 0775± 0.082 0
0.959± 0.027 0154± 0.005 0.085± 0.010 2.882± 0092 0.542±0.028 1.Hl± 0.040 0
0.275± 0.007 0.107± 0.005 0.047± 0.010 1,751± 0.051 0.836± 0.038 0.468± 0.021 0.
0,244± 0.OH O,070± 0.004 0,056± 0,013 1.749± 0.168 1.080± 0108 0424± 0036 0`

40± 0015 0.008± 0.01

30± 0.015 0.015± 0.01

56± 0.015 0.004± 0.0〔

65± 0.021 0,016± 0.0:

64± 0021 0.017± 0.0′

55± 0.021 0.009± 0.01

09± 0.013 0.017± 0.0′

33■ 0.016 0.019± 0.01

07± 0.015 0,012± 0.01

80± 0.019 0.023± 0.0,

127± 0.042 0.087± 0.01

3 0.018± 0,012 0325±0.042
9 0034± 0.010 0.500± 0015
18  0 029二上0.011  0,40740 047
2 0.027± 0,009 0,373± 0,048
3 0.023± 0006 0.292± 0.037
7  0 018=LO.008  0.258fO.036
H O.037± 0,003 0.447± 0.OH
1 0.043± 0.007 0516±0.015
6 0.042± 0,008 0.519± 0.010
18 0.025± 0.007 0345±0010
H O.023± 0.0■  0.379± 0.OH

秋田県 KN遺物群
TB遺物群

0.351± 0.011 0.121± 0.006 0,053± 0.007
0.252± 0.014 0.H3± 0007 0。 124± 0.015

1.581± 0.071 0.347± 0.020
1,805± 0.088 0.875± 0.056

0.219± 0.014 0.216± 0,015
0.663± 0.038 0.272± 0029

0.054± 0,017 0.029± 0.011 0.475± 0,040
0.083■ 0.037 0.026± 0.008 0.378± 0,021

岩手県 Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｆ
Ｓ

勤勒勤勤勤朗翻

41

61

61

122
122
45

48

1.519± 0.026
3.141=LO.074
0 950=LO.013
1.850± 0.059
3.167± 0,092
2 727=上 0.090
2900± 0,050

0 277こと0 010
0552± 0.021
0.215E上 0.004
0.474=LO.025
0.696± 0.027
0.097EL0 029
0.0741 0,016

0.078=LO.006
0 080=LO.008
0,117=LO,009
0.067=LO.007
0.101± 0.009
0,053=LO.007
0.■ 8± 0.010

2849± 0.073
2.752± 0.062
4,306二と0.100
2.055± 0077
3.787± 0.108
1.791± 0083
3.922± 0.077

0.167± 0010
0.094± 0.009
0.■ 4± 0.008
0.083± 0.006
0.114± 0.010
0.327± 0.019
0 117± 0.012

0.251± 0.013
0.242=LO.011
0.248=LO.012
0.177=LO.010
0.241± 0012
0.207EL O.018
0.246± 0 013

±

士

±

±

上

士

士

±

±

士

十
耳

旱

一
土

±

士

士

±

士

±

土

キ
一
士

十
一
十
一
キ
一
キ
一
±

長野県 NK遺物群 0.566± 0019 0.163± 0.007 0.086± 0.OH l.822± 0.084 0_467± 0,031 1.691± 0.064 0.102± 0.021 0.041± 0,028 0038± 0.008 0.500± 0,014

青森県 HY遺物群
SNl遺物群
SN2遺物群

0,238こと0 011  0.131=と 0.006
0.287こと0 006  0.087二 上0.004
0,209± 0.006 0.116± 0.006

0.048± 0.008 1.686± 0.066
0033± 0.005 1.597± 0.037
0.076± 0.008 1,571± 0,082

0.418± 0.028 1.441± 0,015
0.244± 0.OH O.268± 0.011
0,716± 0.035 0.292± 0.017

0.482=と 0.024  0.029二生0 028  0 020=上 0.015
0.281二上0.012  0,009こと0.012  0.021=と 0 006
0.264± 0.029 0.028± 0.030 0.023± 0,099

十
一
＋
一
十
一

鹿児島県

勁勁勁勒

Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｏ

0538± 0.026 0,189± 0025
0.736± 0.039 0.168± 0.027
0.699± 0,025 0.133± 0,013
0579± 0,027 0122± 0.014

0.363± 0.010 0.098± 0.004
0.297=上 0.013  0.107こ と0.005
1.668± 0034 0,778± 0.038
1.371± 0.074 0.687± 0.026

0.056± 0011
0.053± 0010
0.082± 0.010
0.061± 0.008

＋
一
十
一
キ
一
十
一

＋
一
キ
一
十
一
十
一

0.032± 0.032 0.029± 0.010 0451± 0.010
0,034■ 0.028  0 024三 L0 011  0.390=と 0.014
0.015± 0.019 0.027± 0.021 0.553± 0.033
0.009± 0.014 0,027± 0,018 0.518± 0.021

北朝鮮 会寧城外遺
跡遺物群

0135± 0.012 0.062± 0.006 0.017± 0.003 1.118± 0051 0.585±0.036 0068± 00と 9 0150± 0.022 0.372± 0.035 0,025± 0.004 0.319± 0.012

ロシア ヤ
群

夕
物

ス
遺

り
跡

イ
遺

18.888± 2.100 6088± 0868 0293± 0.03227963± 2608 0.055±0017 2.716± 0.162 0163± 0.019 0.086± 0,030 0,173± 0.029 1 674± 0240

標準試料 」G-la) 0,755± 0.010 0,202± 0005 0.076± 0.011 3.759± 0.H1 0993± 0.036 1.331± 0.046 0.251± 0.027 0.105± 0.017 0.028± 0.002 0,342± 0.004

a): Ando,A., Kurasawa,1 , Ohmori,T. & Takeda,E (1974)。  1974 compilation of data on the C」 S geochemical reFerence samplcs JG-l granodiorite
and 」B-l basalt, Geochenical Journal Vol.8, 175-192



表2-1 各サヌカイ トの原産地における原石群の元素比の平均値 と標準偏差値
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原   産   地
原 石 群  名

分析
個数

死

K/Ca Ti/Ca Mn/Sr Fe/Sr Rb/Sr Y/Sr Zr/Sr Nb/Sr
比素

A1/Ca Si/Ca
北海道 イ トムカ

旭   山
0120± 0.013 0.883± 0.030 0.015± 0.013
0.096± 0.009 0.903± 0.029 0.015± 0.012

0,013± 0,001 0.137± 0.007
0.015± 0.001 0.141± 0.005

0.081± 0.006
0089± 0,005

0359± 0.020 0.430± 0.014
0.351± 0.011 0288± 0.010

5.884± 0.223 0.166± 0.OH
5.064± 0.140 0.174± 0.011

群馬県

長野県

神奈川県

荒 船 山 0.194± 0070 0,360± 0.028 0.129± 0,014 9205± 1.153 0.080± 0.034 0.085± 0.014 0.458± 0082 0.009± 0.010 0.013± 0.021 0.123± 0.032

八 風 山 0.274± 0.028 0.324± 0.010 0.090± 0.008 4.905± 0.505 0.104± 0,009 0.100± 0.009 0.581± 0.033 0.012± 0.009 0.018± 0.002 0.168± 0.014

火 打 沢 0.092± 0,005 0.285± 0.009 0,166± 0,00912.406± 0.332 0.023± 0.006 0,Hl± 0.Oo8 0.483± 0023 0,005± 0.007 0.012± 0.001 0.012± 0.001

岐阜県 呂下 1.576± 0,055 0.227± 0,011 0.038± 0.004 0。 766± 0.025 0,277± 0.020 0.031± 0.013 0.504± 0.024 0.035± 0,009 0.052± 0003 0.660± 0.025

奈良県

大阪府

二 上 山 0.288± 0.010 0.215± 0.006 0,071± 0.006 4.629± 0.270 0,202± 0.012 0,066± 0.009 0.620± 0.022 0.024± 0.010 0,019± o.o01 0.144± 0.005

泉和 0.494± 0.023 0.325± 0.025 0.056± 0,004 4.060± 0.148 0.296± 0.021 0.065± 0.010 o706± 0.025 0,038± 0.010 0.023± 0,001 0.194± 0.009

兵庫県 一
二
山

第
第

屋岩
　
甲

0.616=LO.021  0,254」 LO.012  0.057=LO.005
0.535± 0.020 0,263± 0.005 0.053± 0.005
0,300± 0.017 0。 154± 0,005 0.056± 0.007

3.610± 0.189 0.365± 0.019
3.438± 0.103 0.340± 0.015
3.350± 0.261 0.130± 0.012

0.056± 0.012 0.846± 0.026
0.042と 0.012 1.069± 0,030
0.061± 0,033 0.574と 0.021

0.027± 0,017 0.018± 0.001 0.186± 0.007
0.026± 0.014 0.017± 0.001 0.173± 0.008
0.012± 0.007 0.018± 0.001 0.159± 0.00R

香川県

愛媛県

五
色
台

寺
寺
峰
谷

分
光
　
印

国
蓮
白
法

28

18

51

25

0.457± 0.011 0.251■ 0.007 0.053± 0.005
0。 459± 0,012 0.249± 0.008 0.053± 0.005
0.534± 0.015 0.262± 0.005 0.053± 0.005
0.397± 0.009 0.239± 0,004 0,069± 0,005

574± 0.122 0.311± 0.019 0.043± 0.016
518± 0,129 0.308± 0.019 0.043± 0.015
376± 0.108 0.340± 0.014 0,040± 0,016
619± 0.127 0.277± 0.012 0.059± 0.OH

0。 970」LO.033  0 038こと0.015  0.0
0,972± 0,037 0.034± 0.009 0,0
1.071=LO.051  0.032=LO.011  0.0
1.145± 0.029 0.081± 0.o13 0.0

5± 0

6± 0

7± 0

5± 0

0.149± 0,005
0.150± 0.004
0。 173± 0.007
0 130=LO.004

金

山
金 山 東

〃     E耳 0.155± 0.005
0.133± 0006

0.488± 0.012 0.222± 0004
0.406± 0.009 0.216± 0.005

1.186± 0.033 0.020± 0.015 0.017± 0.001
1.059± 0.025 0,020± 0.0■  0.o15± 0.001

0.079± 0.005 4.617± 0.126
0.082± 0,005 4808± 0.125

0.316± 0.017 0.057± 0.011
0.292± 0.017 0,064± 0.011

山城 0.402± 0,011 0.216± 0.006 0.079± 0.006 4741± 0,138 0.289± 0.014 0.068± 0.016 1.065± 0.026 0.021± 0,014 0.013± 0.001 0.116と 0.003

双 子 山

*五 色 台

0.350=LO.Oo7

0.869± 0,048

0。 705± 0.069
1.006± 0032

0.458± 0.041

0.233± 0.005

0,120± 0.006

0.146± 0.008
0.119± 0.Oo5

0.374± 0.007

0074± 0.006

0.023± 0,005

0.040± 0.008
0.032± 0.007

0.073± 0.009

4.898± 0。 169

2.294± 0.H4

2.837± 0,189
2396± 0099

5,160± 0.157

0261± 0.012

0.484± 0.026

0.473」ヒ0.050
0.693± 0.027

0.393± 0,022

0,061± 0.014

0.006± 0.011

0023± 0.015
0.014± 0,026

0.108± 0.017

1.093± 0.035

0705± 0.044

0,941± 0.052
0.768± 0.027

1473■ 0.051

0.023± 0.016

0.043± 0.OH

O.028± 0.021
0.031± 0.023

0,037± 0.021

0.OH± 0.002

0.039± 0.003

0.020± 0.002
0,027=LO.002

0.020± 0.008

0.105± 0.004

0.459± 0.028

0,251± 0,024
0.350± 0.012

0.219± 0,009

*大麻山南第一
* 〃  第二

中 井 谷

鳥取県 馬 ノ 山 0。 188± 0.007 0.178± 0.006 0.OH± 0.001 0,916± 0.033 0,032± 0.002 0001± 0.Oo2 0.177± 0.009 0.004± 0.002 0,015± 0.001 0_111■ 0∩∩氏

広島県 冠

　

　

山

原
蔵
東
山

高
　
山

冠
半
冠
飯

0.651± 0.021 0.485± 0,014 0.046± 0.004
0.277± 0.010 0.345± 0.008 0.019± 0.002
0.323± 0.019 0.363± 0.031 0019± 0.001
l H6± 0.061 0.472± 0022 0.037± 0_005

3.322± 0,104 0.174■ 0.009 o.o29± 0.009
1.604± 0.057 0.030± 0,015 0.008± 0.006
1.607± 0.060 0.059± 0009 o.oo3± 0.005
2.228± 0.080 0.245± 0.OH O.023± 0.009

0.462± 0.017 0.185± 0.010
0.368± 0.012 0.026± 0.006
0.399± 0043 0025± 0009
0524± 0014 0.246± 0.013

0.025± 0.002 0.241± 0.008
0.019± 0,oo1 0.171± 0006
0.021± 0,001 0171± 0,006
0.038± 0,003 0.391± 0.021
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表2-2 各サヌカイ トの原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値

平均値±標準偏差値、   *:ガ ラス質安山岩  a):Ando,A.,Kurasavと ,H.,Ohmori,T.&Takeda,E。 (1974).1974 compilation oF dala on the CSJ geochemical reFerence samples
JG-l granodiorite and JB-l basalt. Geochemical Journal Vo1 8 175-192.

原   産   地
原 石 群 名

分析
個数

死

Ti/Ca Mn/Sr Fe//Sr Rb//Sr Y/Sr Zr/Sr Nb/Sr A1/Ca Si/Ca
比素

K/Ca

福岡県 八
女
市

昭和池第一
〃 第二
〃 第三
〃 第四

1.825± 0.041 0.644± 0,024 0,053± 0,007 2.125± 0.063 0,453± 0,019 0
1.592± 0.066 0.609± 0.020 0.061± 0,005 3.075± 0.123 0.534± 0.039 0.
3.144± 0.069 0.724± 0!036 0.073± 0.009 2.919± 0.099 0,925± 0.048 0.
1,922± 0.108 0.681± 0.050 0.064± 0.005 3.023± 0.103 0.607± 0.033 0.

07± 0.017 1.477上 0.049 0.044± 0.022 0.050± 0,003 0.500± 0.012

11± 0.020 1.671± 0.134 0.049± 0.012 0042± 0.003 0419± 0014
81± 0,026 2.820± 0.114 0.072± 0.020 0.074± 0.026 0.817± 0040
22± 0.017 1.887± 0.098 0.050± 0.015 0.050± 0.004 0.499± 0018

佐賀県 多 久第一
〃 第二
〃 第三

梅   野
老 松 山
寺山・岡本
西 有 田
松 尾転礫
松 尾第二
稚葉崖第一

〃 第二
〃 第二
〃 第四

0.831± 0.047 0,404± 0,013 0056± 0.007 4.718± 0,225 0.510± 0037 0.062± 0.0

0.834± 0,055 0.396± 0.016 0.065± 0010 5.342± 0.317 0.566± 0.047 0.081± 0.0

1.097± 0.232 0350± 0.028 0.065± 0014 4.498± 0.903 0,701± 0.084 0.084± 0.0

1.287± 0.051 0。 340± 0.013 0.058± 0.010 3.643± 0,225 0.784± 0.030 0.081± 00
0,705± 0.034 0.314± 0,011 0.067± 0.009 5.323± 0.244 0.543± 0,036 0.075± 0.0

0.629± 0.043 0,310± 0010 0.070± 0.008 5.600± 0.323 0,489± 0.029 0.066± 0.0

0.453± 0.019 0.331± 0.005 0.098± 0,010 7.489■ 0,249 0.307± 0.024 0.08と ±0.0

0。 717± 0.036 0.410± 0.012 0.081± 0.006 5。 312± 0。 241 0.383± 0.024 0.094± 0.0

0.970± 0.032 0.330± 0,009 0.066± 0,007 8683± 0.122 0.431± 0.021 0.077± 0.0

0,822± 0,027 0.869± 0.010 0.065± 0.007 3.888± 0.236 0.392± 0.021 0.076± 0.0

0.675± 0.016 0.390± 0,010 0.073± 0.007 4.666± 0.218 0.346± 0.021 0,078± 0.0

0.538± 0.011 0.401± 0,007 0.076± 0.010 5.271± 0.189 0.296± 0.019 0.075± 0,0

0.744± 0,014 0.409± 0,010 0.080± 0.010 5。 176± 0.202 0.399± 0.020 0.092± 0.0

19 0.850± 0.033 0.222± 0,018 0.016± 0.003 0.201± 0,011

)8 0.866± 0.046 0.242± 0.023 0.016± 0.005 0.202± 0.014

15 0.828± 0,052 0.239± 0.019 0.021± 0.003 0.263± 0.046

J2 0.824± 0.083 0.265± 0,032 0.038± 0.009 0.458± 0.050

,1 0.691± 0,034 0.208± 0.023 0.014± 0.002 0174± 0.007

17 0.644± 0.032 0.192± 0.018 0.013± 0.001 0.157± 0010
15 0.568± 0.023 0.106± 0.010 0.023± 0.002 0.237± 0.016

18 0.810± 0.039 0.095± 0.023 0,028± 0.027 0.291± 0.014

16 0.554± 0,023 0.110± 0.021 0034± 0,003 0.377± 0.012

18 0.540± 0.049 0.089± 0.020 0.027± 0.009 0.330± 0.013

i2 0.582± 0.065 0.087± 0.013 0.024± 0,007 0.280± 0.OH
15 0387± 0.024 0.075± 0.009 0.022± 0.002 0.227± 0,009

15 0.807± 0.027 0.096± 0.023 0.029± 0.003 0.302± 0.010

長崎県 大

亀
牟 田第一

〃 第二
川 棚第一

〃 第二
福 井第一

〃 第二
崎針尾第一

〃 第二
駒 崎 鼻

串
岳

1.lH± 0.H8
1.072± 0.042
0784± 0.092
0。 594± 0,048
0 498=LO,030
0.406=LO.048
0,630」 LO.012
0.512± 0.014
0.382± 0.026
0.599± 0.H5
0.642± 0,071

04140=LO.009
0。 144=ヒ 0.008
0.345=二 0.026

0.328± 0.013
0.302± 0.011
0.265± 0.027
0.329± 0.005
0.317=LO,008
0。 252± 0.023
0.373=L0 045
0.310± 0.010

0.055± 0.020
0.041=と 0,006
0.069± 0.008

0.088± 0.010
0.067± 0005
0.071± 0.004
0.090± 0,011
0.084± 0.011
0.052=LO.006
0.07340.014
0.070=LO.008

1.650± 0.236
1,776± 0,152
4.561± 0236
7.759± 0.411

4.225± 0。 181

48543こと0.374
7.531± 0。 315

7.157± 0.312
4.106こと0.227
5.167± 0.749

5.529± 0.354

0.236二LO.043
0.233± 0.014
0.875± 0,132
1.H4± 0.104
0.220± 0.018
0。 203± 0029
1.211=LO.040
0.941± 0.037
0.160=LO,018
0.320=と 0.058
0.49840.051

0.041± 0.027
0.015± 0.013

0.220± 0.028

0.348± 0.081
0.076± 0.010
0.081± 0.012
0.365二LO.035
0.301± 0.027
0.057=LO.009
0.077=LO.016
0.081± 0.015

0.486± 0.038
0.497± 0.018

0.727± 0.053

0.989± 0,071
0.814=LO,048
0.714=LO.048
1.028± 0047
0.874± 0.043
0.434± 0.039
0.650± 0.084
0.656± 0.039

0.082± 0.022

0.065± 0,015
0.299± 0,039

0.496± 0.041
0.035=LO.012
0.034=LO.017
0.534± 0.033
0.431± 0,033
0.056± 0.011
0,086± 0027
0.200± 0.028

0.050± 0.006 0.
0.049± 0.003 0.
0.015± 0.003 0.
0,012± 0,001 0.
0.012± 0.002 0,
0,OH± 0.001 0.
0.013± 0.001 0.
0.OH± 0.002 0.
0.010± 0.001 0.
0.015± 0.002 0.
0.022± 0.006 0.

'07±

0.059

'87±

0.018

88± 0.021

44± 0.010
i33± 0.008
09± 0.011
154=LO.003
126± 0.004
07± 0.007
63± 0.03と

,46± 0.023

熊本県 阿

菊

一
二
池

第
第

蘇 2.006=LO.258  0 646=LO.052
0.993± 0.198 0514± 0.070
0.678± 0.057 0.458± 0.020

0.064± 0.011 2.085± 0.320
0.061± 0.008 3.087± 0441
0.062± 0005 3.457± 0.206

0.481± 0.068 0,106± 0028
0.299± 0.066 0,064± 0.013
0.194± 0018 0.072± 0.009

1.647± 0.197 0.068± 0.012
1.043± 0.182 0.038± 0,013
0728± 0.054 0,025± 0,010

0,057± 0.010 0.597± 0.099
0.032± 0.005 0.293± 0.041
0.019± 0,002 0185± 0.015

」G-1 1.327± 0.021 0.266± 0.006 0.058± 0.006 2817± 0.074 0756± 0,015 0188± 0.024 0,762± 0033 0.078± 0,014 0.086± 0.003 0448± 0.OH
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表2-3 各サヌカイ トの原産地における原石群の元素比の平均値と標準TR~差値

注:寧
曽彊除i選お蓉層膝ぁ遭易暴房黙耕俗鉄恋尋獄そ露5ヨ舎泊霧遷場蕩黙濡壕黎尊塞劣等塚籍じえ留象毒惣?念写♂所を変えて分析した回数をあらわす。

遺 跡  名
遺 物 群 名

分析
個数 K/Ca

O,352± 0.029

0.476=LO.016

0.334=LO.004
1.016± 0,022

0.236± 0.003
0.310± 0.003
0.338± 0.003
0.340± 0.003
2.638± 0.057
0.600± 0,005
0.1334o.oo2
0,361± 0.004
0.372=LO.004

02H± 0.o06

0.307」 LO.004
0.684± 0.012

0.610± 0,017

Ti/Ca

O.291± 0,021

0.596=LO,012

0.362こと0,005
0.582=LO.012

0.189± 0,003
0.203± 0,003
0.229± 0.003
0.226± 0.003
0.949± 0.026
0.287± 0,004
0.H7± 0.002
0.253± 0.Oo4
0.250± 0,004

0.296± 0.007

0.258こと0.005
0.248± 0,006

0.223=LO.004

Mn//Sr

O.094± 0.012

0.097± 0053

0.067± 0.009
0.043± 0.005

0.075± 0.005
0.052± 0.004
0,066± 0.004
0.065± 0.005
0.025± 0.008
0.046± 0,004
0.095± 0.006
0.053± 0.007
0.049± 0007

0.092± 0.014

0.067=LO.005
0.066± 0.012

0,797± 0.005

妬

Fe/Sr

5.376± 0.721

5,229± 0.168

3.895± 0.150
4.187± 0.141

4.966± 0089
3.734± 0.074
4.363± 0.080
4.305± 0,085
4.536± 0.105
3.077± 0,060
6.365± 0.098
3.105± 0.070
2.987± 0.060

7.108± 0,245

4.736± 0.096
4.139± 0.128

4.528=LO.120

素
Rb//Sr

O.170± 0.015

0。 160± 0.010

0.082± 0.005
0.477± 0.019

0.194± 0.010
0.228± 0.016
0.212± 0,014
0,208± 0.010
0.624± 0.019
0,363± 0.014
0.112± 0.007
0.238± 0.106
0.241± 0.010

0.098± 0.011

0,235± 0,010
0.429=LO.019

0.325± 0.016

比
Y/Sr

O.103± 0,016

0,110± 0.o15

0.044± 0.007
0,089± 0.020

0.06340.011
0.059± 0.01o
O.066± 0.011
0.069± 0.009
0.139± 0.027
0.048± 0,012
0,044± 0.010
0.063± 0.014
0.056± 0.009

0,071± 0,012

0.058± 0.014
0.077± 0,022

0.063=生 0 017

Zr//Sr

O.874± 0.101

1.282± 0.033

0.758± 0044
1.722± 0.058

0.588± 0.019
0.610± 0,021
0.618± 0.019
0.628± 0,015
1.425± 0050
1.088± 0.022
0.328± 0.020
0.684± 0.025
0.675=LO.024

0.552± 0.038

0.340± 0023
1.178± 0.040

1.151± 0.028

Nb/Sr

O.018± 0.011

0.031± 0,008

0.027± 0.009
0,058± 0.026

0.010± 0.011
0,011± 0.o12
0.010± 0.011
0.010± 0.010
0.059± 0.019
0.022± 0.016
0.009± o.oo9
0.027± 0.008
0.023± 0.008

0,021± 0,008

0,030± 0.013
0.058± 0.013

0,019± 0.o14

A1/Ca

O.017± 0.021

0.025± 0.017

0.017± 0.002
0.032± 0.009

0.015± 0,001
0,017± 0,001
0,017± 0.001

0.016± 0.001
0.097± 0.033
0.028± 0,002
0,011=LO.001
0.018=LO.001

0.018± 0.001

0.013± 0.001

0.016± 0.005
0.025± 0,002

0,024± 0.002

Si/Ca

O.156± 0.090

0.228± 0.075

0.147± 0.010
0.557± 0.021

0.127± 0.002
0.147± 0,002
0,142± 0.002
0.136± 0.002
1.903± 0.055
0.256± 0.004
0.102± 0.002
0。 170=LO.004
0.176± 0,005

0.118± 0.005

0.133± 0.004
0.262± 0.007

0.198± 0.006

北海道 頭無川遺物群

石,II県 酒見遺物群

愛知県 群
畔

日

日

朝
朝

大阪府 向出No.6群
向出No.49群
中社No.62群
中社No.82群
中社No.86群
中社No.89群
中社No.104群
鬼虎No.16群
鬼虎No.17群

島根県 平日遺物群

香川県 六ツロ遺物群
庵の谷遺物群

高知県 松ノ木遺物群



表3 岩屋原産地からのサヌカイ ト原石66イ回の分類結果

原 石 群 名 個 数 百 分 率 他 原 産 地 お よび他 原 石 群 との 関係

岩 屋 第 一 群

第 二 群

第 二 群
〃

20個
22

6

5

4
3

2

4

30%
33

9

8

6

5

3

6

淡 路 島 、岸 和 田 、和 歌 山 に 出現

白峰 群 に一 致

法 印谷 群 に一 致

国 分 寺 群 に一 致

蓮 光 寺 群 に一 致

金 山東 群 に一 致

和 泉 群 に一 致

不 明 (ど この原 石 群 に も属 さな い )

表4 和泉・岸和田原産地からのサヌカイ ト原石72個の分類結果

原石群名 個 数 百 分 率 他 原 産 地 お よ び他 原 石 群 との 関係

岩 屋 第 一 群

和 泉 群

岩 屋 第 二 群

12個
9

6

4
1

1

39

17%
13

8

6

1

1

54

淡 路 島 、 岸 和 田、和 歌 山 に出 現

〃    、     〃    、     〃

白峰 群 に一 致

二 上 山群 に一 致

法 印谷 群 に一 致

金 山東 群 に一 致

不 明 (ど この原 石 群 に も属 さな い )

表5 不日歌山市梅原原産地からのサヌカイ ト原石21個の分類結果

原石群名 個 数 百分率 他原産地 お よび他原石群 との関係

和  泉  群

岩 屋 第 一 群

岩 屋 第 二 群

10個
1

10

48%
5

48

淡路 島、岸和 田、和歌 山に出現

不 明 (ど この原石群 にも属 さない)
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表6-1 平田遺跡出土黒曜石製石器の元素比分析結果

JG-1 : 標 準 試 料 ―Ando,A.,Kurasawa,H.,Ohmoll,T,& Takeda,E. 1974 compllatio■  o:
data on the GJS geochemical reference sampleさ  JG-l granodiorite and
JB-l basalt.  θθθθねθ盟デじa′  丁θ Er rコ β′, vol,8 175-192 (1974)

析

号

分

番

レ
し

い
レ素一死

Ca/ K  Ti/ K  Mn/Zr  Fe/Zf  Rb/Zr  Sr/Zr   Y/Zr  Nb/Zr  A1/ K  Si/ K

64605

64606

64607

64608

64851

0.142 0.059
0.076  0.035
0.114  0.049
0.156  0.061
0。 157  0.071

0.030  1.015
0.023  1.019
0.017  0.947
0.020 0,961
0.020  0,876

0.377  0.012
0.895  0.008
0.387  0,006
0.370  0.008
0.304  0.004

0.137 0。 253 0.0
0。 109  0.256  0.0
0.079  0.262  0.0
0.126  0.245  0.0
0.087  0。 183  0.0

9  0.284

3  0.188

7  0.250

8  0。 296

4  0.285

JG-1 0,768  0.210  0.081  4.054  1.003  1.346  0.285  0.047  0.025  0.328

表6-2 平田遺跡サヌカイ ト製石器の元素比分析結果

析

号

分

番 K/Ca  Ti/Ca  Mn/Sr  Fe/Sr  Rb/Sr   Y/Sr  Zr/sr  Nb/Sr  A1/Ca  Si/ca

レ
Ｌ

Ｌ
レ素一死

64599

64600

64601

64602

64603

64604

64609

64610

64611

64612

64613

64614

64615

66846

66847

66848

66849

66850

66852

66853

66854

66855

66856

66867

66858

66859

66860

66861

66862

0.504  0.226  0.095
0.553  0.222  0,081
0.451  0.220  0.087
0.433  0.218  0,076
0.476 0.224 0.084
0。 453  0.225  0,089
0.208  0.288  0.106
0.220  0.309  0,078
0.614 0.220 0.088
0。 456 0.223 0.089
0.574  0.216  0.086
0.580  0.225  0.073
0.454 0。 220 0.082
0。 440  0.214  0.078
0.443  0.224  0,079
0.447  0.222  0,083
0.438  0.217  0.087
0.457 0.212 0.084

0.212 0.348 0.015
2.029  0.204  0.052
2,097  0.219  0.087
2.020  0.216  0.073
1.444  0.204  0.073
1.359  0.173  0.074
0.194 0f361  0.016
0.184 0.366  0,019
0.435  0.206  0.056
0.394 0.198  0.055

4.825  0.293
4.409  0.319
4.686  0.324
4.540  0.309
4.706  0.301
4,721  o.322
7.279  0.106
7.723  0.1lo
4.865  0.306
4.596  0.307
4.641  0.327
4.634 0.315
4.459  0.295
4.679  0.331
4.670  0,326
4.789 0.310
4.554  0,301
4.528 0.319

1.388 0.013
3.823  2.780
3.969  2.888
3.865  2.708
3.512  1.137
3.378  1.035
1.300  0.015
1.329 0,018
3.273  0。 172

3.434  0.144

0.075  1.278  0.068
0.071  1.158  0,045
0.083  1.182  0.034
0.080  1,180  0.030
0.074  1.220  0.036
0,075  1.251  0.034
0.082  0.556  0.021
0.078  0.527  0.023
0,079  1.153  0,050
0,077  1.240  0.029
0.066  1.191  0.035
0.069  1.222  0.041
0.075  1.182  0.034
0.054  1.165  0.029
0.063  1,194 0.034
0.058  1.195  0.036
0.093  1.216  0,020
0,073  1.212  0.038

0.011  0.373  0.003
0.419 1.565 0.055
0.440  1.757  0.104
0.392  1.657  0.125
0.264 1.598 0,061
0.227  1.815  0.091
0,013  0.402  0.003
0.014  0.405  0.003
0.048  0.807  0.087
0,046  0。 848  0,017

0.021 0.184
0.018 0。 180

0.019 0.180
0.020  0。 175

0.017 0.176
0.024 0.190
0.011 0.116
0,012 0,116
0.020 0.191
0.019 0.183
0.017  0.202
0.021  0.194
0.020 0,182
0.018  0.176
0.018 0.170
0.019 0。 185

0.019 0.180
0,019 0.185

138.918

0.009  0.069
0.046  0.654
0.049  0.657
0.048  0.633
0.038  0,445
0.038  0.432
0.008  0.065
0.008  0.067
0.014 0.139
0.017 0.151

」G-11 1.3140,2970.0602.7110.7230.1960.7210.o330,0340.438
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表7 島根県木次町 平田遺跡出土石器の原材産地推定結果

析

号

分

番

遺物
番号,遺物名, 適助出士区 ,取 上げ番身, 土  層  , 伴出土器年代

原 石 産 地 (確 率 ) 判  定 備  考

64599 1,石 鏃 B5・ 140, 1 ,暗褐色微砂土,縄文晩期～弥生前期 金山東 (6%) 金  山 第皿調査区

64600 2,石鏃 B-5'14G 暗褐色微砂土 ,縄文晩期～弥生前期 松 ノ木遺物群 (18χ ) 松 ノ木

64601 3,石鉄 5' 9G 暗褐色微砂土 ,縄文晩期～弥生前期 金 山 東 (76χ ) 金  山

4,削 器 暗褐色微砂土 ,縄文晩期～弥生前期 金 山 東 (16%) 金  山

5,石鏃 B-4113G 暗褐色微砂土 ,縄文晩期～弥生前期 金 山 東 (46χ ) 金  山

6,石鏃 A-9,13G 暗褐色微砂土 ,縄文晩期～弥生後期 金 山 東 (43%) 金  山

64605 7,石錐 A-6・ 20G 暗褐色微砂土 ,縄文晩期～弥生前期 久 見 (7%),【 久 見 (3%)】 久  見

64606 石鏃 A-7. lG 暗褐色微砂土 ,縄文晩期 ～弥生前期 久 見 (79%)】 久  見

64607 剥 片 暗青灰色微砂上,縄文晩期 ～弥生後期 久 見 (6%) 久  見

4608 10,剥 片 A-4,10,  ,暗 褐色微砂土 ,縄文晩期 ～弥生前期 久 見 (30%),【久 見 (38%)】 久  見

4 9 12,石 鏃 , E― 9 , 黒色砂買土 ,縄文後期後菜～晩期 平 田 還 物 群 (88%) 平  田 第 Ⅱ調査区

0 13,石 鏃 , C― 13 , 黒 色 砂 賢 土  ,縄 文 後 翔 後 粟 ～ 晩 期 平田遺物群 (34%) 平  田

14,石 鏃 , D― 黒 色 砂 賃 土  ,縄 更 後 刺 後 票 ～ 晩 剰 松ノ木遺物群 (19%) 松 ノ木

2 15,石 鏃 , F― 黒色砂質土 ,縄文後期後葉～晩期 金山東 (41%) 金  山

3 16,石 鏃 , D H , 黒色砂質土 ,縄 文後期後葉～晩期 松 ノ木遺物群 (12%) 松 ノ木

4 17,石 鏃 , E一 黒色砂質土 ,縄文後期後葉～晩期 松 ノ木遺物群 (26%) 松 ノ本

5 18,石 鏃 , E― 黒色砂質土 ,縄 文後期後乗～晩期 金 山 東 (77%) 金  山

66846 19,剥 片 , E一 黒色砂質土 ,縄文後期後葉～晩期 金 山 票 (45%) 松ノ木

66847 20,石 核 , H 黒 色 砂 質 土  ,縄 文 後 翔 後 粟 ～ 晩 期 金山東 (54%) 金  山

66848 21,剥 片 ,IB-5・ 2G, 1 ,暗 褐色微砂上 ,縄文晩翔～弥生前卿 金山束 (78%) 金  山 第皿調査区

66849 22,剥 片 ,23-10.6G, 1 ,暗 褐 色 微 砂 土 ,縄文 晩 剰 ～ 弥 生 後 翔 金山東 (22%) 金  山

23,剥 片 ,IB 5'9G, 3 ,暗 褐 色 微 砂 土 ,縄又 晩 剰 ～ 弥 生 前 剰 金山東 (4%) 金  山

66851 24,剥 片 ,lA-6.10G,  ,暗 掲色微砂土 ,縄文晩期～弥生前期 加茂 (13%),【 加 茂 (33%)】 加  茂

66852 25,剥 片 ,IB-3.6G,   ,暗 褐色微砂土 ,縄 文晩期～弥生前期 チ ャー ト?

26,剥 片 ,    , 4 安 山 岩 ?

27,島 根県横田町坂根地区、露頭、サヌカイ ト様原石、No l l 一致する表 2原 石群無 し

28,島 根県横 田町坂根地 区、露頭、サ ヌカイ ト様原石、No l-2 一 致 す る 表 2原 石 群 無 し

29,島 根県横田町坂根地区、露頭、サヌカイ ト様原石、No卜3 一 致 す る 表 2原 石 群 無 し

66857 30,島根県、斐伊川源流地域、微結晶多い原石、No 2-1 一 致 す る 衰 2原 石 群 無 し

66858 31,島 根県、斐伊川源流地域、微結晶多い原石、No 2 2 一 致 す る 表 2原 石 群 無 し

66859 32,平 田 遺 跡 付 近 、 斐 伊 川 地 域 、 分 析 番 号 66853番 に 似 る 原 石 一致する表 2原 石群無し

33,平 田遺跡付近、斐伊川地域、分析番号66853番 に似る原石 一致 す る 表 2原石 群 無 し

66861 34,島 根県、斐伊 川源流地域、微結晶多い原石、No_5-1 一致 す る 表 2原 石 群 無 し

66862 35,島 根県、斐伊川源流地域、微結晶多い原石、No 5 一致す る表 2原 石群無 し

注意 :近 年産地分析を行う所が多くなりましたが、判定根拠が曖昧にも関わらず結果のみを報告される場合があます。

本報告では日本における各遺跡の産地分析の判定基準を一定にして、産地分析を行っていますが、判定基準の異なる研究方法

(土 器様式の基準も研究方法で異なるように)に も関わ らず、似た産地名のために同じ結果のように思われるが、全く関係

(相 互チェックなし)あ りません。本研究結果に連続させるには本研究法で再分析が必要です。本報告の分析結果を考古学資料と

する場合には常に同じ基準で判定されている結果で古代交流圏などを考察をする必要があります。

【久見 (6%)】 :【  】で示された推定確率は鳳化層の影響を受けやすい軽元素 (Ca/K,Ti/K)の 軽元素比を抜いて判定を行つた結果で、

170個 原石群の中で0.1%以 上の確率で判定された原石産地を記した。
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ⅥE平田遺跡出上の赤色顔料の蛍光X線分析による非破壊定性分析結果

京者[大学原子炉実験所 藁 科 哲 男

今回分析した赤色顔料は磨石、磨製石斧、縄文式土器に付着 した赤色物質および断層角礫岩中

に脈状に包含された赤色原石の物質で、出土製品は縄文時代後期前葉～後葉の遺物で、磨石は

G-2地区より取上番号No.3と して出土 した遺物で、磨製石斧はC-7地区、黒褐色微砂中出土

の取上番号No.4の接合部位を、土器はG-2地 区より取上番号No.25の 遺物である。 (い ずれも

第 I調査区出土遺物)ま た、赤色原石は縄支時代晩期後葉～弥生時代前期の土器と一括取上され

た遺物 (第 Ⅲ調査区出土遺物)で、出土製品とは時期的な差があ り出土地点も約50m離れている。

定性分析結果と考察

升筑 した製品は、分析の前処理を行わず、赤色顔料が多 く付着 した面、および付着量が極端に

少ない面の直径約 2cmφ の部分をそれぞれ選び完全な非破壊分析 を行った。縄文時代草創期から

使用 された赤色顔料 として知 られているベンガラ (弁柄)(ヘマタイ ト:酸化第二鉄 :Fe203)

および縄文時代後期から使用が確認されている水銀朱と言われる辰砂 (硫化水銀 :HgS)が古代
に使用された一般的な赤色顔料である。これら赤色顔料に注 目して、エネルギー分散型蛍光X線
分析法で元素分析を行った。磨石の結果では珪素 (Si)、 カリウム (K)、 カルシウム (ca)、 チ

タン (Ti)、 鉄 (Fe)の ピークが大きく、これら元素の含有量が多いことが、次に含有量が多い

と思われる元素はス トロンチュウム (Sr)、 ジルコニュム (Zr)で、また、少量含有されると思

われる元素のアルミニュウム (Al)、 マンガン (Mn)、 亜鉛 (Zn)、 ルビジウム (Rb)、 イット

リウム (Y)、 バ リウム (Ba)な どが観測されている。磨石の石質は、肉眼観察で安山岩と推測

されていて、図 1、 2に示す蛍光X線スペク トルと矛盾 しない。図 1は赤色顔料が多 く付着 した

面の結果であるが、赤色顔料が殆 ど見 られない面の図 2の と差はなく、水銀元素のピークが見 ら

れないことから、辰砂は使用されていないと言える。一方、ベンガラに関しては、赤色側分析で

特に鉄元素ピークが大 きいとは言えず、積極的に鉄化合物の赤色顔料 と言い切れず、ベンガラと

推測 しても蛍光X線分析の結果と矛盾 しない程度の証明である。ベンガラであることを蛍光X線
分析で証明するには、磨石から赤色顔料を分離 して分析する必要があるが、付着量が微量のため

に、磨石から赤色顔料を分離するときに、表面に付着 した粘土鉱物 (汚染物)も 相当量混 じるた

めに、さらに赤色顔料 と粘土鉱物の分離が必要で、分離 した赤色顔料 と粘土鉱物に含有される鉄

量の差からベンガラの使用の有無を確定する必要がある。土器に付着 した赤色顔料については比

較的付着量が多 く、付着 した面の蛍光X線スペク トルを図 4に、また付着が見えない面の結果を

図 5に示すが、分析された元素は土器本体に含有された元素で、土器のZrの ピークに対する鉄
ピークを見ると明らかに付着面の鉄ピークが大 きく (ス ペク トルはFeピークを基準に作図して
いるために、図 5よ りRb,Sr,Y,Zrピ ークが小 さい)、 赤色顔料が多いと鉄ピークが大 きい正の相

関があり、水銀のピークが見 られないことから、ベンガラによる赤色着色 と推定しても蛍光X線
分析の結果と矛盾 しない。次に磨製石命の分析結果では赤色顔料が付着 していない発掘時に削れ

た新鮮面 (図 6)と 付着 した面 (図 7)を みると、付着 した分析結果には水銀元素のピークが観
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測されることか ら、辰砂による着色 と推測 した。また、ベンガラとの混合着色 も推測されるが、

Zrピ ークを基準にして付着面 (図 7)と非付着面 (図 6)の鉄のピークの大きさを比較すると、

殆ど差が見 られないことから分析されている鉄は磨製石斧の原材の安山岩に含有された鉄である

と考え、辰砂が主体の着色と推測 した。赤色原石遺物の分析結果を図 3に示すが、鉄元素が主成

分で、極微量のTi元素のピークなどが観測され、赤色が比較的濃い褐色で、肉眼観察では土器、

磨石などの赤色着色 と全 く同色を示す部分の原石があ り、着色 目的で遺跡に持ち込まれた可能性

は推測されるが、土器、磨石の着色顔料および原石の鉄の状態分析を行ったが、それぞれ異なっ

た鉄の状態を示す結果を示 し、赤色鉄原石を粉末にして赤色顔料 として使用 したと言えない可能

性もあり、この赤色原石が使用されたか、否かは今後のさらなる調査をまたなければならない。

66864

毒::AISi  K taca'Ti r crMHFeFe n zn    b Sr ttb〔 :寸
b

Lα :               8aBaBa Hg   Hg    Htt     lg
:Kα ′Kβ ,Lα シリース'で 考 え られ る元素名

図1 平田遺跡出土摩石の赤色顔料側 (66864)の 蛍光X線スペク トル

66865

K包 : AISi      K Ca   ri    Cr crttnFe    Zn              Rb Sr V  Zr Nb
Kβ :       K Ca Ti     Fe   Zn         Rb Sr Y
Lα :                  BaBaBa              Hg   Hg    Hg    Цg
:Kα ,Kβ ,Lα シリス

°
で考え られ る元来名

図2 平田遺跡出土摩石の赤色顔料なし側 (66865)の 蛍光X線スペクトル
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66894

Kα : AISi       K Ca   Ti    Cr CrMnFe     Zn
Kβ !             K Ca  Fi          Fe     ttn

髯七,Kβ ,Lα シリス'で考え晋辮普元素名   g Hg Hg

図3 平田遺跡出土赤色顔料原石 (66891)の蛍光X線スペクトル

66892

Hg bxと

r(bそ
:半
b  Ba

(66893)の蛍光X線スペクトル

66894

聴 ,淳 L〆 と扱 !雛哲と 彗ど

鴫 C ttgttg比
的

憾

鳩 畔

図6 平田遺跡出土磨製石斧の赤色顔料なし側 (66894)の蛍光X線スペク トル

66895
―

牌
Ｎ
ｏ
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跨,|'L劇ゴとをお鵜猛メ塩4g

図4 平田遺跡出土赤色顔料側

zn    Rb SI ttb`:lb     Ba
lg    Hg     Hg

(66892)の蛍光X線スペクトル

66893

統,淳L〆と襲!勢警と彗ど鴫e4gt tg地

図7 平田遺跡出土磨製石斧の赤色顔料側

Rb Sf Y  Z″  Nb                Ba
Rb Sr Y

Xg

(66895)の蛍光X線スペク トル

絡,淳L効埓数!斗警とごと
脱夕n

Fe      zn
IIg   Hg

図5 平田遺跡出土赤色顔料なし側
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番号は挿図番号に対応





平田遺跡第Ⅲ調査区遠景
下流      北より

平田遺跡第Ⅲ調査区遠景
上流     北より

平田遺跡第Ⅲ調査区近景

東より



1-3A区  東壁土層状況

1区 集石検出状況

1区 集石・石列検出状況



図版3

1区 作業風景

2区 東壁土層状況

1区 石列下 須恵器出土状況

1区 完掘状況

土器出土状況 2区 竪穴住居跡 焼±2・ 3検出状況

2区 完掘状況  西より



図版4

3区 竪穴建物跡から段丘
上を見る      1ヒ より

3区 竪穴建物跡検出状況

耳ヒより

3区 竪穴建物跡東壁
土層状況



3区 竪穴建物跡
1号炉検出状況

3区 竪穴建物跡
作業台・錆浸透硬化面
検出状況   北より

3区 竪穴建物跡

錆浸透硬化面中微小
鉄片出土状況(右下)



呵号炉断面状況

図版6

3号炉断面状況

―
ゝヽ■

中央土坑完掘状況 棒状鉄片出土状況

9グ リッド微小鉄片嵌入状況 有溝砥石出土状況

南東寄り上器出土状況 完掘状況
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